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は し が き 
 
 
 平成 29 年３⽉に告⽰された⼩学校学習指導要領が，令和２年度から全⾯実施されます。 

今回の学習指導要領では，各教科等の⽬標及び内容が，育成を⽬指す資質・能⼒の三つの柱（「知
識及び技能」，「思考⼒，判断⼒，表現⼒等」，「学びに向かう⼒，⼈間性等」）に沿って再整理され，
各教科等でどのような資質・能⼒の育成を⽬指すのかが明確化されました。これにより，教師が
「⼦供たちにどのような⼒が⾝に付いたか」という学習の成果を的確に捉え，主体的・対話的で
深い学びの視点からの授業改善を図る，いわゆる「指導と評価の⼀体化」が実現されやすくなる
ことが期待されます。 

また，⼦供たちや学校，地域の実態を適切に把握した上で教育課程を編成し，学校全体で教育
活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」についても明⽂化されました。カリキュ
ラム・マネジメントの⼀側⾯として，「教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと」
がありますが，このためには，教育課程を編成・実施し，学習評価を⾏い，学習評価を基に教育
課程の改善・充実を図るというＰＤＣＡサイクルを確⽴することが重要です。このことも，まさ
に「指導と評価の⼀体化」のための取組と⾔えます。 

このように，「指導と評価の⼀体化」の必要性は，今回の学習指導要領において，より⼀層明確
なものとなりました。そこで，国⽴教育政策研究所教育課程研究センターでは，「幼稚園，⼩学校，
中学校，⾼等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について（答申）」
（平成 28 年 12 ⽉ 21 ⽇中央教育審議会）をはじめ，「児童⽣徒の学習評価の在り⽅について（報
告）」（平成 31 年１⽉ 21 ⽇中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会）や「⼩学校，中学
校，⾼等学校及び特別⽀援学校等における児童⽣徒の学習評価及び指導要録の改善等について」
（平成 31 年３⽉ 29 ⽇付初等中等教育局⻑通知）を踏まえ，このたび「『指導と評価の⼀体化』の
ための学習評価に関する参考資料」を作成しました。 
 本資料では，学習評価の基本的な考え⽅や，各教科等における評価規準の作成及び評価の実施
等について解説しているほか，各教科等別に単元や題材に基づく学習評価について事例を紹介し
ています。各学校においては，本資料や各教育委員会等が⽰す学習評価に関する資料などを参考
としながら，学習評価を含むカリキュラム・マネジメントを円滑に進めていただくことで，「指導
と評価の⼀体化」を実現し，⼦供たちに未来の創り⼿となるために必要な資質・能⼒が育まれる
ことを期待します。 
 最後に，本資料の作成に御協⼒くださった⽅々に⼼から感謝の意を表します。 
 
  令和２年３⽉ 
 
                          国 ⽴ 教 育 政 策 研 究 所 
                          教育課程研究センター⻑ 
                               笹 井  弘 之 





目次 
 

第１編 総説 …… 1 

 3 …… 善改の価評習学たえま踏を訂改年92成平 章１第

  １ はじめに  

  義意の価評習学たえま踏を訂改年92成平 ２  

  理整の点観の価評たけ受を訂改年92成平 ３  

  価評習学の科教各るけおに領要導指習学訂改年92成平 ４  

  ５ 改善等通知における特別の教科 道徳，外国語活動（小学校），総合的な学習の時間，特

別活動の指導要録の記録 

 

  ていつに価評習学の徒生童児るあの害障 ６  

  ていつに有共のへ者護保や徒生童児の等針方の価評 ７  

 31 …… れ流な的本基の価評習学 章２第

  ていつに等施実の価評び及成作の準規価評るけおに科教各 １  

  ２ 総合的な学習の時間における評価規準の作成及び評価の実施等について  

３ 特別活動の「評価の観点」とその趣旨，並びに評価規準の作成及び評価の実施等について 

（参考） 平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」か

らの変更点について 

…… 22 

 

 52 …… 順手の際るす成作を」準規価評のとごりまとまの容内「 編２第

   てった当にう行を価評るけおに間時の習学な的合総校学小  

  」りまとまの容内「るけおに間時の習学な的合総 １  

  ２ 小学校総合的な学習の時間における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な

手順 

 

  ３ 小学校総合的な学習の時間における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順  

 

 73 …… ）例事（ていつに価評習学のとご元単 編３第

 第１章 「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえた評価規準の作成 …… 39 

  ていつに方め進の価評習学るけおに例事編本 １  

  トンイポの成作の準規価評の元単 ２  

 64 …… ていつに例事るす関に価評習学 章２第 

  １ 事例の特徴  

  例事と覧一要概例事各 ２  

   事例１ キーワード 指導と評価の計画，三つの観点の評価，評価結果の総括， 

             指導計画の改善 

    「多文化共生への一歩！～ラップで心の距離を縮めよう～」（第６学年「国際理解」） 

…… 48 

   事例２ キーワード 指導と評価の計画，「知識・技能」の評価， 

児童の学習の姿と見取り 

    「地域の絆を再生しよう」（第６学年「福祉」） 

…… 56 

事例３ キーワード 指導と評価の計画，「思考・判断・表現」の評価， 

児童の学習の姿と見取り 

    「川の美しさを取り戻そう」（第４学年「環境」） 

…… 63 

事例４ キーワード 指導と評価の計画，「主体的に学習に取り組む態度」の評価， 

児童の学習の姿と見取り，指導計画の改善 

    「地域のじまん『おくんち』を伝えよう」（第４学年「伝統文化」） 

…… 72 

 

巻末資料 …… 81 

 ・ 評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について（平成 31 年２月４日，国立教育政

策研究所長裁定） 

 ・ 評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者 

 ・ 学習指導要領等関係資料について 

 ※本冊子については，改訂後の常用漢字表（平成 22 年 11 月 30 日内閣告示）に基づいて表記してい

ます。（学習指導要領及び初等中等教育局長通知等の引用部分を除く） 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 
 

 

総説 
 

  

- 1 -



 

 

  



 

 

  

 

第第１１編編  総総説説  

 

本編においては，以下の資料について，それぞれ略称を用いることとする。 

 

 答申：「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

及び必要な方策等について（答申）」 平成 28 年 12 月 21 日 中央教育審議会 

 報告：「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」 平成 31 年１月 21 日 中央教

育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 

 改善等通知：「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習

評価及び指導要録の改善等について（通知）」 平成 31 年３月 29 日 初等中等

教育局長通知 

 

 

第第１１章章  平平成成 2299 年年改改訂訂をを踏踏ままええたた学学習習評評価価のの改改善善  

１１  ははじじめめにに  

学習評価は，学校における教育活動に関し，児童生徒の学習状況を評価するものである。

答申にもあるとおり，児童生徒の学習状況を的確に捉え，教師が指導の改善を図るととも

に，児童生徒が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにするため

には，学習評価の在り方が極めて重要である。 

各教科等の評価については，学習状況を分析的に捉える「観点別学習状況の評価」と「評

定」が学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施するものとされている1。観

点別学習状況の評価とは，学校における児童生徒の学習状況を，複数の観点から，それぞ

れの観点ごとに分析する評価のことである。児童生徒が各教科等での学習において，どの

観点で望ましい学習状況が認められ，どの観点に課題が認められるかを明らかにするこ

とにより，具体的な学習や指導の改善に生かすことを可能とするものである。各学校にお

いて目標に準拠した観点別学習状況の評価を行うに当たっては，観点ごとに評価規準を

定める必要がある。評価規準とは，観点別学習状況の評価を的確に行うため，学習指導要

領に示す目標の実現の状況を判断するよりどころを表現したものである。本参考資料は，

観点別学習状況の評価を実施する際に必要となる評価規準等，学習評価を行うに当たっ

て参考となる情報をまとめたものである。 

以下，文部省指導資料から，評価規準について解説した部分を参考として引用する。 

 

 
1 各教科の評価については，観点別学習状況の評価と，これらを総括的に捉える「評定」
の両⽅について実施するものとされており，観点別学習状況の評価や評定には⽰しきれな
い児童⽣徒の⼀⼈⼀⼈のよい点や可能性，進歩の状況については，「個⼈内評価」として
実施するものとされている。（P.６〜11 に後述） 
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（参考）評価規準の設定（抄） 

（⽂部省「⼩学校教育課程⼀般指導資料」（平成５年 9 ⽉）より） 
 

 新しい指導要録（平成３年改訂）では，観点別学習状況の評価が効果的に⾏われるよ
うにするために，「各観点ごとに学年ごとの評価規準を設定するなどの⼯夫を⾏うこ
と」と⽰されています。 
 これまでの指導要録においても，観点別学習状況の評価を適切に⾏うため，「観点の
趣旨を学年別に具体化することなどについて⼯夫を加えることが望ましいこと」とされ
ており，教育委員会や学校では⽬標の達成の度合いを判断するための基準や尺度などの
設定について研究が⾏われてきました。 
 しかし，それらは，ともすれば知識・理解の評価が中⼼になりがちであり，また「⽬
標を⼗分達成（＋）」，「⽬標をおおむね達成（空欄）」及び「達成が不⼗分（−）」ごと
に詳細にわたって設定され，結果としてそれを単に数量的に処理することに陥りがちで
あったとの指摘がありました。 
 今回の改訂においては，学習指導要領が⽬指す学⼒観に⽴った教育の実践に役⽴つよ
うにすることを改訂⽅針の⼀つとして掲げ，各教科の⽬標に照らしてその実現の状況を
評価する観点別学習状況を各教科の学習の評価の基本に据えることとしました。したが
って，評価の観点についても，学習指導要領に⽰す⽬標との関連を密にして設けられて
います。 
 このように，学習指導要領が⽬指す学⼒観に⽴つ教育と指導要録における評価とは⼀
体のものであるとの考え⽅に⽴って，各教科の⽬標の実現の状況を「関⼼・意欲・態
度」，「思考・判断・表現」，「技能・表現（または技能）」及び「知識・理解」の観点ご
とに適切に評価するため，「評価規準を設定する」ことを明確に⽰しているものです。 
 「評価規準」という⽤語については，先に述べたように，新しい学⼒観に⽴って⼦供
たちが⾃ら獲得し⾝に付けた資質や能⼒の質的な⾯，すなわち，学習指導要領の⽬標に
基づく幅のある資質や能⼒の育成の実現状況の評価を⽬指すという意味から⽤いたもの
です。 

  

２２  平平成成 2299 年年改改訂訂をを踏踏ままええたた学学習習評評価価のの意意義義  

（（１１））学学習習評評価価のの充充実実  

平成 29 年改訂小・中学校学習指導要領総則においては，学習評価の充実について新

たに項目が置かれた。具体的には，学習評価の目的等について以下のように示し，単元

や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善を行うと同時に，評価の場面や方法を工夫して，学習の過程

や成果を評価することを示し，授業の改善と評価の改善を両輪として行っていくこと

の必要性を明示した。 
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・児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実

感できるようにすること。また，各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握す

る観点から，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方

法を工夫して，学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，

資質・能力の育成に生かすようにすること。 

・創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう，組織的かつ計画的な

取組を推進するとともに，学年や学校段階を越えて児童の学習の成果が円滑に接続

されるように工夫すること。 

 （小学校学習指導要領第１章総則 第３教育課程の実施と学習評価 ２学習評価の充実） 

 （中学校学習指導要領にも同旨） 

 

（（２２））カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトのの一一環環ととししててのの指指導導とと評評価価  

各学校における教育活動の多くは，学習指導要領等に従い児童生徒や地域の実態を

踏まえて編成された教育課程の下，指導計画に基づく授業（学習指導）として展開され

る。各学校では，児童生徒の学習状況を評価し，その結果を児童生徒の学習や教師によ

る指導の改善や学校全体としての教育課程の改善等に生かしており，学校全体として

組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図っている。このように，「学習指導」と「学

習評価」は学校の教育活動の根幹に当たり，教育課程に基づいて組織的かつ計画的に教

育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っている。 

 
（（３３））主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの視視点点かかららのの授授業業改改善善とと評評価価  

指導と評価の一体化を図るためには，児童生徒一人一人の学習の成立を促すための

評価という視点を一層重視し，教師が自らの指導のねらいに応じて授業での児童生徒

の学びを振り返り，学習や指導の改善に生かしていくことが大切である。すなわち，平

成 29 年改訂学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善を通して各教科等における資質・能力を確実に育成する上で，学習評価は重要

な役割を担っている。 

 

（（４４））学学習習評評価価のの改改善善のの基基本本的的なな方方向向性性  

   （１）～（３）で述べたとおり，学習指導要領改訂の趣旨を実現するためには，学習

評価の在り方が極めて重要であり,すなわち，学習評価を真に意味のあるものとし，指

導と評価の一体化を実現することがますます求められている。 

このため，報告では，以下のように学習評価の改善の基本的な方向性が示された。 

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

② 教師の指導改善につながるものにしていくこと 

③ これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性が認められないもの

は見直していくこと 
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３３  平平成成 2299 年年改改訂訂をを受受けけたた評評価価のの観観点点のの整整理理  

平成 29 年改訂学習指導要領においては，知・徳・体にわたる「生きる力」を児童生徒

に育むために「何のために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，授業の

創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため，全て

の教科等の目標及び内容を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向か

う力，人間性等」の育成を目指す資質・能力の三つの柱で再整理した（図１参照）。知・

徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことを目指すに当たっては，各教科等の指

導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実

を図ること，その際には，児童生徒の発達の段階や特性を踏まえ，資質・能力の三つの柱

の育成がバランスよく実現できるよう留意する必要がある。 

図図１１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価については，こうした教育目標や内容の再整理を踏まえて，小・

中・高等学校の各教科を通じて，４観点から３観点に整理された。（図２参照） 

  図図２２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［平成 20 年改訂］        ［平成 29 年改訂］ 
   

 
【参考】学校教育法第３０条第２項 

 

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させる 

とともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力 

その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用 

いなければならない。 

 

関関心心・・意意欲欲・・態態度度  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

技技能能  

知知識識・・理理解解  

知知識識・・技技能能  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

主主体体的的にに学学習習にに  

取取りり組組むむ態態度度  
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導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実
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［平成 20 年改訂］        ［平成 29 年改訂］ 
   

 
【参考】学校教育法第３０条第２項 

 

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させる 

とともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力 

その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用 

いなければならない。 

 

関関心心・・意意欲欲・・態態度度  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

技技能能  

知知識識・・理理解解  

知知識識・・技技能能  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

主主体体的的にに学学習習にに  

取取りり組組むむ態態度度  

 

４４  平平成成 2299 年年改改訂訂学学習習指指導導要要領領ににおおけけるる各各教教科科のの学学習習評評価価  

各教科の学習評価においては，平成 29 年改訂においても，学習状況を分析的に捉える

「観点別学習状況の評価」と，これらを総括的に捉える「評定」の両方について，学習指

導要領に定める目標に準拠した評価として実施するものとされた。改善等通知では，以下

のように示されている。 

【小学校児童指導要録】 

［各教科の学習の記録］ 

Ⅰ 観点別学習状況 

   学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し

記入する。その際， 

    「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ 

  のように区別して評価を記入する。 

 Ⅱ 評定（第３学年以上） 

   各教科の評定は，学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を， 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：２ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

  のように区別して評価を記入する。 

  評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」に

おいて掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う場合

において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の適切な

決定方法等については，各学校において定める。 

 

【中学校生徒指導要録】 

（学習指導要領に示す必修教科の取扱いは次のとおり） 

［各教科の学習の記録］ 

Ⅰ 観点別学習状況（小学校児童指導要録と同じ） 

   学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し

記入する。その際，  

    「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ 

  のように区別して評価を記入する。 

 Ⅱ 評定 

   各教科の評定は，学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を， 
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「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるもの：５ 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：４ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：２ 

    「一層努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

   のように区別して評価を記入する。 

評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」

において掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う

場合において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の

適切な決定方法等については，各学校において定める。 

 

また，観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒一人一人のよい点や可

能性，進歩の状況については，「個人内評価」として実施するものとされている。改善等

通知においては，「観点別学習状況の評価になじまず個人内評価の対象となるものについ

ては，児童生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよう，日々の教育活動等の中で

児童生徒に伝えることが重要であること。特に『学びに向かう力，人間性等』のうち『感

性や思いやり』など児童生徒一人一人のよい点や可能性，進歩の状況などを積極的に評価

し児童生徒に伝えることが重要であること。」と示されている。 

「３ 平成 29 年改訂を受けた評価の観点の整理」も踏まえて各教科における評価の基

本構造を図示化すると，以下のようになる。（図３参照） 

図図３３  

上記の，「各教科における評価の基本構造」を踏まえた３観点の評価それぞれについて
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場合において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の
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能性，進歩の状況については，「個人内評価」として実施するものとされている。改善等
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性や思いやり』など児童生徒一人一人のよい点や可能性，進歩の状況などを積極的に評価

し児童生徒に伝えることが重要であること。」と示されている。 

「３ 平成 29 年改訂を受けた評価の観点の整理」も踏まえて各教科における評価の基

本構造を図示化すると，以下のようになる。（図３参照） 

図図３３  

上記の，「各教科における評価の基本構造」を踏まえた３観点の評価それぞれについて

 

 

の考え方は，以下の（１）～（３）のとおりとなる。なお，この考え方は，外国語活動（小

学校），総合的な学習の時間，特別活動においても同様に考えることができる。 

 

（１）「知識・技能」の評価について 

「知識・技能」の評価は，各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習得

状況について評価を行うとともに，それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用

したりする中で，他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり，技

能を習得したりしているかについても評価するものである。 

  「知識・技能」におけるこのような考え方は，従前の「知識・理解」（各教科等にお

いて習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価），「技能」（各教科等にお

いて習得すべき技能を身に付けているかを評価）においても重視してきたものである。 

  具体的な評価の方法としては，ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う

問題と，知識の概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮するなどの工夫改善を図

るとともに，例えば，児童生徒が文章による説明をしたり，各教科等の内容の特質に応

じて，観察・実験したり，式やグラフで表現したりするなど，実際に知識や技能を用い

る場面を設けるなど，多様な方法を適切に取り入れていくことが考えられる。 

 

（２）「思考・判断・表現」の評価について 

   「思考・判断・表現」の評価は，各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する

等のために必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けているかを評価するものである。 

   「思考・判断・表現」におけるこのような考え方は，従前の「思考・判断・表現」の

観点においても重視してきたものである。「思考・判断・表現」を評価するためには，

教師は「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通じ，児童生徒が思考・

判断・表現する場面を効果的に設計した上で，指導・評価することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ペーパーテストのみならず，論述やレポートの作成，

発表，グループでの話合い，作品の制作や表現等の多様な活動を取り入れたり，それら

を集めたポートフォリオを活用したりするなど評価方法を工夫することが考えられる。 

 

（３）「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 

   答申において「学びに向かう力，人間性等」には，①「主体的に学習に取り組む態度」

として観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と，②観点別学習状況

の評価や評定にはなじまず，こうした評価では示しきれないことから個人内評価を通

じて見取る部分があることに留意する必要があるとされている。すなわち，②について

は観点別学習状況の評価の対象外とする必要がある。 

   「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては，単に継続的な行動や積極的な発

言を行うなど，性格や行動面の傾向を評価するということではなく，各教科等の「主体

的に学習に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らして，知識及び技能を習得したり，
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思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習

の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているか

どうかという意思的な側面を評価することが重要である。 

   従前の「関心・意欲・態度」の観点も，各教科等の学習内容に関心をもつことのみな

らず，よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するという考え

方に基づいたものであり，この点を「主体的に学習に取り組む態度」として改めて強調

するものである。 

   本観点に基づく評価は，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観

点の趣旨に照らして， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

という二つの側面を評価することが求められる2。（図４参照） 

 ここでの評価は，児童生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断

するものではなく，学習の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合に

は，教師が学習の進め方を適切に指導することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ノートやレポート等における記述，授業中の発言，教

師による行動観察や児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を，教師が評価を行

う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。 

図図４４  

 

  

 
2 これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々ではなく相互に関わり合いながら⽴
ち現れるものと考えられることから，実際の評価の場⾯においては，双⽅の側⾯を⼀体的
に⾒取ることも想定される。例えば，⾃らの学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組
み続ける姿や，粘り強さが全くない中で⾃らの学習を調整する姿は⼀般的ではない。 
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思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習

の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているか

どうかという意思的な側面を評価することが重要である。 

   従前の「関心・意欲・態度」の観点も，各教科等の学習内容に関心をもつことのみな

らず，よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するという考え

方に基づいたものであり，この点を「主体的に学習に取り組む態度」として改めて強調

するものである。 

   本観点に基づく評価は，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観

点の趣旨に照らして， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

という二つの側面を評価することが求められる2。（図４参照） 

 ここでの評価は，児童生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断

するものではなく，学習の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合に

は，教師が学習の進め方を適切に指導することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ノートやレポート等における記述，授業中の発言，教

師による行動観察や児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を，教師が評価を行

う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。 

図図４４  

 

  

 
2 これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々ではなく相互に関わり合いながら⽴
ち現れるものと考えられることから，実際の評価の場⾯においては，双⽅の側⾯を⼀体的
に⾒取ることも想定される。例えば，⾃らの学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組
み続ける姿や，粘り強さが全くない中で⾃らの学習を調整する姿は⼀般的ではない。 

 

 

   なお，学習指導要領の「２ 内容」に記載のない「主体的に学習に取り組む態度」

の評価については，後述する第２章１（２）を参照のこと3。 

 

 

５ 改善等通知における特別の教科 道徳，外国語活動（小学校），総合的な学習

間，特別活動の指導要録の記録 

  改善等通知においては，各教科の学習の記録とともに，以下の（１）～（４）の各教科

等の指導要録における学習の記録について以下のように示されている。 

  

（１）特別の教科 道徳について 

   小学校等については，改善等通知別紙１に，「道徳の評価については，28 文科初第 604

号「学習指導要領の一部改正に伴う小学校，中学校及び特別支援学校小学部・中学部に

おける児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」に基づき，学習活

動における児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を個人内評価として文章で端的

に記述する」こととされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

 

（２）外国語活動について（小学校） 

   改善等通知には，「外国語活動の記録については，評価の観点を記入した上で，それ

らの観点に照らして，児童の学習状況に顕著な事項がある場合にその特徴を記入する

等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述すること」とされている。

また，「評価の観点については，設置者は，小学校学習指導要領等に示す外国語活動の

目標を踏まえ，改善等通知別紙４を参考に設定する」こととされている。 

 

（３）総合的な学習の時間について 

   小学校等については，改善等通知別紙１に，「総合的な学習の時間の記録については，

この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した上で，それ

らの観点のうち，児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する

等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述すること」とされている。

また，「評価の観点については，各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて

別紙４を参考に定めること」とされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

 

 

 
3 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体育・
保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協力などを，育成する「態度」として学
習指導要領に位置付けており，各教科等の目標や内容に対応した学習評価が行われること
とされている。 

の時
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（（４４））特特別別活活動動ににつついいてて  

小学校等については，改善等通知別紙１に，「特別活動の記録については，各学校が

自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事ごとに，

評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を

記入する」とされている。また，「評価の観点については，学習指導要領等に示す特別

活動の目標を踏まえ，各学校において改善等通知別紙４を参考に定める。その際，特別

活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，例えば『主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度』などのように,より具体的に定めることも考えられる。記

入に当たっては，特別活動の学習が学校や学級における集団活動や生活を対象に行わ

れるという特質に留意する」とされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

なお，特別活動は学級担任以外の教師が指導する活動が多いことから，評価体制を確

立し，共通理解を図って，児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するととも

に，確実に資質・能力が育成されるよう指導の改善に生かすことが求められる。 

 

６６  障障害害ののああるる児児童童生生徒徒のの学学習習評評価価ににつついいてて  

  学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒の学習評価についても変わ

るものではない。 

  障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，個々の

児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じた指導内容や指導方法の工夫

を行い，その評価を適切に行うことが必要である。また，指導内容や指導方法の工夫につ

いては，学習指導要領の各教科の「指導計画の作成と内容の取扱い」の「指導計画作成上

の配慮事項」の「障害のある児童生徒への配慮についての事項」についての学習指導要領

解説も参考となる。 

 

 

７７  評評価価のの方方針針等等のの児児童童生生徒徒やや保保護護者者へへのの共共有有ににつついいてて    

  学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせ

るために，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設けること

が求められており，児童生徒に評価の結果をフィードバックする際にも，どのような方

針によって評価したのかを改めて児童生徒に共有することも重要である。 

  また，新学習指導要領下での学習評価の在り方や基本方針等について，様々な機会を

捉えて保護者と共通理解を図ることが非常に重要である。 
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（（４４））特特別別活活動動ににつついいてて  

小学校等については，改善等通知別紙１に，「特別活動の記録については，各学校が

自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事ごとに，

評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を

記入する」とされている。また，「評価の観点については，学習指導要領等に示す特別

活動の目標を踏まえ，各学校において改善等通知別紙４を参考に定める。その際，特別

活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，例えば『主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度』などのように,より具体的に定めることも考えられる。記

入に当たっては，特別活動の学習が学校や学級における集団活動や生活を対象に行わ

れるという特質に留意する」とされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

なお，特別活動は学級担任以外の教師が指導する活動が多いことから，評価体制を確

立し，共通理解を図って，児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するととも

に，確実に資質・能力が育成されるよう指導の改善に生かすことが求められる。 

 

６６  障障害害ののああるる児児童童生生徒徒のの学学習習評評価価ににつついいてて  

  学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒の学習評価についても変わ

るものではない。 

  障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，個々の

児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じた指導内容や指導方法の工夫

を行い，その評価を適切に行うことが必要である。また，指導内容や指導方法の工夫につ

いては，学習指導要領の各教科の「指導計画の作成と内容の取扱い」の「指導計画作成上

の配慮事項」の「障害のある児童生徒への配慮についての事項」についての学習指導要領

解説も参考となる。 

 

 

７７  評評価価のの方方針針等等のの児児童童生生徒徒やや保保護護者者へへのの共共有有ににつついいてて    

  学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせ

るために，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設けること

が求められており，児童生徒に評価の結果をフィードバックする際にも，どのような方

針によって評価したのかを改めて児童生徒に共有することも重要である。 

  また，新学習指導要領下での学習評価の在り方や基本方針等について，様々な機会を

捉えて保護者と共通理解を図ることが非常に重要である。 

 

  

 

第第２２章章  学学習習評評価価のの基基本本的的なな流流れれ  

１１  各各教教科科ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて 

（（１１））目目標標とと観観点点のの趣趣旨旨ととのの対対応応関関係係ににつついいてて  

   評価規準の作成に当たっては，各学校の実態に応じて目標に準拠した評価を行うた

めに，「評価の観点及びその趣旨4」が各教科等の目標を踏まえて作成されていること，

また同様に，「学年別（又は分野別）の評価の観点の趣旨5」が学年（又は分野）の目標

を踏まえて作成されていることを確認することが必要である。 

   なお，「主体的に学習に取り組む態度」の観点は，教科等及び学年（又は分野）の目

標の（3）に対応するものであるが，観点別学習状況の評価を通じて見取ることができ

る部分をその内容として整理し，示していることを確認することが必要である。（図５，

６参照） 

  

図図５５  

【【学学習習指指導導要要領領「「教教科科のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）6  

 

 

【【改改善善等等通通知知「「評評価価のの観観点点及及びびそそのの趣趣旨旨」」】】  

改改善善等等通通知知  別別紙紙４４  評評価価のの観観点点及及びびそそのの趣趣旨旨  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

 

 

 

 
4 各教科等の学習指導要領の⽬標の規定を踏まえ，観点別学習状況の評価の対象とするも
のについて整理したものが教科等の観点の趣旨である。 
5 各学年（⼜は分野）の学習指導要領の⽬標を踏まえ，観点別学習状況の評価の対象とす
るものについて整理したものが学年別（⼜は分野別）の観点の趣旨である。 
6 学びに向かう⼒，⼈間性等に関する⽬標には，個⼈内評価として実施するものも含まれ
ている。（P.8 図３参照）※学年（⼜は分野）の⽬標についても同様である。 
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図図６６  

【【学学習習指指導導要要領領「「学学年年（（又又はは分分野野））のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第２２  各各学学年年のの目目標標及及びび内内容容」」のの学学年年ごごととのの「「１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）  

 

 

【【改改善善等等通通知知  別別紙紙４４「「学学年年別別（（又又はは分分野野別別））のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨」」】】  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

  

（（２２））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」ととはは 

本参考資料では，評価規準の作成等について示す。具体的には，学習指導要領の規定

から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順を示している。ここでの「内

容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 

２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものである7。平

成 29 年改訂学習指導要領においては資質・能力の三つの柱に基づく構造化が行われた

ところであり，基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（分野）の

目標及び内容」の「２ 内容」において8，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・

 
7 各教科等の学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」１(1)に「単元（題
材）などの内容や時間のまとまり」という記載があるが，この「内容や時間のまとまり」と，
本参考資料における「内容のまとまり」は同義ではないことに注意が必要である。前者は，
主体的・対話的で深い学びを実現するため，主体的に学習に取り組めるよう学習の⾒通しを
⽴てたり学習したことを振り返ったりして⾃⾝の学びや変容を⾃覚できる場⾯をどこに設
定するか，対話によって⾃分の考えなどを広げたり深めたりする場⾯をどこに設定するか，
学びの深まりをつくりだすために，児童⽣徒が考える場⾯と教師が教える場⾯をどのよう
に組み⽴てるか，といった視点による授業改善は，１単位時間の授業ごとに考えるのではな
く，単元や題材などの⼀定程度のまとまりごとに検討されるべきであることが⽰されたも
のである。後者（本参考資料における「内容のまとまり」）については，本⽂に述べるとお
りである。 
8 ⼩学校家庭においては，「第２ 各学年の内容」，「１ 内容」，⼩学校外国語・外国語活
動，中学校外国語においては，「第２ 各⾔語の⽬標及び内容等」，「１ ⽬標」である。 
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図図６６  

【【学学習習指指導導要要領領「「学学年年（（又又はは分分野野））のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第２２  各各学学年年のの目目標標及及びび内内容容」」のの学学年年ごごととのの「「１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）  

 

 

【【改改善善等等通通知知  別別紙紙４４「「学学年年別別（（又又はは分分野野別別））のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨」」】】  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

  

（（２２））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」ととはは 

本参考資料では，評価規準の作成等について示す。具体的には，学習指導要領の規定

から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順を示している。ここでの「内

容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 

２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものである7。平

成 29 年改訂学習指導要領においては資質・能力の三つの柱に基づく構造化が行われた

ところであり，基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（分野）の

目標及び内容」の「２ 内容」において8，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・

 
7 各教科等の学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」１(1)に「単元（題
材）などの内容や時間のまとまり」という記載があるが，この「内容や時間のまとまり」と，
本参考資料における「内容のまとまり」は同義ではないことに注意が必要である。前者は，
主体的・対話的で深い学びを実現するため，主体的に学習に取り組めるよう学習の⾒通しを
⽴てたり学習したことを振り返ったりして⾃⾝の学びや変容を⾃覚できる場⾯をどこに設
定するか，対話によって⾃分の考えなどを広げたり深めたりする場⾯をどこに設定するか，
学びの深まりをつくりだすために，児童⽣徒が考える場⾯と教師が教える場⾯をどのよう
に組み⽴てるか，といった視点による授業改善は，１単位時間の授業ごとに考えるのではな
く，単元や題材などの⼀定程度のまとまりごとに検討されるべきであることが⽰されたも
のである。後者（本参考資料における「内容のまとまり」）については，本⽂に述べるとお
りである。 
8 ⼩学校家庭においては，「第２ 各学年の内容」，「１ 内容」，⼩学校外国語・外国語活
動，中学校外国語においては，「第２ 各⾔語の⽬標及び内容等」，「１ ⽬標」である。 

 

能力が示されている。このため，「２ 内容」の記載はそのまま学習指導の目標となりう

るものである9。学習指導要領の目標に照らして観点別学習状況の評価を行うに当たり，

児童生徒が資質・能力を身に付けた状況を表すために，「２ 内容」の記載事項の文末を

「～すること」から「～している」と変換したもの等を，本参考資料において「内容の

まとまりごとの評価規準」と呼ぶこととする10。 

ただし，「主体的に学習に取り組む態度」に関しては，特に，児童生徒の学習への継

続的な取組を通して現れる性質を有すること等から11，「２ 内容」に記載がない12。そ

のため，各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通

知別紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取

り組む態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要

がある。 

なお，各学校においては，「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえて，

学習評価を行う際の評価規準を作成する。 

 

（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順 

各教科における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基本的な手順は

以下のとおりである。 

 
9 「２ 内容」において⽰されている指導事項等を整理することで「内容のまとまり」を構
成している教科もある。この場合は，整理した資質・能⼒をもとに，構成された「内容のま
とまり」に基づいて学習指導の⽬標を設定することとなる。また，⽬標や評価規準の設定は,
教育課程を編成する主体である各学校が，学習指導要領に基づきつつ児童⽣徒や学校，地域
の実情に応じて⾏うことが必要である。 
10 ⼩学校家庭，中学校技術・家庭（家庭分野）については，学習指導要領の⽬標及び分野の
⽬標の（２）に思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成に係る学習過程が記載されているため，こ
れらを踏まえて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。 
11 各教科等の特性によって単元や題材など内容や時間のまとまりはさまざまであることか
ら，評価を⾏う際は，それぞれの実現状況が把握できる段階について検討が必要である。 
12 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体育・
保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協⼒などを，育成する「態度」として学
習指導要領に位置付けており，各教科等の⽬標や内容に対応した学習評価が⾏われること
とされている。 

 学習指導要領に示された教科及び学年（又は分野）の目標を踏まえて，「評価の観点

及びその趣旨」が作成されていることを理解した上で， 

① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。 
 

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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①，②については，第２編において詳述する。同様に，【観点ごとのポイント】につ

いても，第２編に各教科等において示している。 

（（４４））評評価価のの計計画画をを立立ててるるここととのの重重要要性性

学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現されたかについて，評価規準に

照らして観察し，毎時間の授業で適宜指導を行うことは，育成を目指す資質・能力を

児童生徒に育むためには不可欠である。その上で，評価規準に照らして，観点別学習

状況の評価をするための記録を取ることになる。そのためには，いつ，どのような方

法で，児童生徒について観点別学習状況を評価するための記録を取るのかについて，

評価の計画を立てることが引き続き大切である。 

 毎時間児童生徒全員について記録を取り，総括の資料とするために蓄積することは

現実的ではないことからも，児童生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選し，か

つ適切に評価するための評価の計画が一層重要になる。 

（（５５））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価にに係係るる記記録録のの総総括括

適切な評価の計画の下に得た，児童生徒の観点別学習状況の評価に係る記録の総括

の時期としては，単元（題材）末，学期末，学年末等の節目が考えられる。  

総括を行う際，観点別学習状況の評価に係る記録が，観点ごとに複数ある場合は，例

えば，次のような方法が考えられる。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣのの数数をを基基にに総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果のＡ，Ｂ，Ｃの数が多いものが，その観点の学習の実施状況

を最もよく表現しているとする考え方に立つ総括の方法である。例えば，３回評価を

行った結果が「ＡＢＢ」ならばＢと総括することが考えられる。なお，「ＡＡＢＢ」

の総括結果をＡとするかＢとするかなど，同数の場合や三つの記号が混在する場合

の総括の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣをを数数値値にに置置きき換換ええてて総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果Ａ，Ｂ，Ｃを，例えばＡ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１のように数値

によって表し，合計したり平均したりする総括の方法である。例えば，総括の結果を

Ｂとする範囲を［2.5≧平均値≧1.5］とすると，「ＡＢＢ」の平均値は，約 2.3［（３

＋２＋２）÷３］で総括の結果はＢとなる。 

なお，評価の各節目のうち特定の時点に重きを置いて評価を行う場合など，この例の

ような平均値による方法以外についても様々な総括の方法が考えられる。 

（（６６））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価のの評評定定へへのの総総括括

評定は，各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すものである。評定は，

児童生徒がどの教科の学習に望ましい学習状況が認められ，どの教科の学習に課題が
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①，②については，第２編において詳述する。同様に，【観点ごとのポイント】につ

いても，第２編に各教科等において示している。 

（（４４））評評価価のの計計画画をを立立ててるるここととのの重重要要性性

学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現されたかについて，評価規準に

照らして観察し，毎時間の授業で適宜指導を行うことは，育成を目指す資質・能力を

児童生徒に育むためには不可欠である。その上で，評価規準に照らして，観点別学習

状況の評価をするための記録を取ることになる。そのためには，いつ，どのような方

法で，児童生徒について観点別学習状況を評価するための記録を取るのかについて，

評価の計画を立てることが引き続き大切である。 

 毎時間児童生徒全員について記録を取り，総括の資料とするために蓄積することは

現実的ではないことからも，児童生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選し，か

つ適切に評価するための評価の計画が一層重要になる。 

（（５５））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価にに係係るる記記録録のの総総括括

適切な評価の計画の下に得た，児童生徒の観点別学習状況の評価に係る記録の総括

の時期としては，単元（題材）末，学期末，学年末等の節目が考えられる。  

総括を行う際，観点別学習状況の評価に係る記録が，観点ごとに複数ある場合は，例

えば，次のような方法が考えられる。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣのの数数をを基基にに総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果のＡ，Ｂ，Ｃの数が多いものが，その観点の学習の実施状況

を最もよく表現しているとする考え方に立つ総括の方法である。例えば，３回評価を

行った結果が「ＡＢＢ」ならばＢと総括することが考えられる。なお，「ＡＡＢＢ」

の総括結果をＡとするかＢとするかなど，同数の場合や三つの記号が混在する場合

の総括の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣをを数数値値にに置置きき換換ええてて総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果Ａ，Ｂ，Ｃを，例えばＡ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１のように数値

によって表し，合計したり平均したりする総括の方法である。例えば，総括の結果を

Ｂとする範囲を［2.5≧平均値≧1.5］とすると，「ＡＢＢ」の平均値は，約 2.3［（３

＋２＋２）÷３］で総括の結果はＢとなる。 

なお，評価の各節目のうち特定の時点に重きを置いて評価を行う場合など，この例の

ような平均値による方法以外についても様々な総括の方法が考えられる。 

（（６６））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価のの評評定定へへのの総総括括

評定は，各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すものである。評定は，

児童生徒がどの教科の学習に望ましい学習状況が認められ，どの教科の学習に課題が

 

認められるのかを明らかにすることにより，教育課程全体を見渡した学習状況の把握

と指導や学習の改善に生かすことを可能とするものである。 

評定への総括は，学期末や学年末などに行われることが多い。学年末に評定へ総括す

る場合には，学期末に総括した評定の結果を基にする場合と，学年末に観点ごとに総括

した結果を基にする場合が考えられる。 

観点別学習状況の評価の評定への総括は，各観点の評価結果をＡ，Ｂ，Ｃの組合せ，

又は，Ａ，Ｂ，Ｃを数値で表したものに基づいて総括し，その結果を小学校では３段階，

中学校では５段階で表す。 

Ａ，Ｂ，Ｃの組合せから評定に総括する場合，各観点とも同じ評価がそろう場合は，

小学校については，「ＢＢＢ」であれば２を基本としつつ，「ＡＡＡ」であれば３，「Ｃ

ＣＣ」であれば１とするのが適当であると考えられる。中学校については，「ＢＢＢ」

であれば３を基本としつつ，「ＡＡＡ」であれば５又は４，「ＣＣＣ」であれば２又は１

とするのが適当であると考えられる。それ以外の場合は，各観点のＡ，Ｂ，Ｃの数の組

合せから適切に評定することができるようあらかじめ各学校において決めておく必要

がある。 

なお，観点別学習状況の評価結果は，「十分満足できる」状況と判断されるものをＡ，

「おおむね満足できる」状況と判断されるものをＢ，「努力を要する」状況と判断され

るものをＣのように表されるが，そこで表された学習の実現状況には幅があるため，機

械的に評定を算出することは適当ではない場合も予想される。  

また，評定は，小学校については，小学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照ら

して，その実現状況を「十分満足できる」状況と判断されるものを３，「おおむね満足

できる」状況と判断されるものを２，「努力を要する」状況と判断されるものを１，中

学校については，中学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らして，その実現状況

を「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるものを５，「十分

満足できる」状況と判断されるものを４，「おおむね満足できる」状況と判断されるも

のを３，「努力を要する」状況と判断されるものを２，「一層努力を要する」状況と判断

されるものを１という数値で表される。しかし，この数値を児童生徒の学習状況につい

て三つ（小学校）又は五つ（中学校）に分類したものとして捉えるのではなく，常にこ

の結果の背景にある児童生徒の具体的な学習の実現状況を思い描き，適切に捉えるこ

とが大切である。評定への総括に当たっては，このようなことも十分に検討する必要が

ある13。 

なお，各学校では観点別学習状況の評価の観点ごとの総括及び評定への総括の考え

 
13 改善等通知では，「評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，『観点別
学習状況』において掲げられた観点は，分析的な評価を⾏うものとして，各教科の評定を
⾏う場合において基本的な要素となるものであることに⼗分留意する。その際，評定の適
切な決定⽅法等については，各学校において定める。」と⽰されている。（P.７，８参照） 
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方や方法について，教師間で共通理解を図り，児童生徒及び保護者に十分説明し理解を

得ることが大切である。 

   

  

２２  総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて  

（（１１））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「評評価価のの観観点点」」ににつついいてて  

平成 29 年改訂学習指導要領では，各教科等の目標や内容を「知識及び技能」，「思考

力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱で再整

理しているが，このことは総合的な学習の時間においても同様である。 

総合的な学習の時間においては，学習指導要領が定める目標を踏まえて各学校が目

標や内容を設定するという総合的な学習の時間の特質から，各学校が観点を設定する

という枠組みが維持されている。一方で，各学校が目標や内容を定める際には，学習指

導要領において示された以下について考慮する必要がある。 

【各学校において定める目標】 

・ 各学校において定める目標については，各学校における教育目標を踏まえ，総合

的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。  （第２の３⑴） 

総合的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すとは，各学校における教

育目標を踏まえて，各学校において定める目標の中に，この時間を通して育成を目指す

資質・能力を，三つの柱に即して具体的に示すということである。 

【各学校において定める内容】 

・ 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については，次の事

項に配慮すること。 

ア 知識及び技能については，他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及

び技能が相互に関連付けられ，社会の中で生きて働くものとして形成されるよう

にすること。 

イ 思考力，判断力，表現力等については，課題の設定，情報の収集，整理・分析，

まとめ・表現などの探究的な学習の過程において発揮され，未知の状況において

活用できるものとして身に付けられるようにすること。 

ウ 学びに向かう力，人間性等については，自分自身に関すること及び他者や社会

との関わりに関することの両方の視点を踏まえること。    （第２の３⑹） 

各学校において定める内容について，今回の改訂では新たに，「目標を実現するにふ

さわしい探究課題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二

つを定めることが示された。「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能

力」とは，各学校において定める目標に記された資質・能力を，各探究課題に即して具

体的に示したものであり，教師の適切な指導の下，児童生徒が各探究課題の解決に取り

組む中で，育成することを目指す資質・能力のことである。この具体的な資質・能力も，

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」という
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方や方法について，教師間で共通理解を図り，児童生徒及び保護者に十分説明し理解を

得ることが大切である。 

   

  

２２  総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて  

（（１１））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「評評価価のの観観点点」」ににつついいてて  

平成 29 年改訂学習指導要領では，各教科等の目標や内容を「知識及び技能」，「思考

力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱で再整

理しているが，このことは総合的な学習の時間においても同様である。 

総合的な学習の時間においては，学習指導要領が定める目標を踏まえて各学校が目

標や内容を設定するという総合的な学習の時間の特質から，各学校が観点を設定する

という枠組みが維持されている。一方で，各学校が目標や内容を定める際には，学習指

導要領において示された以下について考慮する必要がある。 

【各学校において定める目標】 

・ 各学校において定める目標については，各学校における教育目標を踏まえ，総合

的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。  （第２の３⑴） 

総合的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すとは，各学校における教

育目標を踏まえて，各学校において定める目標の中に，この時間を通して育成を目指す

資質・能力を，三つの柱に即して具体的に示すということである。 

【各学校において定める内容】 

・ 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については，次の事

項に配慮すること。 

ア 知識及び技能については，他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及

び技能が相互に関連付けられ，社会の中で生きて働くものとして形成されるよう

にすること。 

イ 思考力，判断力，表現力等については，課題の設定，情報の収集，整理・分析，

まとめ・表現などの探究的な学習の過程において発揮され，未知の状況において

活用できるものとして身に付けられるようにすること。 

ウ 学びに向かう力，人間性等については，自分自身に関すること及び他者や社会

との関わりに関することの両方の視点を踏まえること。    （第２の３⑹） 

各学校において定める内容について，今回の改訂では新たに，「目標を実現するにふ

さわしい探究課題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二

つを定めることが示された。「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能

力」とは，各学校において定める目標に記された資質・能力を，各探究課題に即して具

体的に示したものであり，教師の適切な指導の下，児童生徒が各探究課題の解決に取り

組む中で，育成することを目指す資質・能力のことである。この具体的な資質・能力も，

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」という

 

資質・能力の三つの柱に即して設定していくことになる。 

このように，各学校において定める目標と内容には，三つの柱に沿った資質・能力が

明示されることになる。 

したがって，資質・能力の三つの柱で再整理した新学習指導要領の下での指導と評価

の一体化を推進するためにも，評価の観点についてこれらの資質・能力に関わる「知識・

技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理し示した

ところである。 

 

（（２２））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「内内容容ののままととままりり」」のの考考ええ方方  

学習指導要領の第２の２では，「各学校においては，第１の目標を踏まえ，各学校の

総合的な学習の時間の内容を定める。」とされており，各教科のようにどの学年で何を

指導するのかという内容を明示していない。これは，各学校が，学習指導要領が定める

目標の趣旨を踏まえて，地域や学校，児童生徒の実態に応じて，創意工夫を生かした内

容を定めることが期待されているからである。 

この内容の設定に際しては，前述したように「目標を実現するにふさわしい探究課

題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二つを定めること

が示され，探究課題としてどのような対象と関わり，その探究課題の解決を通して，ど

のような資質・能力を育成するのかが内容として記述されることになる。（図７参照） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本参考資料第１編第２章の１（２）では，「内容のまとまり」について，「学習指導要

領に示す各教科等の『第２ 各学年の目標及び内容 ２ 内容』の項目等をそのまとま

りごとに細分化したり整理したりしたもので，『内容のまとまり』ごとに育成を目指す

資質・能力が示されている」と説明されている。 

したがって，総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，全体計画に示し

た「目標を実現するにふさわしい探究課題」のうち，一つ一つの探究課題とその探究課

題に応じて定めた具体的な資質・能力と考えることができる。 

図図７７  

各学校において定める内内容容 

探究課題の解決を通して育成を目指す 

具具体体的的なな資資質質・・能能力力 

目標を実現するにふさわしい 

探探究究課課題題 

現現代代的的なな諸諸課課題題にに対対応応すするる  

横横断断的的・・総総合合的的なな課課題題  
（国際理解,情報,環境,福祉・健康など） 

 

 

 

他教科等及び総合的

な学習の時間で習得

する知識及び技能が

相互に関連付けら

れ,社会の中で生き

て働くものとして形

成されるようにする 

 

自分自身に関するこ

と及び他者や社会と

の関わりに関するこ

との両方の視点を踏

まえる 

 

 

探究的な学習の過程

において発揮され,

未知の状況において

活用できるものとし

て身に付けられるよ

うにする 

地地域域やや学学校校のの特特色色にに応応じじたた課課題題  
（地域の人々の暮らし,伝統と文化など） 

    児児童童生生徒徒のの興興味味・・関関心心にに基基づづくく課課題題  

  例例  

知識及び技能 
思考力,判断

力,表現力等 

学びに向かう

力，人間性等 
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（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

   総合的な学習の時間における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基

本的な手順は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  

  

３３  特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついい

てて  

（（１１））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨ににつついいてて  

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の

創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」

ものとしている。本参考資料では「評価の観点」とその趣旨の設定について示している。  

  

（（２２））特特別別活活動動のの「「内内容容ののままととままりり」」  

      小学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔児童会活動〕，〔クラブ活動〕，〔学校行

事〕（１）儀式的行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）遠足・集 

団宿泊的行事，（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

   中学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔生徒会活動〕，〔学校行事〕（１）儀式的

行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）旅行・集団宿泊的行事，

（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

  

（（３３））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを

作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

各学校においては，学習指導要領に示された特別活動の目標及び内容を踏まえ，自校

の実態に即し，改善等通知の例示を参考に観点を作成する。その際，例えば，特別活動

の特質や学校として重点化した内容を踏まえて，具体的な観点を設定することが考え

られる。 

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成

した「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとに

どのように整理されているかを確認する。 

③【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

   総合的な学習の時間における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基

本的な手順は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  

  

３３  特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついい

てて  

（（１１））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨ににつついいてて  

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の

創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」

ものとしている。本参考資料では「評価の観点」とその趣旨の設定について示している。  

  

（（２２））特特別別活活動動のの「「内内容容ののままととままりり」」  

      小学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔児童会活動〕，〔クラブ活動〕，〔学校行

事〕（１）儀式的行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）遠足・集 

団宿泊的行事，（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

   中学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔生徒会活動〕，〔学校行事〕（１）儀式的

行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）旅行・集団宿泊的行事，

（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

  

（（３３））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを

作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

各学校においては，学習指導要領に示された特別活動の目標及び内容を踏まえ，自校

の実態に即し，改善等通知の例示を参考に観点を作成する。その際，例えば，特別活動

の特質や学校として重点化した内容を踏まえて，具体的な観点を設定することが考え

られる。 

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成

した「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとに

どのように整理されているかを確認する。 

③【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

 

また，学習指導要領解説では，各活動・学校行事の内容ごとに育成を目指す資質・能

力が例示されている。そこで，学習指導要領で示された「各活動・学校行事の目標」及

び学習指導要領解説で例示された「資質・能力」を確認し，各学校の実態に合わせて育

成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 

次に，各学校で設定した，各活動・学校行事で育成を目指す資質・能力を踏まえて，

「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。その際，小学校の学級活動においては，

学習指導要領で示した「各学年段階における配慮事項」や，学習指導要領解説に示した

「発達の段階に即した指導のめやす」を踏まえて，低・中・高学年ごとに評価規準を作

成することが考えられる。基本的な手順は以下のとおりである。 

 

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。 
 

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ，改善等通知の例示を参

考に，特別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定する。  
 

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説特別活動編（平

成 29 年７月）で例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資質・能力」を

参考に，各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 
 

④ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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（参考）平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」からの

変更点について 

 

今回作成した本参考資料は，平成 23 年の「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善の

ための参考資料」を踏襲するものであるが，以下のような変更点があることに留意が必要

である14。 

まず，平成 23 年の参考資料において使用していた「評価規準に盛り込むべき事項」や

「評価規準の設定例」については，報告において「現行の参考資料のように評価規準を詳

細に示すのではなく，各教科等の特質に応じて，学習指導要領の規定から評価規準を作成

する際の手順を示すことを基本とする」との指摘を受け，第２編において示すことを改

め，本参考資料の第３編における事例の中で，各教科等の事例に沿った評価規準を例示し

たり，その作成手順等を紹介したりする形に改めている。 

次に，本参考資料の第２編に示す「内容のまとまりごとの評価規準」は，平成 23 年の

「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」において示した「評価規準

に盛り込むべき事項」と作成の手順を異にする。具体的には，「評価規準に盛り込むべき

事項」は，平成 20 年改訂学習指導要領における各教科等の目標，各学年（又は分野）の

目標及び内容の記述を基に，学習評価及び指導要録の改善通知で示している各教科等の

評価の観点及びその趣旨，学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨を踏まえて作成したも

のである。 

また，平成 23 年の参考資料では「評価規準に盛り込むべき事項」をより具体化したも

のを「評価規準の設定例」として示している。「評価規準の設定例」は，原則として，学

習指導要領の各教科等の目標，学年（又は分野）別の目標及び内容のほかに，当該部分の

学習指導要領解説（文部科学省刊行）の記述を基に作成していた。他方，本参考資料にお

ける「内容のまとまりごとの評価規準」については，平成 29 年改訂の学習指導要領の目

標及び内容が育成を目指す資質・能力に関わる記述で整理されたことから，既に確認のと

おり，そこでの「内容のまとまり」ごとの記述を，文末を変換するなどにより評価規準と

することを可能としており，学習指導要領の記載と表裏一体をなす関係にあると言える。 

さらに，「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」

についてである。前述のとおり，従前の「関心・意欲・態度」の観点から「主体的に学習

に取り組む態度」の観点に改められており，「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関

しては各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知別

紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む

態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。

 
14 特別活動については，これまでも三つの観点に基づいて児童生徒の資質・能力の育成を
目指し，指導に生かしてきたところであり，上記の変更点に該当するものではないことに
留意が必要である。 
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（参考）平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」からの

変更点について 

 

今回作成した本参考資料は，平成 23 年の「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善の

ための参考資料」を踏襲するものであるが，以下のような変更点があることに留意が必要

である14。 

まず，平成 23 年の参考資料において使用していた「評価規準に盛り込むべき事項」や

「評価規準の設定例」については，報告において「現行の参考資料のように評価規準を詳

細に示すのではなく，各教科等の特質に応じて，学習指導要領の規定から評価規準を作成

する際の手順を示すことを基本とする」との指摘を受け，第２編において示すことを改

め，本参考資料の第３編における事例の中で，各教科等の事例に沿った評価規準を例示し

たり，その作成手順等を紹介したりする形に改めている。 

次に，本参考資料の第２編に示す「内容のまとまりごとの評価規準」は，平成 23 年の

「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」において示した「評価規準

に盛り込むべき事項」と作成の手順を異にする。具体的には，「評価規準に盛り込むべき

事項」は，平成 20 年改訂学習指導要領における各教科等の目標，各学年（又は分野）の

目標及び内容の記述を基に，学習評価及び指導要録の改善通知で示している各教科等の

評価の観点及びその趣旨，学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨を踏まえて作成したも

のである。 

また，平成 23 年の参考資料では「評価規準に盛り込むべき事項」をより具体化したも

のを「評価規準の設定例」として示している。「評価規準の設定例」は，原則として，学

習指導要領の各教科等の目標，学年（又は分野）別の目標及び内容のほかに，当該部分の

学習指導要領解説（文部科学省刊行）の記述を基に作成していた。他方，本参考資料にお

ける「内容のまとまりごとの評価規準」については，平成 29 年改訂の学習指導要領の目

標及び内容が育成を目指す資質・能力に関わる記述で整理されたことから，既に確認のと

おり，そこでの「内容のまとまり」ごとの記述を，文末を変換するなどにより評価規準と

することを可能としており，学習指導要領の記載と表裏一体をなす関係にあると言える。 

さらに，「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」

についてである。前述のとおり，従前の「関心・意欲・態度」の観点から「主体的に学習

に取り組む態度」の観点に改められており，「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関

しては各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知別

紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む

態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。

 
14 特別活動については，これまでも三つの観点に基づいて児童生徒の資質・能力の育成を
目指し，指導に生かしてきたところであり，上記の変更点に該当するものではないことに
留意が必要である。 

 

報告にあるとおり，「主体的に学習に取り組む態度」は，現行の「関心・意欲・態度」の

観点の本来の趣旨であった，各教科等の学習内容に関心をもつことのみならず，よりよく

学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価することを改めて強調するもので

ある。また，本観点に基づく評価としては，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教

科等の評価の観点の趣旨に照らし， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすること

に向けた粘り強い取組を行おうとする側面と， 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面， 

という二つの側面を評価することが求められるとされた15。 

以上の点から，今回の改善等通知で示した「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科

等・各学年等の評価の観点の趣旨」は，平成 22 年通知で示した「関心・意欲・態度」の

「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」から改められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
15 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体
育・保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協力などを，育成する「態度」と
して学習指導要領に位置付けており，各教科等の目標や内容に対応した学習評価が行われ
ることとされている。 
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「内容のまとまりごとの評価規準」 

を作成する際の手順 
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小小学学校校総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる評評価価をを行行ううにに当当たたっってて  

 

基本的な考え方 

報告において，「よりよい学校教育がよりよい社会をつくる」という理念を共有し，学校と社会と

の連携・協働を求める「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて，変化の激しいこれからの社会を

生きる子供たちに必要な資質・能力を整理した上で，その育成に向けた教育内容，学習・指導の改善，

児童生徒の発達を踏まえた指導，学習評価の在り方など，学習指導要領等の改善に向けた基本的な考

え方が示された。また，新しい学習指導要領等の下での各学校における教育課程の編成，実施，評価，

改善の一連の取組が，授業改善を含めた学校の教育活動の質の向上につながるものとして組織的，計

画的に展開されるよう，各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立を求めている。 

この報告を受け，改善等通知では，「この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観

点を記入した上で，それらの観点のうち，児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を

記入する等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述する。」としている。また，評

価の観点については，「小学校学習指導要領等に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえ，各学校に

おいて具体的に定めた目標，内容に基づいて別紙４を参考に定める。」とし，「評価の観点及びその趣

旨」として以下の表を示した。 

 

＜小学校 総合的な学習の時間の記録＞ 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 

 

旨 

探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

や技能を身に付け，課題に関

わる概念を形成し，探究的な

学習のよさを理解している。 

実社会や実生活の中から問い

を見いだし，自分で課題を立

て，情報を集め，整理・分析し

て，まとめ・表現している。 

探究的な学習に主体的・協働

的に取り組もうとしていると

ともに，互いのよさを生かし

ながら，積極的に社会に参画

しようとしている。 

 

従前の評価の観点の例示とその考え方 

これまで総合的な学習の時間の評価の観点については，総合的な学習の時間の目標を踏まえ，各学

校において具体的に定めた目標，内容に基づいて定めることとされ，次のような例示を参考にするな

どして設定されてきた。 

【総合的な学習の時間の目標（第 1の目標）を踏まえた評価の観点の例】 

第１ 目標 

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，

主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考

え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自

己の生き方を考えることができるようにする。 
 

観点例 
よりよく問題を解

決する資質や能力 
学び方やものの考

え方 
主体的，創造的，協同

的に取り組む態度 
自己の生き方 

  



 

 
 

 

 

  

 

 
 

小小学学校校総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる評評価価をを行行ううにに当当たたっってて  

 

基本的な考え方 

報告において，「よりよい学校教育がよりよい社会をつくる」という理念を共有し，学校と社会と

の連携・協働を求める「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて，変化の激しいこれからの社会を

生きる子供たちに必要な資質・能力を整理した上で，その育成に向けた教育内容，学習・指導の改善，

児童生徒の発達を踏まえた指導，学習評価の在り方など，学習指導要領等の改善に向けた基本的な考

え方が示された。また，新しい学習指導要領等の下での各学校における教育課程の編成，実施，評価，

改善の一連の取組が，授業改善を含めた学校の教育活動の質の向上につながるものとして組織的，計

画的に展開されるよう，各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立を求めている。 

この報告を受け，改善等通知では，「この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観

点を記入した上で，それらの観点のうち，児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を

記入する等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述する。」としている。また，評

価の観点については，「小学校学習指導要領等に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえ，各学校に

おいて具体的に定めた目標，内容に基づいて別紙４を参考に定める。」とし，「評価の観点及びその趣

旨」として以下の表を示した。 

 

＜小学校 総合的な学習の時間の記録＞ 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 

 

旨 

探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

や技能を身に付け，課題に関

わる概念を形成し，探究的な

学習のよさを理解している。 

実社会や実生活の中から問い

を見いだし，自分で課題を立

て，情報を集め，整理・分析し

て，まとめ・表現している。 

探究的な学習に主体的・協働

的に取り組もうとしていると

ともに，互いのよさを生かし

ながら，積極的に社会に参画

しようとしている。 

 

従前の評価の観点の例示とその考え方 

これまで総合的な学習の時間の評価の観点については，総合的な学習の時間の目標を踏まえ，各学

校において具体的に定めた目標，内容に基づいて定めることとされ，次のような例示を参考にするな

どして設定されてきた。 

【総合的な学習の時間の目標（第 1の目標）を踏まえた評価の観点の例】 

第１ 目標 

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，

主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考

え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自

己の生き方を考えることができるようにする。 
 

観点例 
よりよく問題を解

決する資質や能力 
学び方やものの考

え方 
主体的，創造的，協同

的に取り組む態度 
自己の生き方 
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１ 総合的な学習の時間における「内容のまとまり」 

 

学習指導要領には，各教科等のようにどの学年で何を指導するのかという内容を明示していな

いため，各学校においては，学習指導要領が定める目標を踏まえ，各学校の総合的な学習の時間の

内容を定めることになる。これは，各学校が，学習指導要領が定める目標の趣旨を踏まえて定めた

目標の下で，地域や学校，児童の実態に応じて，創意工夫を生かした内容を定めることが期待され

ているからである。 

今回の改訂において，総合的な学習の時間については，内容の設定に際し，「目標を実現するに

ふさわしい探究課題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二つを定

めることが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学校学習指導要領解説 Ｐ18） 

 

【目標を実現するにふさわしい探究課題（例）】 

目標を実現するにふさわしい探究課題とは，目

標の実現に向けて学校として設定した，児童が探

究的な学習に取り組む課題であり，従来「学習対

象」として説明されてきたものに相当する。つま

り，探究課題とは，探究的に関わりを深める人・

もの・ことを示したものである。 

具体的には，例えば「身近な自然環境とそこに

起きている環境問題」，「地域の伝統や文化とその

継承に力を注ぐ人々」，「実社会で働く人々の姿と

自己の将来」などが考えられる。 

 

 

 

 

 （小学校学習指導要領解説 Ｐ77）  

 

 
 

 
【学習指導要領に示された視点（第３の１⑷）を踏まえた評価の観点の例】 

第３の１⑷ 

育てようとする資質や能力及び態度については，例えば，学習方法に関すること，自分自身に

関すること，他者や社会とのかかわりに関することなどの視点を踏まえること。 

 

観点例 
課題設定の力 

（学習方法） 

情報収集の力 

（学習方法） 

将来設計の力 

（自分自身） 

社会参画の力 

（他者や社会との関わり） 
 

 
【各教科の観点との関連を明確にした評価の観点の例】 

 

観点例 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 

 
 
今回改訂における評価の観点の考え方 

今回の学習指導要領改訂では，各教科等の目標や内容を「知識及び技能」「思考力，判断力，表現

力等」「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱で再整理しているが，このことは総合

的な学習の時間においても同様である。それは，小学校学習指導要領第５章第２の３の(6) におい

て，探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については， 

ア 知識及び技能については，他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及び技能が相互

に関連付けられ，社会の中で生きて働くものとして形成されるようにすること。 

イ 思考力，判断力，表現力等については，課題の設定，情報の収集，整理・分析，まとめ・表現

などの探究的な学習の過程において発揮され，未知の状況において活用できるものとして身に

付けられるようにすること。 

ウ 学びに向かう力，人間性等については，自分自身に関すること及び他者や社会との関わりに関

することの両方の視点を踏まえること。 

に配慮するとされたことからも明らかである。 

総合的な学習の時間においては，学習指導要領が定める目標を踏まえて各学校が目標や内容を設

定するという総合的な学習の時間の特質から，各学校が観点を設定するという枠組みが維持されて

いるが，資質・能力の三つの柱で再整理した新学習指導要領の下での指導と評価の一体化を推進する

ためにも，評価の観点についてこれらの資質・能力に関わる「知識・技能」，「思考・判断・表現」，

「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理し示したところである。 

なお，指導要録については，これまでどおり，実施した「学習活動」，「評価の観点」，「評価」の三

つの欄で構成し，その児童のよさや成長の様子など顕著な事項を文章で記述することが考えられる。 
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１ 総合的な学習の時間における「内容のまとまり」 

 

学習指導要領には，各教科等のようにどの学年で何を指導するのかという内容を明示していな

いため，各学校においては，学習指導要領が定める目標を踏まえ，各学校の総合的な学習の時間の

内容を定めることになる。これは，各学校が，学習指導要領が定める目標の趣旨を踏まえて定めた

目標の下で，地域や学校，児童の実態に応じて，創意工夫を生かした内容を定めることが期待され

ているからである。 

今回の改訂において，総合的な学習の時間については，内容の設定に際し，「目標を実現するに

ふさわしい探究課題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二つを定

めることが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学校学習指導要領解説 Ｐ18） 

 

【目標を実現するにふさわしい探究課題（例）】 

目標を実現するにふさわしい探究課題とは，目

標の実現に向けて学校として設定した，児童が探

究的な学習に取り組む課題であり，従来「学習対

象」として説明されてきたものに相当する。つま

り，探究課題とは，探究的に関わりを深める人・

もの・ことを示したものである。 

具体的には，例えば「身近な自然環境とそこに

起きている環境問題」，「地域の伝統や文化とその

継承に力を注ぐ人々」，「実社会で働く人々の姿と

自己の将来」などが考えられる。 

 

 

 

 

 （小学校学習指導要領解説 Ｐ77）  
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科等の「第２ 各学年の目標及び内容 ２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理

したりしたもので，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・能力が示されている，と説明され

ている。 

したがって，総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，一つ一つの探究課題とその探

究課題に応じて定めた具体的な資質・能力と考えることができる。 

 

 

２ 小学校総合的な学習の時間における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本

的な手順 

「内容のまとまりごとの評価規準」は，第１編に示した基本的な手順を踏まえ，各教科等の特質

に応じた形で作成する。各教科等の特質に応じた「内容のまとまりごとの評価規準」作成の具体的

な手順については，次ページ以降に記載している。 

 

 

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

 

③ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

  

  

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成した「探

究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとにどのように整理

されているかを確認する。 

 

 
 

【探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力】 

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力とは，各学校において定める目標に記さ

れた資質・能力を各探究課題に即して具体的に示したものであり，教師の適切な指導の下，児童が各

探究課題の解決に取り組む中で，育成することを目指す資質・能力のことである。資質・能力の三つ

の柱に沿って明らかにしていくことが求められる。 

(1) 知識及び技能 

探究的な学習の過程において，それぞれの課題についての事実的知識や技能が獲得される。この

「知識及び技能」は，各学校が設定する内容に応じて異なることが考えられる。一方，事実的知識

は探究の過程が繰り返され，連続していく中で，何度も活用され発揮されていくことで，構造化さ

れ生きて働く概念的な知識へと高まっていく。また，技能についても，何度も活用され発揮されて

いくことで，自在に活用可能な技能として身に付いていく。 

総合的な学習の時間では，各教科等の枠を超えて，知識や技能の統合がなされていくことにより，

より一般化された概念的なものを学ぶことができる。 

(2) 思考力，判断力，表現力等 

「思考力，判断力，表現力等」の育成については，課題の解決に向けて行われる横断的・総合的

な学習や探究的な学習において，①課題の設定，②情報の収集，③整理・分析，④まとめ・表現の

探究的な学習の過程が繰り返され，連続することによって実現される。この過程では，「探究的な

見方・考え方」を働かせながら，それぞれの過程で期待される資質・能力が育成される。 

この資質・能力については，これまで各学校で設定する「育てようとする資質や能力及び態度」

の視点として「学習方法に関すること」としていたことに対応している。 

(3) 学びに向かう力，人間性等 

 「学びに向かう力，人間性等」は，自分自身に関すること及び他者や社会との関わりに関するこ

との両方の視点を踏まえることと示されている。自分自身に関することとしては，主体性や自己理

解，社会参画などに関わる心情や態度，他者や社会との関わりに関することとしては，協働性，他

者理解，社会貢献などに関わる心情や態度が考えられる。 

 一方，自分自身に関することと他者や社会との関わりに関することとは截然と区別されるもの

ではなく，例えば，社会に参画することや社会への貢献のように，それぞれは，積極的に社会参画

をしていこうという態度を育むという意味においては他者や社会との関わりに関することである

が，探究的な活動を通して学んだことと自己理解とを結び付けながら自分の将来について夢や希

望をもとうとすることは，自分自身に関することとも深く関わることであると考えることもでき

る。 

 

以上のように，総合的な学習の時間の「内容のまとまり」は，目標を実現するにふさわしい探究課

題と，探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力の二つによって構成される。両者の

関係については，目標の実現に向けて，児童が「何について学ぶか」を表したものが探究課題であり，

各探究課題との関わりを通して，具体的に「どのようなことができるようになるか」を明らかにした

ものが具体的な資質・能力という関係になる。 

本参考資料第１編第２章の１（２）では，「内容のまとまり」について，学習指導要領に示す各教
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科等の「第２ 各学年の目標及び内容 ２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理

したりしたもので，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・能力が示されている，と説明され

ている。 

したがって，総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，一つ一つの探究課題とその探

究課題に応じて定めた具体的な資質・能力と考えることができる。 

 

 

２ 小学校総合的な学習の時間における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本

的な手順 

「内容のまとまりごとの評価規準」は，第１編に示した基本的な手順を踏まえ，各教科等の特質

に応じた形で作成する。各教科等の特質に応じた「内容のまとまりごとの評価規準」作成の具体的

な手順については，次ページ以降に記載している。 

 

 

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

 

③ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

  

  

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成した「探

究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとにどのように整理

されているかを確認する。 
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３ 小学校総合的な学習の時間における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順 

  

＜＜例例＞＞ 

【【小小学学校校学学習習指指導導要要領領  第第５５章章  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「第第１１  目目標標」」】】  

探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決

し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

目
標 

（１） （２） （３） 

探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

及び技能を身に付け，課題に

関わる概念を形成し，探究的

な学習のよさを理解するよ

うにする。 

実社会や実生活の中から問

いを見いだし，自分で課題を

立て，情報を集め，整理・分

析して，まとめ・表現するこ

とができるようにする。 

探究的な学習に主体的・協働

的に取り組むとともに，互い

のよさを生かしながら，積極

的に社会に参画しようとす

る態度を養う。 

（小学校学習指導要領 P.179） 

 

【【改改善善等等通通知知  別別紙紙４４  ３３..総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの記記録録（（１１））評評価価のの観観点点及及びびそそのの趣趣旨旨  

〈〈小小学学校校  総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの記記録録〉〉】】  

観
点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣
旨 

探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

や技能を身に付け，課題に関

わる概念を形成し，探究的な

学習のよさを理解している。 

実社会や実生活の中から問

いを見いだし，自分で課題を

立て，情報を集め，整理・分

析して，まとめ・表現してい

る。 

探究的な学習に主体的・協働

的に取り組もうとしている

とともに，互いのよさを生か

しながら，積極的に社会に参

画しようとしている。 

（改善等通知 別紙４ P.30） 

  

    

 

 
 

【【ＡＡ小小学学校校のの例例】】    

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

 

【【学学校校ににおおいいてて定定めめたた総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの目目標標】】 

探究的な見方・考え方を働かせ，地域の人，もの，ことに関わる総合的な学習を通して，目的や根

拠を明らかにしながら課題を解決し，自己の生き方を考えることができるようにするために，以下の

資質・能力を育成する。 

 （１） （２） （３） 

目 

標 

地域の人，もの，ことにかかわ

る探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

及び技能を身に付けるととも

に，地域の特徴やよさが分か

り，それらが人々の努力や工

夫によって支えられているこ

とを理解する。 

地域の人，もの，ことの中か

ら問いを見いだし，その解決

に向けて見通しをもって調

べ，集めた情報を整理．分析

し，根拠を明らかにしてまと

め・表現する力を身に付け

る。 

地域の人，もの，ことについ

ての探究的な学習に主体的・

協働的に取り組むとともに，

互いのよさを生かしながら，

持続可能な社会を実現する

ための行動の仕方を考え，自

ら社会に参画しようとする

態度を養う。 

（学習指導要領解説総合的な学習の時間編 P.71 を参考に例示） 

 

※各学校においては，以下に留意して，各学校における総合的な学習の時間の目標を定める。 

・「第１の目標」を踏まえる。〔第２の１〕 

・教育目標を踏まえ，育成を目指す資質・能力を示す。〔第２の３⑴〕 

・他教科等で育成を目指す資質・能力との関連を重視する。〔第２の３⑵〕 

・日常生活や社会との関わりを重視する。〔第２の３⑶〕 

 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

地域の人，もの，ことにかかわ

る探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

及び技能を身に付けていると

ともに，地域の特徴やよさが

分かり，それらが人々の努力

や工夫によって支えられてい

ることを理解している。 

地域の人，もの，ことの中か

ら問いを見いだし，その解決

に向けて見通しをもって調

べ，集めた情報を整理．分析

し，根拠を明らかにしてまと

め・表現する力を身に付けて

いる。 

地域の人，もの，ことについ

ての探究的な学習に主体的・

協働的に取り組もうとして

いるとともに，互いのよさを

生かしながら，持続可能な社

会を実現するための行動の

仕方を考え，自ら社会に参画

しようとしている。 

 

【【学学校校ににおおいいてて定定めめたた総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨】】 
※「知識・技能」の観点の趣旨の作成 

学校において定めた目標のうち⑴の文末を「～について理解している」，「～を身に付けている」

などとして設定することが考えられる。 

- 32 -

第２編



 

 
 

【【ＡＡ小小学学校校のの例例】】    

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

 

【【学学校校ににおおいいてて定定めめたた総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの目目標標】】 

探究的な見方・考え方を働かせ，地域の人，もの，ことに関わる総合的な学習を通して，目的や根

拠を明らかにしながら課題を解決し，自己の生き方を考えることができるようにするために，以下の

資質・能力を育成する。 

 （１） （２） （３） 

目 

標 

地域の人，もの，ことにかかわ

る探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

及び技能を身に付けるととも

に，地域の特徴やよさが分か

り，それらが人々の努力や工

夫によって支えられているこ

とを理解する。 

地域の人，もの，ことの中か

ら問いを見いだし，その解決

に向けて見通しをもって調

べ，集めた情報を整理．分析

し，根拠を明らかにしてまと

め・表現する力を身に付け

る。 

地域の人，もの，ことについ

ての探究的な学習に主体的・

協働的に取り組むとともに，

互いのよさを生かしながら，

持続可能な社会を実現する

ための行動の仕方を考え，自

ら社会に参画しようとする

態度を養う。 

（学習指導要領解説総合的な学習の時間編 P.71 を参考に例示） 

 

※各学校においては，以下に留意して，各学校における総合的な学習の時間の目標を定める。 

・「第１の目標」を踏まえる。〔第２の１〕 

・教育目標を踏まえ，育成を目指す資質・能力を示す。〔第２の３⑴〕 

・他教科等で育成を目指す資質・能力との関連を重視する。〔第２の３⑵〕 

・日常生活や社会との関わりを重視する。〔第２の３⑶〕 

 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

地域の人，もの，ことにかかわ

る探究的な学習の過程におい

て，課題の解決に必要な知識

及び技能を身に付けていると

ともに，地域の特徴やよさが

分かり，それらが人々の努力

や工夫によって支えられてい

ることを理解している。 

地域の人，もの，ことの中か

ら問いを見いだし，その解決

に向けて見通しをもって調

べ，集めた情報を整理．分析

し，根拠を明らかにしてまと

め・表現する力を身に付けて

いる。 

地域の人，もの，ことについ

ての探究的な学習に主体的・

協働的に取り組もうとして

いるとともに，互いのよさを

生かしながら，持続可能な社

会を実現するための行動の

仕方を考え，自ら社会に参画

しようとしている。 

 

【【学学校校ににおおいいてて定定めめたた総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨】】 
※「知識・技能」の観点の趣旨の作成 

学校において定めた目標のうち⑴の文末を「～について理解している」，「～を身に付けている」

などとして設定することが考えられる。 

- 33 -

第２編



 

 
 

 
（１）「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】 

○○「「知知識識・・技技能能」」ののポポイインントト  

・②の⑴において記載事項の文末を，例えば「理解する」から「理解している」などとすること

により，「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。 

○○「「思思考考・・判判断断・・表表現現」」ののポポイインントト  

・②の⑵において記載事項の文末を，例えば「できる」から「している」などとすることにより，

「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。 

○○「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」ののポポイインントト  

・②の⑶において記載事項の文末を，例えば「しようとする」から「しようとしている」などと

することにより，「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。 

 

（２）「内容のまとまり」と「内容のまとまりごとの評価規準」の作成例 

内容のまとまり 

探究課題 
探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境

と関わって生きている

ことを理解する。 

・調査活動を，目的や対象

に応じた適切さで実施

することができる。 

・環境と生物とが共生し

ていることの理解は，自

然環境とそこに生息す

る生物との関係を探究

的に学習してきたこと

の成果であることに気

付く。 

・地域の自然環境への関

わりを通して感じた関

心をもとに課題をつく

り，解決の見通しをもつ

ことができる。 

・課題の解決に必要な情

報を，手段を選択して多

様に収集し，種類に合わ

せて蓄積することがで

きる。 

・課題解決に向けて，観点

に合わせて情報を整理

し考えることができる。 

・相手や目的に応じて，分

かりやすく表現するこ

とができる。 

・課題解決に向け，自分の

よさに気付き，探究活動

に進んで取り組もうと

する。 

・自分と違う意見や考え

のよさを生かしながら

協働して学び合おうと

する。 

・地域との関わりの中で

自分でできることを見

付けようとする。 

 

 

 

 

 

③ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

 

 
 

※「思考・判断・表現」の観点の趣旨の作成 

学校において定めた目標のうち⑵の文末を「～している」として設定することが考えられる。 

※「主体的に学習に取り組む態度」の観点の趣旨の作成 

学校において定めた目標のうち⑶の文末を「～しようとしている」として設定することが考えら

れる。 

 

 

 

※ 総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，一つ一つの探究課題とその探究課題に応

じて定めた具体的な資質・能力と考えることができる。これらを踏まえて，次の③の手順で「内容

のまとまりごとの評価規準」を作成できる。 

 

【内容のまとまり（Ａ小学校４学年の例）】 

 
 

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成した「探究

課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとにどのように整理されて

いるかを確認する。  

目標を実現する

にふさわしい 

探究課題 

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境

と関わって生きている

ことを理解する。 

・調査活動を，目的や対象

に応じた適切さで実施

することができる。 

・環境と生物とが共生し

ていることの理解は，自

然環境とそこに生息す

る生物との関係を探究

的に学習してきたこと

の成果であることに気

付く。 

・地域の自然環境への関

わりを通して感じた関

心をもとに課題をつく

り，解決の見通しをもつ

ことができる。 

・課題の解決に必要な情

報を，手段を選択して多

様に収集し，種類に合わ

せて蓄積することがで

きる。 

・課題解決に向けて，観点

に合わせて情報を整理

し考えることができる。 

・相手や目的に応じて，分

かりやすく表現するこ

とができる。 

・課題解決に向け，自分の

よさに気付き，探究活動

に進んで取り組もうと

する。 

・自分と違う意見や考え

のよさを生かしながら

協働して学び合おうと

する。 

・地域との関わりの中で

自分でできることを見

付けようとする。 
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（１）「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】 

○○「「知知識識・・技技能能」」ののポポイインントト  

・②の⑴において記載事項の文末を，例えば「理解する」から「理解している」などとすること

により，「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。 

○○「「思思考考・・判判断断・・表表現現」」ののポポイインントト  

・②の⑵において記載事項の文末を，例えば「できる」から「している」などとすることにより，

「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。 

○○「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」ののポポイインントト  

・②の⑶において記載事項の文末を，例えば「しようとする」から「しようとしている」などと

することにより，「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。 

 

（２）「内容のまとまり」と「内容のまとまりごとの評価規準」の作成例 

内容のまとまり 

探究課題 
探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境

と関わって生きている

ことを理解する。 

・調査活動を，目的や対象

に応じた適切さで実施

することができる。 

・環境と生物とが共生し

ていることの理解は，自

然環境とそこに生息す

る生物との関係を探究

的に学習してきたこと

の成果であることに気

付く。 

・地域の自然環境への関

わりを通して感じた関

心をもとに課題をつく

り，解決の見通しをもつ

ことができる。 

・課題の解決に必要な情

報を，手段を選択して多

様に収集し，種類に合わ

せて蓄積することがで

きる。 

・課題解決に向けて，観点

に合わせて情報を整理

し考えることができる。 

・相手や目的に応じて，分

かりやすく表現するこ

とができる。 

・課題解決に向け，自分の

よさに気付き，探究活動

に進んで取り組もうと

する。 

・自分と違う意見や考え

のよさを生かしながら

協働して学び合おうと

する。 

・地域との関わりの中で

自分でできることを見

付けようとする。 

 

 

 

 

 

③ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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内容のまとまりごとの評価規準 

探究課題 
評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境

と関わって生きている

ことを理解している。 

・調査活動を，目的や対象

に応じた適切さで実施

している。 

・環境と生物とが共生し

ていることの理解は，自

然環境とそこに生息す

る生物との関係を探究

的に学習してきたこと

の成果であることに気

付いている。 

・地域の自然環境への関

わりを通して感じた関

心をもとに課題をつく

り，解決の見通しをもっ

ている。 

・課題の解決に必要な情

報を，手段を選択して多

様に収集し，種類に合わ

せて蓄積している。 

・課題解決に向けて，観点

に合わせて情報を整理

し考えている。 

・相手や目的に応じて，分

かりやすく表現してい

る。 

・課題解決に向け，自分の

よさに気付き，探究活動

に進んで取り組もうと

している。 

・自分と違う意見や考え

のよさを生かしながら

協働して学び合おうと

している。 

・地域との関わりの中で

自分でできることを見

付けようとしている。 
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単元ごとの学習評価について 

（事例） 
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第第１１章章  「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」のの考考ええ方方をを踏踏ままええたた評評価価規規準準のの作作成成 
  
１１  本本編編事事例例ににおおけけるる学学習習評評価価のの進進めめ方方ににつついいてて  

 
単元における観点別学習状況の評価を実施するに当たり，まずは年間の指導と評価の計画を確認

することが重要である。その上で，学習指導要領の目標や内容，「内容のまとまりごとの評価規準」

の考え方等を踏まえ，以下のように進めることが考えられる。なお，複数の単元にわたって評価を行

う場合など，以下の方法によらない事例もあることに留意する必要がある。 

 

評評価価のの進進めめ方方  留留意意点点  

 

 

 

 

○ 学校において定める総合的な学習の時間の内容をよりどころと

して，中核となる学習活動をもとに，どのような学習を通して，

どのような資質・能力を育成することを目指すのかを明確にして

単元の目標を作成する。 

○ 単元の目標を踏まえ，具体的な学習活動を視野に入れ「単元の

評価規準」を作成する。 

 

  

  

  

 ○ １１，２２を踏まえ，具体的な学習活動に沿って，評価場面や評価

方法等を計画する。 

○ どのような評価資料をもとに評価するかを考え，その結果をも

とに指導する具体的な手立てを明らかにする。 

  

 ○ ３３を踏まえて評価を行い，児童の学習改善や教師の指導改善に

つなげる。 

 

  

 ○ 活動や学習の過程，作品や成果物，発表や討論などに見られる

学習の状況や成果などについて，児童のよい点，学習に対する意

欲や態度，進歩の状況などを踏まえて，評価結果を総括する。 

３３  

「「指指導導とと評評価価のの計計画画」」

をを作作成成すするる  

授授業業をを行行うう  

４４  

総総括括すするる  

１１  

単単元元のの目目標標をを  

作作成成すするる  

  

２２  

単単元元のの評評価価規規準準をを  

作作成成すするる  

  

 

 
 

 

  



 

 
 

第第１１章章  「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」のの考考ええ方方をを踏踏ままええたた評評価価規規準準のの作作成成 
  
１１  本本編編事事例例ににおおけけるる学学習習評評価価のの進進めめ方方ににつついいてて  

 
単元における観点別学習状況の評価を実施するに当たり，まずは年間の指導と評価の計画を確認

することが重要である。その上で，学習指導要領の目標や内容，「内容のまとまりごとの評価規準」

の考え方等を踏まえ，以下のように進めることが考えられる。なお，複数の単元にわたって評価を行

う場合など，以下の方法によらない事例もあることに留意する必要がある。 

 

評評価価のの進進めめ方方  留留意意点点  

 

 

 

 

○ 学校において定める総合的な学習の時間の内容をよりどころと

して，中核となる学習活動をもとに，どのような学習を通して，

どのような資質・能力を育成することを目指すのかを明確にして

単元の目標を作成する。 

○ 単元の目標を踏まえ，具体的な学習活動を視野に入れ「単元の

評価規準」を作成する。 

 

  

  

  

 ○ １１，２２を踏まえ，具体的な学習活動に沿って，評価場面や評価

方法等を計画する。 

○ どのような評価資料をもとに評価するかを考え，その結果をも

とに指導する具体的な手立てを明らかにする。 

  

 ○ ３３を踏まえて評価を行い，児童の学習改善や教師の指導改善に

つなげる。 

 

  

 ○ 活動や学習の過程，作品や成果物，発表や討論などに見られる

学習の状況や成果などについて，児童のよい点，学習に対する意

欲や態度，進歩の状況などを踏まえて，評価結果を総括する。 

３３  

「「指指導導とと評評価価のの計計画画」」

をを作作成成すするる  

授授業業をを行行うう  

４４  

総総括括すするる  

１１  

単単元元のの目目標標をを  

作作成成すするる  

  

２２  

単単元元のの評評価価規規準準をを  

作作成成すするる  
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（２）単元の目標及び単元の評価規準の作成 

 

単元の目標及び単元の評価規準は，以下の手順で作成する。 

※「内容のまとまり」から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する手順は，P35～P36 参照。 

〔単元の目標及び単元の評価規準を作成する手順〕 

① 「内容のまとまり」をもとに，単元全体を見通して，単元の目標を作成する。 

② 「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに，具体的な学習活動から目指すべき学習状況とし

ての児童の姿を想定し，単元の評価規準を作成する。 

 

（例） 第４学年 環境に関する「内容のまとまり」をもとに作成した例 

① 「内容のまとまり」をもとに，単元全体を見通して，単元の目標を作成する。 

 

〔単元の目標〕 

みどり川の自然環境に関わったり環境の保全に向けた取組を行ったりすることを通してア，多様

な生物が周辺の環境と関わって生きていることを理解しイ，持続可能な視点から自然環境の在り方

について考えるウとともに，自らの生活や行動に生かすことができるエようにする。 

※ この例では，「内容のまとまり」をもとに単元全体を見通して，総括的に目標を示すとともに，

以下の４つの要素を構造的に配列し，単元の目標を作成している。  

 ア 探究課題を踏まえた単元において中心となる学習対象や学習活動 

 イ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「知識及び技能」 

 ウ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「思考力，判断力，表現力等」 

 エ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「学びに向かう力，人間性等」 

※ イ～エは，アとの関わりにおいて作成する。  

内容のまとまり 

目標を実現す

るにふさわし

い探究課題 

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境

と関わって生きている

ことを理解する。 

 

・調査活動を，目的や対象

に応じた適切さで実施

することができる。 

 

・環境と生物とが共生し

ていることの理解は，自

然環境とそこに生息す

る生物との関係を探究

的に学習してきたこと

の成果であることに気

付く。 

・地域の自然環境への関わりを通

して感じた関心をもとに課題を

つくり，解決の見通しをもつこ

とができる。 

・課題の解決に必要な情報を，手

段を選択して多様に収集し，種

類に合わせて蓄積することがで

きる。 

・課題解決に向けて，観点に合わ

せて情報を整理し考えることが

できる。 

・相手や目的に応じて，分かりや

すく表現することができる。 

・課題解決に向け，自分

のよさに気付き，探

究活動に進んで取り

組もうとする。 

・自分と違う意見や考

えのよさを生かしな

がら協働して学び合

おうとする。 

・地域との関わりの中

で自分にできること

を見付けようとす

る。 

 

 
 

２ 単元の評価規準の作成のポイント 

 
（１）総合的な学習の時間における単元及び単元の目標 

 
学習指導要領には，各教科等のようにどの学年で何を指導するのかという内容を明示していない。

各学校は，学習指導要領が定める目標等を踏まえ，総合的な学習の時間の目標及び内容を定めること

とされている。 

総合的な学習の時間における内容は，目標を実現するにふさわしい探究課題と，探究課題の解決を

通して育成を目指す具体的な資質・能力の二つによって構成される。両者の関係については，目標の

実現に向けて，児童が「何について学ぶか」を表したものが探究課題であり，各探究課題との関わり

を通して，具体的に「どのようなことができるようになるか」を明らかにしたものが具体的な資質・

能力という関係になる。（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 総合的な学習の時間における内容 

 

総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，全体計画に示した「目標を実現するにふさ

わしい探究課題」のうち，一つ一つの探究課題とその探究課題に応じて定めた具体的な資質・能力と

考えることができる。 

この「内容のまとまり」を踏まえて，教師が意図やねらいをもって作成するのが単元の計画である。

この単元は，課題の解決や探究的な学習活動が発展的に繰り返される一連の学習活動のまとまりと

して構成される。 

単元の目標は，どのような学習活動を通して，児童にどのような資質・能力を育成することを目指

すのかを明確に示したものであり，「内容のまとまり」を基に，中核となる学習活動を踏まえ設定す

る。 
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（２）単元の目標及び単元の評価規準の作成 

 

単元の目標及び単元の評価規準は，以下の手順で作成する。 

※「内容のまとまり」から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する手順は，P35～P36 参照。 

〔単元の目標及び単元の評価規準を作成する手順〕 

① 「内容のまとまり」をもとに，単元全体を見通して，単元の目標を作成する。 

② 「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに，具体的な学習活動から目指すべき学習状況とし

ての児童の姿を想定し，単元の評価規準を作成する。 

 

（例） 第４学年 環境に関する「内容のまとまり」をもとに作成した例 

① 「内容のまとまり」をもとに，単元全体を見通して，単元の目標を作成する。 

 

〔単元の目標〕 

みどり川の自然環境に関わったり環境の保全に向けた取組を行ったりすることを通してア，多様

な生物が周辺の環境と関わって生きていることを理解しイ，持続可能な視点から自然環境の在り方

について考えるウとともに，自らの生活や行動に生かすことができるエようにする。 

※ この例では，「内容のまとまり」をもとに単元全体を見通して，総括的に目標を示すとともに，

以下の４つの要素を構造的に配列し，単元の目標を作成している。  

 ア 探究課題を踏まえた単元において中心となる学習対象や学習活動 

 イ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「知識及び技能」 

 ウ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「思考力，判断力，表現力等」 

 エ 育成を目指す具体的な資質・能力のうち，単元において重視する「学びに向かう力，人間性等」 

※ イ～エは，アとの関わりにおいて作成する。  

内容のまとまり 

目標を実現す

るにふさわし

い探究課題 

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境

と関わって生きている

ことを理解する。 

 

・調査活動を，目的や対象

に応じた適切さで実施

することができる。 

 

・環境と生物とが共生し

ていることの理解は，自

然環境とそこに生息す

る生物との関係を探究

的に学習してきたこと

の成果であることに気

付く。 

・地域の自然環境への関わりを通

して感じた関心をもとに課題を

つくり，解決の見通しをもつこ

とができる。 

・課題の解決に必要な情報を，手

段を選択して多様に収集し，種

類に合わせて蓄積することがで

きる。 

・課題解決に向けて，観点に合わ

せて情報を整理し考えることが

できる。 

・相手や目的に応じて，分かりや

すく表現することができる。 

・課題解決に向け，自分

のよさに気付き，探

究活動に進んで取り

組もうとする。 

・自分と違う意見や考

えのよさを生かしな

がら協働して学び合

おうとする。 

・地域との関わりの中

で自分にできること

を見付けようとす

る。 
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② 「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに，具体的な学習活動から目指すべき学習状況とし

ての児童の姿を想定し，単元の評価規準を作成する。 

 

 

探
究
課
題 

内容のまとまりごとの評価規準 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身
近
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
起
き
て
い
る
環
境
問
題 

・生物はその周辺の環境

と関わって生きている

ことを理解している。 

 

 

・調査活動を，目的や対象

に応じた適切さで実施

している。 

 

・環境と生物とが共生し

ていることの理解は，自

然環境とそこに生息す

る生物との関係を探究

的に学習してきたこと

の成果であることに気

付いている。 

・地域の自然環境への関わりを

通して感じた関心をもとに課

題をつくり，解決の見通しをも

っている。 

 

・課題の解決に必要な情報を，手

段を選択して多様に収集し，種

類に合わせて蓄積している。 

 

・課題解決に向けて，観点に合わ

せて情報を整理し考えている。 

 

・相手や目的に応じて，分かりや

すく表現している。 

・課題解決に向け，自分のよ

さに気付き，探究活動に進

んで取り組もうとしてい

る。 

 

・自分と違う意見や考えのよ

さを生かしながら協働して

学び合おうとしている。 

 

・地域との関わりの中で自分

にできることを見付けよう

としている。 

単
元
名 

単元の評価規準 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

大
好
き 

み
ど
り
川 

①みどり川の生物は，互い

の特徴を生かし周りの環

境と関わって生きている

ことを理解している。 
 

 

②みどり川にすむ生物の状

況を捉えるために，生物種

や生息環境に応じた方法

でフィールドワークを実

施している。 

 

 

③みどり川の環境と自分た

ちの生活がつながってい

ることの理解は，川とそ

こに生息する生物との関

係を探究的に学習してき

たことの成果であること

に気付いている。 

①みどり川の環境の変化につい

て，水質調査と踏査活動を結び

付けて水質悪化の問題を見付け

出し，課題を明らかにしている。 

 

 

②みどり川の現状を捉えるために

必要な情報について，手段を選

択して多様な方法で収集した

り，種類に応じて蓄積したりし

ている。 

 

 

③課題の解決に必要な情報を取捨

選択したり，複数の情報を比較

したり関係付けたりしながら解

決に向けて考えている。 

 

④みどり川の環境の保全を訴える

ことについて，調査結果をグラ

フや地図，写真を使って効果的

に表し，報告書にまとめている。 

①課題解決に向けた自己

の取組を振り返ることを

通して，自分の意思で探

究的な活動に取り組もう

としている。 

 

②環境保全に向けた探究

的な活動体験を通して，

自分と違う友達の考えを

生かしながら，協働して

課題解決に取り組もうと

している。 

 

③環境保全のために自分

でできることに取り組

むことを通して，自分と

身近な環境との関わり

を見直そうとしている。 

 

 
 

育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力をを踏踏ままええたた「「単単元元のの評評価価規規準準」」のの作作成成ののポポイインントト  

 

「単元の評価規準」を作成するに当たっては，「内容のまとまりごとの評価規準」を参考にすること

が考えられる。作成する際には，単元で行う学習活動やどのような資質・能力を重視するかによって具

体的に記述することが求められる。その際，観点毎に次のポイントを参考にして作成することが考えら

れる。なお，「単元の評価規準」の指導計画への位置付けについては，総括的な評価を行うためにも，

児童の姿となって表れやすい場面，全ての児童を見取りやすい場面を選定することが大切である。 

なお，ここにおいて示した「単元の評価規準」の作成のポイントについては，「小学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編（平成 29 年７月）」13～17 頁，78～82 頁も参考にしてほしい。 

 

（１）知識・技能 

「知識･技能」の観点については，「①概念的な知識の獲得」，「②自在に活用することが可能な技能の

獲得」，「③探究的な学習のよさの理解」の三つに関する評価規準を作成することが考えられる。 

① 知識については，事実に関する知識を関連付けて構造化し，統合された概念として形成されるこ

とが期待されている。したがって，概念的な知識を獲得している児童の姿を評価規準として設定す

ることが考えられる。例えば，「みどり川の生物は，互いの特徴を生かし，周りの環境と関わって

生きていることを理解している」のように，相互性に関する概念的な知識の獲得として評価規準を

設定することが考えられる。 

② 技能については，手順に関する知識を関連付けて構造化し，特定の場面や状況だけではなく日常

の様々な場面や状況で活用可能な技能として身に付けることが期待されている。したがって，身に

付いた技能が，いつでも，滑らかに，安定して，素早く行われているなどの児童の姿を評価規準と

して設定することが考えられる。例えば，「みどり川にすむ生物の状況を捉えるために，生物種や

生息環境に応じた方法でフィールドワークを実施している」，「ウェブサイトから，検索ソフトを使

って，短い時間にたくさんの情報を収集している」，「アンケートによる街頭調査を，相手や場面に

応じた適切さで実施している」などとして評価規準を設定することが考えられる。 

③ 総合的な学習の時間においては，①②とともに，探究的な学習のよさの理解として，資質･能力

の変容を自覚すること，学習対象に対する認識が高まること，学習が生活とつながることなどを，

探究的に学習してきたことと結び付けて理解することが期待されている。したがって，探究的な学

習のよさを理解しているなどの児童の姿を評価規準として設定することが考えられる。例えば，「環

境と自分たちの生活がつながっていることの理解は，川とそこに生息する生物との関係を探究的に

学習してきたことの成果であると気付いている。」のように，学習と生活とのつながりの理解とし

て評価規準を設定することが考えられる。 

 

（２）思考･判断・表現 

 「思考･判断・表現」の観点については，「①課題の設定」，「②情報の収集」，「③整理･分析」，「④ま

とめ･表現」の過程で育成される資質･能力を児童の姿として示して，評価規準を作成することが考えら

れる。 

①「課題の設定」については，実社会や実生活に広がっている複雑な問題に向き合って，自らの力で
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育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力をを踏踏ままええたた「「単単元元のの評評価価規規準準」」のの作作成成ののポポイインントト  

 

「単元の評価規準」を作成するに当たっては，「内容のまとまりごとの評価規準」を参考にすること

が考えられる。作成する際には，単元で行う学習活動やどのような資質・能力を重視するかによって具

体的に記述することが求められる。その際，観点毎に次のポイントを参考にして作成することが考えら

れる。なお，「単元の評価規準」の指導計画への位置付けについては，総括的な評価を行うためにも，

児童の姿となって表れやすい場面，全ての児童を見取りやすい場面を選定することが大切である。 

なお，ここにおいて示した「単元の評価規準」の作成のポイントについては，「小学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編（平成 29 年７月）」13～17 頁，78～82 頁も参考にしてほしい。 

 

（１）知識・技能 

「知識･技能」の観点については，「①概念的な知識の獲得」，「②自在に活用することが可能な技能の

獲得」，「③探究的な学習のよさの理解」の三つに関する評価規準を作成することが考えられる。 

① 知識については，事実に関する知識を関連付けて構造化し，統合された概念として形成されるこ

とが期待されている。したがって，概念的な知識を獲得している児童の姿を評価規準として設定す

ることが考えられる。例えば，「みどり川の生物は，互いの特徴を生かし，周りの環境と関わって

生きていることを理解している」のように，相互性に関する概念的な知識の獲得として評価規準を

設定することが考えられる。 

② 技能については，手順に関する知識を関連付けて構造化し，特定の場面や状況だけではなく日常

の様々な場面や状況で活用可能な技能として身に付けることが期待されている。したがって，身に

付いた技能が，いつでも，滑らかに，安定して，素早く行われているなどの児童の姿を評価規準と

して設定することが考えられる。例えば，「みどり川にすむ生物の状況を捉えるために，生物種や

生息環境に応じた方法でフィールドワークを実施している」，「ウェブサイトから，検索ソフトを使

って，短い時間にたくさんの情報を収集している」，「アンケートによる街頭調査を，相手や場面に

応じた適切さで実施している」などとして評価規準を設定することが考えられる。 

③ 総合的な学習の時間においては，①②とともに，探究的な学習のよさの理解として，資質･能力

の変容を自覚すること，学習対象に対する認識が高まること，学習が生活とつながることなどを，

探究的に学習してきたことと結び付けて理解することが期待されている。したがって，探究的な学

習のよさを理解しているなどの児童の姿を評価規準として設定することが考えられる。例えば，「環

境と自分たちの生活がつながっていることの理解は，川とそこに生息する生物との関係を探究的に

学習してきたことの成果であると気付いている。」のように，学習と生活とのつながりの理解とし

て評価規準を設定することが考えられる。 

 

（２）思考･判断・表現 

 「思考･判断・表現」の観点については，「①課題の設定」，「②情報の収集」，「③整理･分析」，「④ま

とめ･表現」の過程で育成される資質･能力を児童の姿として示して，評価規準を作成することが考えら

れる。 

①「課題の設定」については，実社会や実生活に広がっている複雑な問題に向き合って，自らの力で
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などの視点で設定することができる。 

③「将来展望・社会参画」については，例えば， 

   ・自己の生き方を考え，夢や希望をもち続ける 

   ・実社会や実生活の問題の解決に，自分のこととして取り組む 

  などの視点で設定することができる。 

 

（４）その他 

 「単元の評価規準」を作成するに当たっては，実際の学習活動や学習場面をイメージし，資質･能力

を発揮する児童の姿を想定することが大切である。その際，実際に行う学習活動や扱う学習対象と，発

揮される資質・能力とを具体的に描くことが必要になる。 

例えば，「みどり川の環境の変化について，水質調査と踏査活動を結び付けて水質悪化の問題を見付

け出し，課題を明らかにしている。」，「河川の環境保全を訴えることについて，調査結果をグラフや

地図，写真を使って効果的に表し，報告書にまとめている。」などと設定することができる。ここで

は，発揮される資質･能力を活動や場面に即して具体的に描くことで，児童の姿がどのような学習状況

にあるのかを適切に判断し，確かに評価することを可能にしていく。 

 

 
 

解決の方向を明らかにし，見通しをもって計画的に取り組むことができるようになることが期待さ

れている。 

評価規準の設定に当たっては，例えば， 

・複雑な問題状況の中から課題を発見し設定する 

・解決の方法や手順を考え，確かな見通しをもって計画を立てる 

などの視点で設定することが考えられる。 

②「情報の収集」については，情報収集の手段を意図的･計画的に用いたり，解決の過程や結果を見

通したりして，多様で効率的な情報収集が行われるようになることが期待されている。 

評価規準の設定に当たっては，例えば， 

・情報を効率的に収集する手段を選択する 

・必要な情報を多様な方法で収集し，種類に合わせて蓄積する 

などの視点で設定することが考えられる。 

③「整理･分析」については，収集した情報を取捨選択すること，情報の傾向を見付けること，複数

の情報を組み合わせて新しい関係を見いだすことなどが期待されている。 

評価規準の設定に当たっては，例えば， 

・異なる情報の共通点や差異点を見付け，関係や傾向を明らかにする 

・事象を比較したり関連付けたりして，確かな理由や根拠をもつ 

などの視点で設定することが考えられる。 

④「まとめ・表現」については，整理･分析した結果や自分の考えをまとめたり他者に伝えたりする

こと，振り返ることで対象や自分自身に対する理解が深まることなどが期待されている。 

評価規準の設定に当たっては，例えば， 

・相手や目的に応じて効果的な表現をする 

・学習を振り返り，自己の成長を自覚し，学習や生活に生かす 

などの視点で設定することが考えられる。 

 

（３）主体的に学習に取り組む態度 

 今回の改訂において「主体的に学習に取り組む態度」の観点については，「粘り強さ」や「学習の調

整」を重視することとしている。これらは，自他を尊重する「①自己理解・他者理解」，自ら取り組ん

だり力を合わせたりする「②主体性・協働性」，未来に向かって継続的に社会に関わろうとする「③将

来展望･社会参画」などについて育成される資質･能力を児童の姿として示して，評価規準を作成するこ

とが考えられる。 

①「自己理解・他者理解」については，例えば， 

・自分の生活を見直し，自分の特徴やよさを理解しようとする 

・異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重しようとする 

などの視点で設定することができる。 

②「主体性・協働性」については，例えば， 

・自分の意思で目標に向かって課題の解決に取り組む 

・自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に取り組む 
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などの視点で設定することができる。 

③「将来展望・社会参画」については，例えば， 

   ・自己の生き方を考え，夢や希望をもち続ける 

   ・実社会や実生活の問題の解決に，自分のこととして取り組む 

  などの視点で設定することができる。 

 

（４）その他 

 「単元の評価規準」を作成するに当たっては，実際の学習活動や学習場面をイメージし，資質･能力

を発揮する児童の姿を想定することが大切である。その際，実際に行う学習活動や扱う学習対象と，発

揮される資質・能力とを具体的に描くことが必要になる。 

例えば，「みどり川の環境の変化について，水質調査と踏査活動を結び付けて水質悪化の問題を見付

け出し，課題を明らかにしている。」，「河川の環境保全を訴えることについて，調査結果をグラフや

地図，写真を使って効果的に表し，報告書にまとめている。」などと設定することができる。ここで

は，発揮される資質･能力を活動や場面に即して具体的に描くことで，児童の姿がどのような学習状況

にあるのかを適切に判断し，確かに評価することを可能にしていく。 
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２２  各各事事例例概概要要一一覧覧とと事事例例  

 

事例１ キーワード 指導と評価の計画，三つの観点の評価，評価結果の総括， 

指導計画の評価・改善 

「多文化共生への一歩！～ラップで心の距離を縮めよう～」（第６学年「国際理解」） 

探究課題を「多文化共生を目指す地域とそこに暮らす日本人や外国人が大切にしている文化や価

値観」とした第６学年の実践を例に，指導と評価の計画の立案から評価の総括までを紹介する。 

本事例は，中心的な学習活動を，多文化共生をテーマとしたラップの制作や，多文化共生を実現す

るための魅力的なイベントの開催とし，五つの小単元で構成しつつ小単元ごとの学習活動や学習場

面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，指導と評価の計画を構想した。また，指導と

評価の計画に加えて，三つの評価の観点における学習活動と評価の実際，評価結果の総括，指導計画

の評価・改善まで，一連の評価活動を取り上げることで，総合的な学習の時間における指導と評価の

概要が把握できるようにした。 
 

事例２ キーワード 指導と評価の計画，「知識・技能」の評価，児童の学習の姿と見取り 

「地域の絆を再生しよう」（第６学年「福祉」） 

探究課題を「身の回りの高齢者とそのくらしを支援する仕組みや人々」と設定し，高齢者の孤独の

解消に向けて，地域の誰もが集い交流できる「地域の茶の間」の創設に向けて取り組んだ第６学年の

実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動とし，

四つの小単元で構成した。評価の観点のうち「知識・技能」の評価を取り上げ，評価規準に照らした

児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
 

事例３ キーワード 指導と評価の計画，「思考・判断・表現」の評価，児童の学習の姿と見取り 

「川の美しさを取り戻そう」（第４学年「環境」） 

探究課題を「地域の自然や環境と，その保全に関わる人々の思いや願い」と設定し，地域の身近

な川の環境と保全に向けて，自分たちの力でできることに取り組み，自分と地域の環境や人々との

関わりについて考え，行動できるようにすることを目指した第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域を流れる住吉川の環境保全に向けた具体的な活動とし，三

つの小単元で構成した。評価の観点のうち「思考・判断・表現」の評価を取り上げ，評価規準に照

らした児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
 

事例４ キーワード 指導と評価の計画，「主体的に学習に取り組む態度」の評価， 

児童の学習の姿と見取り，指導計画の改善 

「地域のじまん『おくんち』を伝えよう」（第４学年「伝統文化」） 

探究課題を「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」と設定し，地域の伝統行事のよさを探

り，保存会の人々と伝統行事を伝承していくことに向け，実際に体験や調査を通して地域に積極的に

関わり，自己の生き方を考えることに取り組んだ第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域に伝わる伝統行事の継承に関する具体的な活動とし，三つの

小単元で構成した。評価の観点のうち「主体的に学習に取り組む態度」の評価を取り上げ，評価規準

に照らした児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 

 

 
 

第第２２章章  学学習習評評価価にに関関すするる事事例例ににつついいてて  

 

１１  事事例例のの特特徴徴  

第１編第１章２（４）で述べた学習評価の改善の基本的な方向性を踏まえつつ，平成 29 年改訂

学習指導要領の趣旨・内容の徹底に資する評価の事例を示すことができるよう，本参考資料におけ

る事例は，原則として以下のような方針を踏まえたものとしている。 
 
○ 単元に応じた評価規準の設定から評価の総括までとともに，児童の学習改善及び教師の指導

改善までの一連の流れを示している 

本参考書で提示する事例は，いずれも，単元の評価規準の設定から評価の総括までとともに，

評価結果を児童の学習改善や教師の指導改善に生かすまでの一連の学習評価の流れを念頭にお

いたものである（事例の一つは，この一連の流れを特に詳細に示している）。なお，観点別の学

習状況の評価については，「おおむね満足できる」状況，「十分満足できる」状況，「努力を要す

る」状況と判断した児童の具体的な状況の例などを示している。「十分満足できる」状況という

評価になるのは，児童が実現している学習の状況が質的な高まりや深まりをもっていると判断

されるときである。 

 

○ 観点別の学習状況について評価する時期や場面の精選について示している 

報告や改善等通知では，学習評価については，日々の授業の中で児童の学習状況を適宜把握し

て指導の改善に生かすことに重点を置くことが重要であり，観点別の学習状況についての評価

は，毎回の授業ではなく原則として単元や題材など内容や時間のまとまりごとに，それぞれの実

現状況を把握できる段階で行うなど，その場面を精選することが重要であることが示された。こ

のため，観点別の学習状況について評価する時期や場面の精選について，「指導と評価の計画」

の中で，具体的に示している。 

 

○ 評価方法の工夫を示している 

児童の反応やノート，ワークシート，作品等の評価資料をどのように活用したかなど，評価

方法の多様な工夫について示している。 

  
    

 

 
 

２２  各各事事例例概概要要一一覧覧とと事事例例  

 

事例１ キーワード 指導と評価の計画，三つの観点の評価，評価結果の総括， 

指導計画の改善 

「多文化共生への一歩！～ラップで心の距離を縮めよう～」（第６学年「国際理解」） 

探究課題を「多文化共生を目指す地域とそこに暮らす日本人や外国人が大切にしている文化や価

値観」とした第６学年の実践を例に，指導と評価の計画の立案から評価の総括までを紹介する。 

本事例は，中心的な学習活動を，多文化共生をテーマとしたラップの制作や，多文化共生を実現す

るための魅力的なイベントの開催とし，五つの小単元で構成しつつ小単元ごとの学習活動や学習場

面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，指導と評価の計画を構想した。また，指導と

評価の計画に加えて，三つの評価の観点における学習活動と評価の実際，評価結果の総括，指導計画

の評価・改善まで，一連の評価活動を取り上げることで，総合的な学習の時間における指導と評価の

概要が把握できるようにした。 
 

事例２ キーワード 指導と評価の計画，「知識・技能」の評価，児童の学習の姿と見取り 

「地域の絆を再生しよう」（第６学年「福祉」） 

探究課題を「身の回りの高齢者とそのくらしを支援する仕組みや人々」と設定し，高齢者の孤独の

解消に向けて，地域の誰もが集い交流できる「地域の茶の間」の創設に向けて取り組んだ第６学年の

実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動とし，

四つの小単元で構成した。評価の観点のうち「知識・技能」の評価を取り上げ，評価規準に照らした

児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
 

事例３ キーワード 指導と評価の計画，「思考・判断・表現」の評価，児童の学習の姿と見取り 

「川の美しさを取り戻そう」（第４学年「環境」） 

探究課題を「地域の自然や環境と，その保全に関わる人々の思いや願い」と設定し，地域の身近

な川の環境と保全に向けて，自分たちの力でできることに取り組み，自分と地域の環境や人々との

関わりについて考え，行動できるようにすることを目指した第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域を流れる住吉川の環境保全に向けた具体的な活動とし，三

つの小単元で構成した。評価の観点のうち「思考・判断・表現」の評価を取り上げ，評価規準に照

らした児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
 

事例４ キーワード 指導と評価の計画，「主体的に学習に取り組む態度」の評価， 

児童の学習の姿と見取り，指導計画の改善 

「地域のじまん『おくんち』を伝えよう」（第４学年「伝統文化」） 

探究課題を「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」と設定し，地域の伝統行事のよさを探

り，保存会の人々と伝統行事を伝承していくことに向け，実際に体験や調査を通して地域に積極的に

関わり，自己の生き方を考えることに取り組んだ第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域に伝わる伝統行事の継承に関する具体的な活動とし，三つの

小単元で構成した。評価の観点のうち「主体的に学習に取り組む態度」の評価を取り上げ，評価規準

に照らした児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
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２２  各各事事例例概概要要一一覧覧とと事事例例  
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るための魅力的なイベントの開催とし，五つの小単元で構成しつつ小単元ごとの学習活動や学習場

面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，指導と評価の計画を構想した。また，指導と

評価の計画に加えて，三つの評価の観点における学習活動と評価の実際，評価結果の総括，指導計画

の評価・改善まで，一連の評価活動を取り上げることで，総合的な学習の時間における指導と評価の

概要が把握できるようにした。 
 

事例２ キーワード 指導と評価の計画，「知識・技能」の評価，児童の学習の姿と見取り 

「地域の絆を再生しよう」（第６学年「福祉」） 

探究課題を「身の回りの高齢者とそのくらしを支援する仕組みや人々」と設定し，高齢者の孤独の

解消に向けて，地域の誰もが集い交流できる「地域の茶の間」の創設に向けて取り組んだ第６学年の

実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動とし，

四つの小単元で構成した。評価の観点のうち「知識・技能」の評価を取り上げ，評価規準に照らした

児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
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な川の環境と保全に向けて，自分たちの力でできることに取り組み，自分と地域の環境や人々との

関わりについて考え，行動できるようにすることを目指した第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域を流れる住吉川の環境保全に向けた具体的な活動とし，三

つの小単元で構成した。評価の観点のうち「思考・判断・表現」の評価を取り上げ，評価規準に照
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児童の学習の姿と見取り，指導計画の改善 

「地域のじまん『おくんち』を伝えよう」（第４学年「伝統文化」） 

探究課題を「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」と設定し，地域の伝統行事のよさを探

り，保存会の人々と伝統行事を伝承していくことに向け，実際に体験や調査を通して地域に積極的に

関わり，自己の生き方を考えることに取り組んだ第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域に伝わる伝統行事の継承に関する具体的な活動とし，三つの

小単元で構成した。評価の観点のうち「主体的に学習に取り組む態度」の評価を取り上げ，評価規準
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値観」とした第６学年の実践を例に，指導と評価の計画の立案から評価の総括までを紹介する。 
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の評価・改善まで，一連の評価活動を取り上げることで，総合的な学習の時間における指導と評価の

概要が把握できるようにした。 
 

事例２ キーワード 指導と評価の計画，「知識・技能」の評価，児童の学習の姿と見取り 

「地域の絆を再生しよう」（第６学年「福祉」） 

探究課題を「身の回りの高齢者とそのくらしを支援する仕組みや人々」と設定し，高齢者の孤独の

解消に向けて，地域の誰もが集い交流できる「地域の茶の間」の創設に向けて取り組んだ第６学年の

実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動とし，

四つの小単元で構成した。評価の観点のうち「知識・技能」の評価を取り上げ，評価規準に照らした

児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
 

事例３ キーワード 指導と評価の計画，「思考・判断・表現」の評価，児童の学習の姿と見取り 

「川の美しさを取り戻そう」（第４学年「環境」） 

探究課題を「地域の自然や環境と，その保全に関わる人々の思いや願い」と設定し，地域の身近

な川の環境と保全に向けて，自分たちの力でできることに取り組み，自分と地域の環境や人々との

関わりについて考え，行動できるようにすることを目指した第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域を流れる住吉川の環境保全に向けた具体的な活動とし，三

つの小単元で構成した。評価の観点のうち「思考・判断・表現」の評価を取り上げ，評価規準に照

らした児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
 

事例４ キーワード 指導と評価の計画，「主体的に学習に取り組む態度」の評価， 

児童の学習の姿と見取り，指導計画の改善 

「地域のじまん『おくんち』を伝えよう」（第４学年「伝統文化」） 

探究課題を「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」と設定し，地域の伝統行事のよさを探

り，保存会の人々と伝統行事を伝承していくことに向け，実際に体験や調査を通して地域に積極的に

関わり，自己の生き方を考えることに取り組んだ第４学年の実践である。 

本事例は，中心的な学習活動を，地域に伝わる伝統行事の継承に関する具体的な活動とし，三つの

小単元で構成した。評価の観点のうち「主体的に学習に取り組む態度」の評価を取り上げ，評価規準

に照らした児童の学習の姿とその見取り方を紹介している。 
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２ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

規

準 

①地域には，多文化共生プ

ラザ等，外国人を支援す

る行政機関があること

を知るとともに，多様な

人が暮らしているまち

のよさや，一人一人の存

在が守られていること

を理解している。 

 

②インタビューによる街

頭調査を，相手や場面に

応じた方法で実施して

いる。 

 

③多文化共生に対する自

らの認識の高まりは，地

域の日本人と外国人を

つなげるために探究的

に学習してきたことの

成果であると気付いて

いる。 

①課題の解決に向けた計画書

の作成に当たり，何をする

のか，何のためにするのか

を意識し，解決の見通しを

もって計画を立てている。 

 

②街頭調査や意見交流会にお

いて行う質問について，必

要とする情報に応じて質問

の内容や方法を決めてい

る。 

 

③多文化共生を実現するため

のイベントについて，「実現

可能か」「意味があるか」「有

効か」等の視点を結び付け

てイベント開催の根拠を見

いだしている。 

 

④活動を通して学んだ自らの

思い，自己の成長，学びによ

る自己の変容を生かしてラ

ップで表現している。 

①地域に暮らす外国人との

意見交流会において，異な

る文化や価値観を受け入

れ，尊重するとともに，共

通性を見いだそうとして

いる。 

 

②異なる文化の共生を目指

したイベントの開催に当

たって，参加者の状況に応

じて対応し，目的意識を明

確にして関わろうとして

いる。 

 

③異なる文化の共生を目指

したイベントを成功させ

るために，友達と役割を分

担したり，自他の考えのよ

さを生かしたりしながら

問題の解決に向けて協力

して取り組んでいる。 

 
 
３ 指導と評価の計画（50 時間）  

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 異なる文化を

越えた共生やそ

こに暮らす人同

士の関わりの実

態を調べて問題

点 を 見 い だ そ

う。（14） 

・地域の実態から問題点を見いだし，解決に向

けた今後の活動への見通しをもつ。 

 ①  ・計画書 

・グローバルな視点と地域の視点から異なる文

化を越えた共生やそこに暮らす人同士の関わ

りの実態を調べて問題点を見いだす。 

具体的事例❶「知識・技能①」 

※グローバルな視点による情報収集（国連担当

者によるワークショップ，社会科の内容との

関連，新聞・書籍等） 

※地域の視点による情報収集（地域住民への街

頭調査，支援する行政機関への訪問等） 

①   ・意見文 

２  地 域 に 住 む

様々な国の人々

との意見交流会

を開催し，問題

・街頭調査や意見交流会開催の目的や質問項

目，情報収集の蓄積方法を明確にする。 

 ②  ・情報収集計

画シート 

・街頭においてインタビューを行う。 ② 

 

  ・ノート 

・集計シート 

 

 
 

総合的な学習の時間  事例１ 

キーワード 指導と評価の計画，三つの観点の評価，評価結果の総括，指導計画の改善 

 

単元名  内容のまとまり 
 多文化共生への一歩！  

～ラップで心の距離を縮めよう～（第６学年） 

 
「国際理解」（全 50時間） 

 

本単元は，外国人が多く住む国際

色豊かな地域で行われた実践であ

る。異なる文化を越えて地域の活動

に進んで参画する態度の育成は，地

域や保護者の切実な願いであり，学

校への大きな期待となっている。一

方，そのことは，児童にとって日常的

な光景であるものの，異なる文化を

越えた共生やそこに暮らす人同士の

関わりを意識して考えた経験は少な

い。 

こうした背景から，「多文化共生を

目指す地域とそこに暮らす日本人や外国人が大切にしている文化や価値観」という探究課題を踏ま

えて構想した単元である。児童は，多文化共生に尽力する様々な立場の人や異なる文化的背景をもつ

地域の人々との関わりを通して，地域の日本人と外国人とをつなげることへの思いを強めていった。

そして，「私たちのまちで異なる文化を越えた共生は実現するのか」という問いと真剣に向き合い試

行錯誤を繰り返す中で，テーマの実現に向けたラップによる表現活動，異なる文化を越えて人々が交

流できる魅力的なイベントの開催に向けて取り組んだものである。 

 

１ 単元の目標  

地域における多文化共生を目指した活動を通して，外国人が多く住む地域の実態，それを支援する

人々の思いや組織について理解し，地域の一員として異なる文化を越えた共生の在り方を考えると

ともに，自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 
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２ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

規

準 

①地域には，多文化共生プ

ラザ等，外国人を支援す

る行政機関があること

を知るとともに，多様な

人が暮らしているまち

のよさや，一人一人の存

在が守られていること

を理解している。 

 

②インタビューによる街

頭調査を，相手や場面に

応じた方法で実施して

いる。 

 

③多文化共生に対する自

らの認識の高まりは，地

域の日本人と外国人を

つなげるために探究的

に学習してきたことの

成果であると気付いて

いる。 

①課題の解決に向けた計画書

の作成に当たり，何をする

のか，何のためにするのか

を意識し，解決の見通しを

もって計画を立てている。 

 

②街頭調査や意見交流会にお

いて行う質問について，必

要とする情報に応じて質問

の内容や方法を決めてい

る。 

 

③多文化共生を実現するため

のイベントについて，「実現

可能か」「意味があるか」「有

効か」等の視点を結び付け

てイベント開催の根拠を見

いだしている。 

 

④活動を通して学んだ自らの

思い，自己の成長，学びによ

る自己の変容を生かしてラ

ップで表現している。 

①地域に暮らす外国人との

意見交流会において，異な

る文化や価値観を受け入

れ，尊重するとともに，共

通性を見いだそうとして

いる。 

 

②異なる文化の共生を目指

したイベントの開催に当

たって，参加者の状況に応

じて対応し，目的意識を明

確にして関わろうとして

いる。 

 

③異なる文化の共生を目指

したイベントを成功させ

るために，友達と役割を分

担したり，自他の考えのよ

さを生かしたりしながら

問題の解決に向けて協力

して取り組んでいる。 

 
 
３ 指導と評価の計画（50 時間）  

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 異なる文化を

越えた共生やそ

こに暮らす人同

士の関わりの実

態を調べて問題

点 を 見 い だ そ

う。（14） 

・地域の実態から問題点を見いだし，解決に向

けた今後の活動への見通しをもつ。 

 ①  ・計画書 

・グローバルな視点と地域の視点から異なる文

化を越えた共生やそこに暮らす人同士の関わ

りの実態を調べて問題点を見いだす。 

具体的事例❶「知識・技能①」 

※グローバルな視点による情報収集（国連担当

者によるワークショップ，社会科の内容との

関連，新聞・書籍等） 

※地域の視点による情報収集（地域住民への街

頭調査，支援する行政機関への訪問等） 

①   ・意見文 

２  地 域 に 住 む

様々な国の人々

との意見交流会

を開催し，問題

・街頭調査や意見交流会開催の目的や質問項

目，情報収集の蓄積方法を明確にする。 

 ②  ・情報収集計

画シート 

・街頭においてインタビューを行う。 ② 

 

  ・ノート 

・集計シート 
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の外国人との意見交流会では，それぞれの国の多様な文化や価値に直接触れることから，「主体的に

学習に取り組む態度①」の評価規準を設定した。 

小単元３は，共生のための魅力的なイベントを実現可能なものにしていく学習場面である。この場

面は，イベントの開催の根拠を見いだす児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「思考・判

断・表現③」の評価規準を設定した。さらに，イベントの開催について，専門家からの評価を得るこ

とで，相手に応じたり，目的を明確にしたりして行為する態度を評価する機会と捉え，「主体的に学

習に取り組む態度②」の評価規準を設定した。 

小単元４は，実際に多文化共生をテーマにしたラップ表現など，魅力的なイベントにするための方

法を考え，準備し，開催する学習場面である。ここでは，イベントの実現に向けて，友達と協力して

準備を進めることが主な活動となる。そのため，「主体的に学習に取り組む態度③」の評価規準を設

定した。また，イベント終了後は，達成感や成就感の高まりが想定され，探究的な学びのよさを自覚

する評価の機会として適切であると考え，「知識・技能③」の評価規準を設定した。 

小単元５は，児童一人一人が自らの学びやこれからの生き方について振り返り，自らの思いをラッ

プや作文で表現する場面であることから，「思考・判断・表現④」の評価規準を設定した。 

 

４ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）知識・技能（具体的事例❶） 

①評価の場面 

外国人が多く暮らす地域には外国人を支援する行政の取組があることを知り，地域の日本

人と外国人とのつながりが十分ではない現状に関心をもった。とりわけ，地域には，様々な国

の外国人が暮らしている事実が分かり，異なる文化や多様な価値観が存在していることが明

らかになっていった。その後，これまでの活動を踏まえて，「様々な国の人の生活やそこでの

関わり」をテーマに意見文を書いた。意見文については「知識・技能①」の評価規準における

主たる評価資料とした。 

なお，小単元１で自分の考えをまとめることによって，小単元５において学びを振り返り，

自己の変容を自覚できるようにする資料にもなると考えた。 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「知識・技能①」】 

地地域域ににはは，，多多文文化化共共生生ププララザザ等等，，外外国国人人をを支支援援すするる行行政政機機関関ががああるるここととをを知知るるととととももにに，，多多

様様なな人人がが暮暮ららししてていいるるままちちののよよささやや，，一一人人一一人人のの存存在在がが守守らられれてていいるるここととをを理理解解ししてていいるる。。  

 

【学習活動における児童の姿（Ａ児の意見文の記述内容）※抜粋】 

私たちの地域は，最近多くの外国人が住むようになった。まちの人気ランキングの上位にな

っているけれど，住民同士のコミュニケーションは十分ではなく，災害の時に協力できるかど

うか不安に思っている人が多くいることをインタビューで知った。でも，地域には，外国人を 

支援する多文化共生プラザがあり，外国人の暮らしをサポートしている。いろいろな人がいる 

ことが私たちのまちのよさで，それぞれの人が大切にされなければならないと思った。所長さ

んが私たちの活動をほめてくれたのは，もっとみんなに努力してほしいというメッセージだ

と思った。 

 

 
 

点の解決策を探

ろう。(８) 

・地域に暮らす外国人との意見交流会を開催

し，問題の原因を探ったり，問題の解決に向

けたよりよい方法について考えを交流したり

する。 

 

 

 

 ① ・行動観察 

・作文シート 

３ 異なる文化を

越えた地域の共

生に向けて，で

きることを決定

しよう。（８) 

・地域の異なる文化を越えた共生や関わりに向

けて，今の自分たちにできることについて根

拠を明らかにし決定する。 

具体的事例❷「思考・判断・表現③」 

 ③  ・作文シート 

 

・専門家からの評価を通して，提案のよさを自

覚するとともに，身近な人をターゲットにす

るというアドバイスを踏まえ，今後の取り組

み方への意識を高める。 

具体的事例❸「主体的に学習に取り組む態度②」 

  ② 

 

・作文シート 

４ 魅力的なイベ

ントを協力して

準備し，実行し

よう。(14) 

・魅力的なイベントに向けて，友達と協力して

準備し，保護者やこれまでお世話になった外

国人や地域の人を招いて開催する。 

  ③ ・計画表 

・行動観察 

・作文シート 

・「異なる文化を越えた地域の共生」について，

探究的に学習したことによって分かったこと

を振り返る。 

③   ・発言 

・作文シート 

５ 学習活動全体

を振り返り，自

己の成長や学び

の価値，これか

らの生き方につ

いて自らの思い

や考えをラップ

で表現しよう。

(６) 

・異なる文化を越えた共生についての自らの思

い，本音，自己の成長を振り返り，ラップの

歌詞や作文に表現する。 

 

 

④  ・ラップの歌

詞カード 

・作文シート 

 

本単元は，中心的な学習活動を，多文化共生をテーマとしたラップの制作や，多文化共生を実現す

るための魅力的なイベントの開催とした上で，以下に示す五つの小単元で構成した。評価場面につい

ては，小単元ごとの学習活動や学習場面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，次のよ

うな意図をもって設定した。 

小単元１は，単元の導入において，課題を設定する場面であることから，「思考・判断・表現①」

の評価規準を設定した。地域の実態や外国人を支援する行政機関の取組，世界情勢等のうち，主に多

様性に関する情報を獲得し，様々な立場の人が地域に存在し，生活していることを児童が理解するこ

とを基盤として，単元をスタートすることにした。多文化共生の中でも，まずは，多様性に関する概

念の形成を期待して，「知識・技能①」の評価規準を設定した。 

小単元２は，課題の解決に向けて，地域での街頭調査や地域に暮らす様々な国の外国人との意見交

流会を開催する。こうした情報収集の場面では，児童が相手や目的に応じて質問することが欠かせな

いため，「思考・判断・表現②」及び「知識・技能②」の評価規準を設定した。また，地域の７カ国
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の外国人との意見交流会では，それぞれの国の多様な文化や価値に直接触れることから，「主体的に

学習に取り組む態度①」の評価規準を設定した。 

小単元３は，共生のための魅力的なイベントを実現可能なものにしていく学習場面である。この場

面は，イベントの開催の根拠を見いだす児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「思考・判

断・表現③」の評価規準を設定した。さらに，イベントの開催について，専門家からの評価を得るこ

とで，相手に応じたり，目的を明確にしたりして行為する態度を評価する機会と捉え，「主体的に学

習に取り組む態度②」の評価規準を設定した。 

小単元４は，実際に多文化共生をテーマにしたラップ表現など，魅力的なイベントにするための方

法を考え，準備し，開催する学習場面である。ここでは，イベントの実現に向けて，友達と協力して

準備を進めることが主な活動となる。そのため，「主体的に学習に取り組む態度③」の評価規準を設

定した。また，イベント終了後は，達成感や成就感の高まりが想定され，探究的な学びのよさを自覚

する評価の機会として適切であると考え，「知識・技能③」の評価規準を設定した。 

小単元５は，児童一人一人が自らの学びやこれからの生き方について振り返り，自らの思いをラッ

プや作文で表現する場面であることから，「思考・判断・表現④」の評価規準を設定した。 

 

４ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）知識・技能（具体的事例❶） 

①評価の場面 

外国人が多く暮らす地域には外国人を支援する行政の取組があることを知り，地域の日本

人と外国人とのつながりが十分ではない現状に関心をもった。とりわけ，地域には，様々な国

の外国人が暮らしている事実が分かり，異なる文化や多様な価値観が存在していることが明

らかになっていった。その後，これまでの活動を踏まえて，「様々な国の人の生活やそこでの

関わり」をテーマに意見文を書いた。意見文については「知識・技能①」の評価規準における

主たる評価資料とした。 

なお，小単元１で自分の考えをまとめることによって，小単元５において学びを振り返り，

自己の変容を自覚できるようにする資料にもなると考えた。 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「知識・技能①」】 

地地域域ににはは，，多多文文化化共共生生ププララザザ等等，，外外国国人人をを支支援援すするる行行政政機機関関ががああるるここととをを知知るるととととももにに，，多多

様様なな人人がが暮暮ららししてていいるるままちちののよよささやや，，一一人人一一人人のの存存在在がが守守らられれてていいるるここととをを理理解解ししてていいるる。。  

 

【学習活動における児童の姿（Ａ児の意見文の記述内容）※抜粋】 

私たちの地域は，最近多くの外国人が住むようになった。まちの人気ランキングの上位にな

っているけれど，住民同士のコミュニケーションは十分ではなく，災害の時に協力できるかど

うか不安に思っている人が多くいることをインタビューで知った。でも，地域には，外国人を 

支援する多文化共生プラザがあり，外国人の暮らしをサポートしている。いろいろな人がいる 

ことが私たちのまちのよさで，それぞれの人が大切にされなければならないと思った。所長さ

んが私たちの活動をほめてくれたのは，もっとみんなに努力してほしいというメッセージだ

と思った。 
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【学習活動における児童の姿（Ａ児の作文シートの記述内容）】 

意見交流会では，どの国の方々もコミュニケーションの場があったら嬉しいと言っていた。

イベントを開催することで自他の文化の違いやよさをお互いに知ることができるような内容

にすれば有効だと思う。それから，私は，それぞれの文化を越えて何か一つ，融合したものを

創り出すことが大切だと思う。例えば，私たちが今つくっている多文化共生をテーマにしたラ

ップの一部をその場で一緒につくって，みんなで歌うことかできれば，「あの時一緒につくっ

た」という思い出が残ると思う。実現させるためにも，次は，みんなで当日までの計画を詳し

く考えていきたい。 

【評価の結果】 

Ａ児は，地域の外国人との意見交流会を踏まえて考えている。また，イベントの開催の理由

について，共生の実現に有効か，自分たちにとって意味があるか，実現可能かの三つの視点を

結び付けて明らかにしている。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が育成されていると

考えることができる。 

 

【学習活動における児童の姿（Ｃ児の作文シートの記述内容）】 

友達の「有効性は欠ける」という意見を聞いてなるほどと思った。僕は，イベントの中身ば

かり考えていて，これならいけると思っていたけれど，「こういう場に参加したがらない人を

呼ぶことが大事」ということについては，まったく意識していなかった。イベントには，大勢

の人が参加することが大切だと分かった。友達のおかげで，「チラシ作戦」というアイディア

を思いついた。この計画を多文化共生プラザのＮ所長さんにも説明してアドバイスをもらい

たい。何だかワクワクしてきた。 

【評価の結果】 

Ｃ児は，イベントについて何を実施するのかに関心が集中していたが，友達の意見を聞きな

がら，共生を実現しようとするイベントの開催目的が明らかになっていった。Ｃ児は三つの視

点の結び付きを意識しつつ，特に「有効か」の視点から参加者数を確保することが重要な要素

であることに気付き，開催の根拠としていった。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が

育成されていると考えることができる。 

 

（３）主体的に学習に取り組む態度（具体的事例❸） 

①評価の場面 

地域の外国人を支援する行政機関の所長に対して，異なる文化を越えて人々が交流できる

魅力的なイベントの開催や，共生をテーマにしたラップによる表現活動について提案した。所

長からは，取組のよさを評価され，実現に向けた期待をかけられるとともに，こうしたイベン

トに参加者を集めることの難しさをこれまでの経験から聞いた。所長は「みなさんにとって身

近な人に呼びかけてはどうだろうか」というアドバイスをくれた。その後，児童は，自らの保

護者へイベントの参加を呼びかけ，魅力的なイベントの内容や作成してきたラップの歌詞の

見直しを行った。評価に当たっては，授業の終末に書いた作文シートの記述内容を「主体的に

学習に取り組む態度③」の評価規準における主たる評価資料とした。 

 

 
 

【評価の結果】 

Ａ児は，地域に様々な人が暮らすことは，地域の問題につながると考えていた。外国人を支

援する機関の取組を知ることで，まちに暮らす人の多様性こそがまちの魅力につながってい

ることや，一人一人の外国人の存在が守られていることに気付き始めている。また，多様であ

ることの意味や価値を深く理解し始めている。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が育

成されていると考えることができる。 

 

【学習活動における児童の姿（Ｂ児の意見文の記述内容）※抜粋】 

私たちのまちは，５分も歩けば世界旅行ができるくらい外国人が多く暮らしている。いろい

ろな国の食べ物を楽しむために観光客も多く集まり，とても活気がある。地域には，外国人を

支える多文化共生プラザがあって，言葉の問題や生活で困っている人を助けていることはよ

いことだと思う。「多文化共生」という言葉を所長さんが教えてくれた。いろいろな国の文化

があることは分かったけれど，「共生」の意味はよく分からなかった。この言葉は今のところ

自分にはぴったりこないと思った。 

【評価の結果】 

Ｂ児は，自分のまちのよさは，多くの国の人が暮らしていることによって形作られているこ

とを理解している。それぞれが支え合っていることに対しては十分に認識していないものの，

様々な違いに対するよさに気付いている。地域には外国人を支える行政機関があり，まちの実

態を踏まえた中心的な役割について理解している。こうした姿から評価規準に示す資質・能力

が育成されていると考えることができる。 

 

（２）思考・判断・表現（具体的事例❷） 

①評価の場面 

児童は，街頭調査や地域に暮らす外国人との意見交流を繰り返し行うことによって，地域の

日本人と外国人をつなげる魅力的なイベントが必要ではないかと考えるようになった。そこ

で，イベントは「実現可能か」，自分たちにとっても「意味があるか」，異なる文化を越えた共

生の実現に「有効か」の三つの視点で，多面的に話し合う活動を行った。特に，「有効か」と

いう点において，「人が集まらなければ効果がない」という問題点が浮き彫りになった。その

後，「共生の実現のためには，関心の低い人にどのように参加してもらうのか」という新たな

論点での話合いへと発展した。評価に当たっては，授業の終末に書いた作文シートの記述内容

を「思考・判断・表現③」の評価規準における主たる評価資料とした。 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「思考・判断・表現③」】 

多多文文化化共共生生をを実実現現すするるたためめののイイベベンントトににつついいてて，，「「実実現現可可能能かか」」「「意意味味ががああるるかか」」「「有有効効かか」」

等等のの視視点点をを結結びび付付けけててイイベベンントト開開催催のの根根拠拠をを見見いいだだししてていいるる。。  
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【学習活動における児童の姿（Ａ児の作文シートの記述内容）】 

意見交流会では，どの国の方々もコミュニケーションの場があったら嬉しいと言っていた。

イベントを開催することで自他の文化の違いやよさをお互いに知ることができるような内容

にすれば有効だと思う。それから，私は，それぞれの文化を越えて何か一つ，融合したものを

創り出すことが大切だと思う。例えば，私たちが今つくっている多文化共生をテーマにしたラ

ップの一部をその場で一緒につくって，みんなで歌うことかできれば，「あの時一緒につくっ

た」という思い出が残ると思う。実現させるためにも，次は，みんなで当日までの計画を詳し

く考えていきたい。 

【評価の結果】 

Ａ児は，地域の外国人との意見交流会を踏まえて考えている。また，イベントの開催の理由

について，共生の実現に有効か，自分たちにとって意味があるか，実現可能かの三つの視点を

結び付けて明らかにしている。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が育成されていると

考えることができる。 

 

【学習活動における児童の姿（Ｃ児の作文シートの記述内容）】 

友達の「有効性は欠ける」という意見を聞いてなるほどと思った。僕は，イベントの中身ば

かり考えていて，これならいけると思っていたけれど，「こういう場に参加したがらない人を

呼ぶことが大事」ということについては，まったく意識していなかった。イベントには，大勢

の人が参加することが大切だと分かった。友達のおかげで，「チラシ作戦」というアイディア

を思いついた。この計画を多文化共生プラザのＮ所長さんにも説明してアドバイスをもらい

たい。何だかワクワクしてきた。 

【評価の結果】 

Ｃ児は，イベントについて何を実施するのかに関心が集中していたが，友達の意見を聞きな

がら，共生を実現しようとするイベントの開催目的が明らかになっていった。Ｃ児は三つの視

点の結び付きを意識しつつ，特に「有効か」の視点から参加者数を確保することが重要な要素

であることに気付き，開催の根拠としていった。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が

育成されていると考えることができる。 

 

（３）主体的に学習に取り組む態度（具体的事例❸） 

①評価の場面 

地域の外国人を支援する行政機関の所長に対して，異なる文化を越えて人々が交流できる

魅力的なイベントの開催や，共生をテーマにしたラップによる表現活動について提案した。所

長からは，取組のよさを評価され，実現に向けた期待をかけられるとともに，こうしたイベン

トに参加者を集めることの難しさをこれまでの経験から聞いた。所長は「みなさんにとって身

近な人に呼びかけてはどうだろうか」というアドバイスをくれた。その後，児童は，自らの保

護者へイベントの参加を呼びかけ，魅力的なイベントの内容や作成してきたラップの歌詞の

見直しを行った。評価に当たっては，授業の終末に書いた作文シートの記述内容を「主体的に

学習に取り組む態度③」の評価規準における主たる評価資料とした。 
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例えば，児童Ａについては，次のような記述が考えられる。 

学年 学習活動 観  点 評   価 

６ 

多文化共

生への一

歩！ 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

外国人を支援する行政機関の取組を知ることでまちに暮ら

す人の多様性こそがまちの魅力につながっていることや，一

人一人の外国人の存在が守られていることへの理解を深め

た。また，地域の外国人との意見交流会の開催の理由につい

て共生の実現に有効か，自分たちにとって意味があるか，実

現可能かの三つの視点を結び付けて明らかにした。 
 

また，児童Ｂについては，次のような記述が考えられる。 

学年 学習活動 観  点 評   価 

６ 

多文化共

生への一

歩！ 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度  

保護者を交流会に招待しようとする中で，相手の状況に応

じて対応する意識が芽生え，友達の保護者にまで意識を向け

て交流会を開催しようとする姿が見られた。このことは，高

齢者や障害者においても共通する大切な考え方であることに

気付き，それまで以上に幅広い対象に意識をもって関わろう

とする態度が見られた。 
 

各学校において定められた評価の観点は，児童の成長や学習状況を分析的に評価するための 

ものである。また，各学校においては，設定した評価規準と実際の学習状況とを照らし合わせて

評価していくことが考えられる。その際，児童の学習活動を記録したり，児童の作品などを保存

したりして，評価資料を集積しておくことが重要である。 

評価結果の総括に当たっては，評価場面や単元における評価結果を総合し，「総合的な学習の

時間の記録」に記述することが考えられる。その際，評価規準にかかわらず教育的に望ましい成

長や価値ある学習状況が現れた場合，児童の姿を価値付け，そのよさを記述することも大切なこ

とである。 

 

（２）総合的な学習の時間の指導計画の評価・改善 

総合的な学習の時間の指導計画については，実際に学習活動を展開する中で，教師が予想しな

かった望ましい活動が児童から提案されたり，価値ある学習を生み出す問題場面に遭遇したり 

する可能性もある。その場合，教師は，児童との関わりの中で起きた事実から，授業の中で本時

の授業計画を修正したり，授業後に本時の実践を振り返り，次時の授業計画を修正したりするな

ど，柔軟性をもつことが大切である。 

また，単元計画及び年間指導計画作成の際に期待した児童の姿と，学習活動に取り組む児童の

実際の姿とのズレが授業の中で見られた場合，教師は，自らの授業を振り返り，単元計画や年間

指導計画の修正を行う。さらに，必要に応じて，全体計画についても見直しを図り，目標や内容

の修正をすることも考えられる。例えば，本事例では，教師が児童の問題意識の変容をとらえ，

当初中心的な学習活動として計画していた「多文化共生をテーマとしたオリジナルラップづく

り」から，「身近な外国人と地域をつなげる交流会の開催」を目指した活動に重点をおいた指導

計画となるよう，時数の配当も含め，単元計画の一部を修正した。このように，各学校において

は，総合的な学習の時間の指導計画の評価・改善は，①一単位時間の授業計画，②単元計画，③

年間指導計画，④全体計画の全てを見渡して行うことが求められる。 

 

 
 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「主体的に学習に取り組む態度③」】 

異異ななるる文文化化のの共共生生をを目目指指ししたたイイベベンントトをを成成功功ささせせるるたためめにに，，友友達達とと役役割割をを分分担担ししたたりり，，自自

他他のの考考ええののよよささをを生生かかししたたりりししななががらら問問題題のの解解決決にに向向けけてて協協力力ししてて取取りり組組んんででいいるる。。  

 

【学習活動における児童の姿（Ｂ児の作文シートの記述内容）※（一部抜粋）】 

イベントに来てもらうためには，もっと相手のことを考えなければいけないと思う。例え

ば，自分の親を招待する時には，ふるさとの国のお菓子を用意して，不安を取り除くことが重

要だと思う。これは自分の親だけの問題ではない。友達のお母さんやお父さんにとってもよい

ことだと思う。それに，このことは外国の人に限らずお年寄りや障害のある方との関わりでも

大切な考え方だと思う。 

【評価の結果】 

Ｂ児は，保護者をイベントに招待しようとする中で，相手の状況に応じて対応する意識が芽

生え，友達の保護者にまで意識を向けてイベントを開催しようとする姿が見て取れる。このこ

とは，高齢者や障害者においても共通する大切な考え方であることに気付き，それまで以上に，

幅広い対象に意識をもって取り組もうとしている。こうした姿から評価規準に示す資質・能力

が育成されていると考えることができる。 

 

【学習活動における児童の姿（Ｄ児の作文シートの記述内容）※（一部抜粋）】 

地域には，様々な国の外国人が暮らしている。だから，交流会は日本人と外国人という考え

ではなく，私もいろいろな国の中の一人だと考えて取り組みたい。その中で私自身が積極的に

関われたら，少しでも多文化共生に近づけるのではないか思う。 

【評価の結果】 

Ｄ児は，交流会の開催に向けて，日本人と外国人という限定的な捉えではなく，自分も一人

の外国人という意識の広がりや態度の高まりが見て取れる。その中で，自ら行動することを明

確にしている。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が育成されていると考えることがで

きる。 

 

５ 評価結果の総括と指導計画の改善 

（１）評価結果の総括と指導要録の記載 

「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の

改善等について（通知）」に，「総合的な学習の時間の記録については，この時間に行った学習活

動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した上で，それらの観点のうち，児童の学習状況に

顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する等，児童にどのような力が身に付いたかを文 

章で端的に記述すること」とされている。記述に当たっては，単なる活動のみにとどまることが

ないよう留意する必要がある。 
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例えば，児童Ａについては，次のような記述が考えられる。 

学年 学習活動 観  点 評   価 

６ 

多文化共

生への一

歩！ 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

外国人を支援する行政機関の取組を知ることでまちに暮ら

す人の多様性こそがまちの魅力につながっていることや，一

人一人の外国人の存在が守られていることへの理解を深め

た。また，地域の外国人との意見交流会の開催の理由につい

て共生の実現に有効か，自分たちにとって意味があるか，実

現可能かの三つの視点を結び付けて明らかにした。 
 

また，児童Ｂについては，次のような記述が考えられる。 

学年 学習活動 観  点 評   価 

６ 

多文化共

生への一

歩！ 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度  

保護者を交流会に招待しようとする中で，相手の状況に応

じて対応する意識が芽生え，友達の保護者にまで意識を向け

て交流会を開催しようとする姿が見られた。このことは，高

齢者や障害者においても共通する大切な考え方であることに

気付き，それまで以上に幅広い対象に意識をもって関わろう

とする態度が見られた。 
 

各学校において定められた評価の観点は，児童の成長や学習状況を分析的に評価するための 

ものである。また，各学校においては，設定した評価規準と実際の学習状況とを照らし合わせて

評価していくことが考えられる。その際，児童の学習活動を記録したり，児童の作品などを保存

したりして，評価資料を集積しておくことが重要である。 

評価結果の総括に当たっては，評価場面や単元における評価結果を総合し，「総合的な学習の

時間の記録」に記述することが考えられる。その際，評価規準にかかわらず教育的に望ましい成

長や価値ある学習状況が現れた場合，児童の姿を価値付け，そのよさを記述することも大切なこ

とである。 

 

（２）総合的な学習の時間の指導計画の評価・改善 

総合的な学習の時間の指導計画については，実際に学習活動を展開する中で，教師が予想しな

かった望ましい活動が児童から提案されたり，価値ある学習を生み出す問題場面に遭遇したり 

する可能性もある。その場合，教師は，児童との関わりの中で起きた事実から，授業の中で本時

の授業計画を修正したり，授業後に本時の実践を振り返り，次時の授業計画を修正したりするな

ど，柔軟性をもつことが大切である。 

また，単元計画及び年間指導計画作成の際に期待した児童の姿と，学習活動に取り組む児童の

実際の姿とのズレが授業の中で見られた場合，教師は，自らの授業を振り返り，単元計画や年間

指導計画の修正を行う。さらに，必要に応じて，全体計画についても見直しを図り，目標や内容

の修正をすることも考えられる。例えば，本事例では，教師が児童の問題意識の変容をとらえ，

当初中心的な学習活動として計画していた「多文化共生をテーマとしたオリジナルラップづく

り」から，「身近な外国人と地域をつなげる交流会の開催」を目指した活動に重点をおいた指導

計画となるよう，時数の配当も含め，単元計画の一部を修正した。このように，各学校において

は，総合的な学習の時間の指導計画の評価・改善は，①一単位時間の授業計画，②単元計画，③

年間指導計画，④全体計画の全てを見渡して行うことが求められる。 
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３ 指導と評価の計画（50 時間）  

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 高齢者のさ

みしい気持ち

をなくす「地域

の茶の間」をつ

くろう。（10） 

・地域の高齢者とその暮らしについて調べ，高齢者の

困りごとに気付き，理想と現実の隔たりから学級全

員で取り組む課題を設定する。 

・必要な情報を調べながら，「地域の茶の間」の計画

（場所や日時，プログラム等）を立てる。 

・学習課題に照らし，「地域の茶の間」の計画を修正・

改善しながら，複数回の「地域の茶の間」を開催す

る。 

 ①  ・発言内容 

・作文シート 

２ 持続可能な

「地域の茶の

間」のモデルケ

ースを調査・体

験しよう。（15） 

・「地域の茶の間」の活動を振り返り，活動の意味や価

値を考えることで，課題を再設定する。 

・「地域の茶の間」を持続可能な形で運営しているモ

デルケースの調査・体験活動を行い，必要な情報を

収集する。 

  ① 
 

・発言内容 
・作文シート 

・モデルケースの特徴を整理し，その背景を分析する

ことで，高齢者のくらしを支える人の工夫や思いに

ついて考える。 

 ②  ・発言内容 
・作文シート 

・自分たちが開催した「地域の茶の間」とモデルケー

スの調査・体験活動を基に，持続可能な「地域の茶

の間」の在り方に気付く。 

具体的事例❶「知識・技能①」 

①   ・発言内容 
・作文シート 
 

３ 高齢者だけ

ではなく地域

の人に必要と

される「地域の

茶の間」をつく

ろう。（12） 

・持続可能な「地域の茶の間」の実現に向け，必要

な情報を集め，場所や日時，プログラム等の計画

を立てる。 

・学習課題に照らし，持続可能な「地域の茶の間」の

計画を修正・改善しながら複数回の「地域の茶の間」

を開催する。   具体的事例❷「知識・技能②」 

②   ・作文シート 
・行動観察 

４ 地域との協

働で持続可能

な「地域の茶の

間」をつくろ

う。（13） 

・これまでの活動で課題が解決されたかを振り返る

とともに，地域の誰と協働すればよいかを考える。 

  
 

② 
 

・発言内容 
・作文シート 

・地域の人に，協働で持続可能な「地域の茶の間」を

継続開催することを働きかける。 
 ③  ・発言内容 

・作文シート 
・これまでの活動を通しての自分の変容を振り返り，

作文にまとめる。 具体的事例❸「知識・技能③」 

③   ・作文シート 

 

 

本単元は，中心的な学習活動を，高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動とし

た上で，以下に示す四つの小単元で構成するとともに，評価場面については，小単元ごとの学習活動

や学習場面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，次のような意図をもって設定した。 

 

 
 

総合的な学習の時間  事例２ 

キーワード 指導と評価の計画，「知識・技能」の評価，児童の学習の姿と見取り 

 

単元名  内容のまとまり 

 地域の絆を再生しよう（第６学年） 
 

「福祉」（全 50時間） 

 

 本単元は，全体計画に定めた探究課

題「身の回りの高齢者とそのくらしを

支援する仕組みや人々」を踏まえて構

想した単元である。地域住民の高齢化

と核家族化により，「今日一日誰とも

話をしなかった」「気が付いたらテレ

ビに話しかけていた」といったさみし

さを抱えながら孤独に暮らす高齢者

が増加しているという背景があった。 

本単元は，児童がこうした状況を問

題だと捉え，高齢者の孤独の解消に向

けて，地域の誰もが集い交流できる

「地域の茶の間」を創設することを学習課題として設定し，その解決に向けて取り組んだものである。 

 

１ 単元の目標 

高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動を通して，高齢者のくらしを支える

人々の取組や思いに気付き，「地域の人々が集い交流できる場」の在り方について考えるとともに，

世代を越えて交流していくことの大切さを感じながら生活していくことができるようにする。 

２ 単元の評価規準  

観点 知識・技能 思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

評

価

規

準 

①「地域の茶の間」は，地

域の人と思いを共有し

協働してつくることで，

持続可能なものとなる

ことを理解している。 
 

②日常的に気持ちのよい

挨拶をしたり，分かりや

すい話し方をしたりし

て，高齢者に適切に関わ

っている。 
 

③高齢者への接し方など

自分の行動の変容は，高

齢者とその暮らしについ

て探究的に学んだことに

よる成果であると気付い

ている。 

①地域の高齢者とその暮らしに

ついて，理想との隔たりから課

題を設定し，解決に向けて自分

にできることを具体的に考えて

いる。 
 

②持続可能な「地域の茶の間」を

つくるために必要な情報を取捨

選択したり，複数の情報を比較

したり関係付けたりしながら解

決に向けて考えている。 
 

③伝える相手や目的に応じて，自

分の考えをまとめ，適切な方法

で表現している。 

①「地域の茶の間」の体験を通し

て得た知識や自分と違う友達

の考えを生かしながら，協働し

て課題解決に取り組もうとし

ている。 
 

②課題解決の状況を振り返り，

あきらめずに高齢者の孤独の

解消に向けて取り組もうとし

ている。 
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３ 指導と評価の計画（50 時間）  

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 高齢者のさ

みしい気持ち

をなくす「地域

の茶の間」をつ

くろう。（10） 

・地域の高齢者とその暮らしについて調べ，高齢者の

困りごとに気付き，理想と現実の隔たりから学級全

員で取り組む課題を設定する。 

・必要な情報を調べながら，「地域の茶の間」の計画

（場所や日時，プログラム等）を立てる。 

・学習課題に照らし，「地域の茶の間」の計画を修正・

改善しながら，複数回の「地域の茶の間」を開催す

る。 

 ①  ・発言内容 

・作文シート 

２ 持続可能な

「地域の茶の

間」のモデルケ

ースを調査・体

験しよう。（15） 

・「地域の茶の間」の活動を振り返り，活動の意味や価

値を考えることで，課題を再設定する。 

・「地域の茶の間」を持続可能な形で運営しているモ

デルケースの調査・体験活動を行い，必要な情報を

収集する。 

  ① 
 

・発言内容 
・作文シート 

・モデルケースの特徴を整理し，その背景を分析する

ことで，高齢者のくらしを支える人の工夫や思いに

ついて考える。 

 ②  ・発言内容 
・作文シート 

・自分たちが開催した「地域の茶の間」とモデルケー

スの調査・体験活動を基に，持続可能な「地域の茶

の間」の在り方に気付く。 

具体的事例❶「知識・技能①」 

①   ・発言内容 
・作文シート 
 

３ 高齢者だけ

ではなく地域

の人に必要と

される「地域の

茶の間」をつく

ろう。（12） 

・持続可能な「地域の茶の間」の実現に向け，必要

な情報を集め，場所や日時，プログラム等の計画

を立てる。 

・学習課題に照らし，持続可能な「地域の茶の間」の

計画を修正・改善しながら複数回の「地域の茶の間」

を開催する。   具体的事例❷「知識・技能②」 

②   ・作文シート 
・行動観察 

４ 地域との協

働で持続可能

な「地域の茶の

間」をつくろ

う。（13） 

・これまでの活動で課題が解決されたかを振り返る

とともに，地域の誰と協働すればよいかを考える。 

  
 

② 
 

・発言内容 
・作文シート 

・地域の人に，協働で持続可能な「地域の茶の間」を

継続開催することを働きかける。 
 ③  ・発言内容 

・作文シート 
・これまでの活動を通しての自分の変容を振り返り，

作文にまとめる。 具体的事例❸「知識・技能③」 

③   ・作文シート 

 

 

本単元は，中心的な学習活動を，高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動とし

た上で，以下に示す四つの小単元で構成するとともに，評価場面については，小単元ごとの学習活動

や学習場面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，次のような意図をもって設定した。 
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しかし，どうすれば持続可能な「地

域の茶の間」の仕組みをつくることが

できるのか，具体的な方法が思いつか

ない。そこで，小単元２として，継続

して運営されている他の二つの「地域

の茶の間」の取組をモデルケースとし

て位置付け，調査・体験する活動に取

り組んだ。 

その後，【資料１】のように，この

二つの「地域の茶の間」の取組の共通

点と相違点を可視化し，収集した情報

を整理・分析した。 

本評価場面は，授業者が，学習課題の解決のために大切なことは何かを問い，それについて話

し合う言語活動を設定した場面である。 

 
②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「知識・技能①」】 

「「地地域域のの茶茶のの間間」」はは，，地地域域のの人人とと思思いいをを共共有有しし協協働働ししててつつくくるるここととでで，，持持続続可可能能ななももののととなな

るるここととをを理理解解ししてていいるる。。  

教師：「一時的ではなく，ずっと高齢者のさみしい思いをなくせる『お茶の間』」をつくるために

大切なことは何だろう？ 

Ａ児：私は，来てくれた人がどう思ってくれるかが大切だと思います。自分たちが「お茶の間」

をした時に，「若い人がやってくれるから気持ちが若くなった」と言われたからです。 

Ｂ児：「寄りなせあいあい」の人が「『お茶の間』は，来れば話せる相手がいて和める場所」と言

っていました。だから，それを意識してどういうふうに和めるだろうかと考えながら行動

することが大切だと思います。 

Ｃ児：「特技発表をやってください」と誘うと，高齢者はうれしくなって気持ちも和むと思いま

す。 

Ｄ児：「寄りなせあいあい」の人が言っていたんですけど，「みんなが『寄りなせあいあい』のこ

とを大事にしているから，必要としているから，なくならないようにお金とかで協力して

くれる」って。だから，私は，地域の人に必要とされるように思ってもらわなくてはなら

ないと思います。 

Ｅ児：Ｄさんに付け足しで，ＡさんとＢさんとＣさんの考えがすべてつながって，「みんなが大事

に思ってくれているから協力してくれる」っていうのは，地域の人には「こういうお茶の

間があってほしいな」という願いがあるからだと思います。ぼくたちもそれと同じように，

「お茶の間」を大事にして，必要だなって思う…簡単に言えば，高齢者だけじゃなくて年

齢関係なく，みんなが大切だなって思える場所にすることが大切です。地域の人とぼくた

ちが，一緒にお茶の間をつくろうって思って，協力し合えることが大切だと思います。 

【資料１】共通点と相違点をまとめた関係図 

 

 
 

小単元１は，単元の導入において，課題を設定する場面であることから，「思考・判断・表現①」

の評価規準を設定した。 

小単元２は，「地域の茶の間」を持続可能な形で運営しているモデルケースの調査・体験活動を行

う。ここでは，モデルケースに関する情報をもとに高齢者の実態について分析し，概念的な知識の獲

得をしていく児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「思考・判断・表現②」及び「知識・

技能①」の評価規準を設定した。また，「地域の茶の間」の活動を通して感じた多様な意見に直接触

れることから，「主体的に学習に取り組む態度①」の評価規準を設定した。 

小単元３は，高齢者だけではなく地域の人に必要とされる「地域の茶の間」をつくろうとしていく

学習場面である。この場面は，「地域の茶の間」を繰り返し開催しながら高齢者に適切に関わる児童

の姿を見取る適切な評価場面であると考え，「知識・技能②」の評価規準を設定した。 

小単元４は，児童一人一人が課題に即して自らの学びについて振り返るとともに，地域との協働で

持続可能な「地域の茶の間」の継続を働きかけていく場面である。地域との協働で持続可能な「地域

の茶の間」を開催に向けて，自分の考えをまとめ，適切な方法で表現する児童の姿を見取る適切な評

価機会であると考え，「思考・判断・表現③」の評価規準を設定した。また，これまで学習してきた

ことのよさを振り返るとともに，今後の「地域の茶の間」への関わり方に関する態度を評価する機会

と捉え，「知識・技能③」及び「主体的に学習に取り組む態度②」の評価規準を設定した。 

 

 

４ 観点別学習状況の評価の進め方 

 

（１）具体的事例❶ 

①評価の場面 

単元の導入で，高齢者の孤独を解消するため取り組まれている「地域の茶の間」の活動が，

学校周辺地域では存在しないことを知った児童は，「高齢者のさみしい気持ちをなくすために，

地域の茶の間をつくろう」という学習課題を設定した。 

そして，小単元１で，実際に「地域の茶の間」を企画し，コミュニティーハウスを会場に借

り，チラシを配布するなどして地域に呼びかけ，複

数回の「地域の茶の間」を開催した。 

参加した高齢者から喜ばれ，活動の意味や価値

を実感した児童は，「自分たちが卒業してもずっと

高齢者のさみしい気持ちをなくせる地域の茶の間

をつくりたい」と願い，課題を更新した。「地域の

茶の間」の開催に留まらず，継続的に開催できる

「地域の茶の間」を生み出そうとしたのである。 
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しかし，どうすれば持続可能な「地

域の茶の間」の仕組みをつくることが

できるのか，具体的な方法が思いつか

ない。そこで，小単元２として，継続

して運営されている他の二つの「地域

の茶の間」の取組をモデルケースとし

て位置付け，調査・体験する活動に取

り組んだ。 

その後，【資料１】のように，この

二つの「地域の茶の間」の取組の共通

点と相違点を可視化し，収集した情報

を整理・分析した。 

本評価場面は，授業者が，学習課題の解決のために大切なことは何かを問い，それについて話

し合う言語活動を設定した場面である。 

 
②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「知識・技能①」】 

「「地地域域のの茶茶のの間間」」はは，，地地域域のの人人とと思思いいをを共共有有しし協協働働ししててつつくくるるここととでで，，持持続続可可能能ななももののととなな

るるここととをを理理解解ししてていいるる。。  

教師：「一時的ではなく，ずっと高齢者のさみしい思いをなくせる『お茶の間』」をつくるために

大切なことは何だろう？ 

Ａ児：私は，来てくれた人がどう思ってくれるかが大切だと思います。自分たちが「お茶の間」

をした時に，「若い人がやってくれるから気持ちが若くなった」と言われたからです。 

Ｂ児：「寄りなせあいあい」の人が「『お茶の間』は，来れば話せる相手がいて和める場所」と言

っていました。だから，それを意識してどういうふうに和めるだろうかと考えながら行動

することが大切だと思います。 

Ｃ児：「特技発表をやってください」と誘うと，高齢者はうれしくなって気持ちも和むと思いま

す。 

Ｄ児：「寄りなせあいあい」の人が言っていたんですけど，「みんなが『寄りなせあいあい』のこ

とを大事にしているから，必要としているから，なくならないようにお金とかで協力して

くれる」って。だから，私は，地域の人に必要とされるように思ってもらわなくてはなら

ないと思います。 

Ｅ児：Ｄさんに付け足しで，ＡさんとＢさんとＣさんの考えがすべてつながって，「みんなが大事

に思ってくれているから協力してくれる」っていうのは，地域の人には「こういうお茶の

間があってほしいな」という願いがあるからだと思います。ぼくたちもそれと同じように，

「お茶の間」を大事にして，必要だなって思う…簡単に言えば，高齢者だけじゃなくて年

齢関係なく，みんなが大切だなって思える場所にすることが大切です。地域の人とぼくた

ちが，一緒にお茶の間をつくろうって思って，協力し合えることが大切だと思います。 

【資料１】共通点と相違点をまとめた関係図 
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（２）具体的事例❷，具体的事例❸ 

①評価の場面 

小単元３において，児童は，参加した地域の誰にとっても必要な場にするには，活動をどの

ように工夫・改善すればよいかを考えた。その結果，高齢者の特技や地域の合唱サークルとの

コラボレーションの場を設けるなど，「地域の茶の間」を複数回開催した。その後，児童は最

終的に持続可能な「地域の茶の間」をつくるためには，「活動を支援し続けてくれたコミュニ

ティーハウスに主催を引き継ぎ，自分たちは協賛としてその活動に協力し続けるのがよい」と

考えた。 

こうして，小単元４の活動として，コミュニティーハウスの方々に自分たちの思いや願いを

語り，協働して持続可能な「地域の茶の間」を継続することを提案した。 

本評価場面は，単元の終末において，これまでの活動を通しての自分の変化を振り返り，作

文にまとめた場面である。 

 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「知識・技能②」】 

日日常常的的にに気気持持ちちののよよいい挨挨拶拶ををししたたりり，，分分かかりりややすすいい話話しし方方ををししたたりりししてて，，高高齢齢者者にに適適切切にに関関

わわっってていいるる。。  

 

活動場面において教師は，初対面の高齢者とも自分から話しかけて会話をしたり，昔の遊び

をしたりするＣ児の姿について，小単元１での姿と比較しながら行動観察をしている。当初，

Ｃ児はどの高齢者に対しても同じ挨拶をするなど形式的でぎこちない接し方だったが，「地域

の茶の間」を重ねていくにつれて，これまでの関わりに基づいて「こんにちは。先日は野菜の

間引き方について教えていただきありがとうございました。おかげで，教材園の野菜がみるみ

る育つようになりました。」と相手に応じて挨拶の内容を工夫していた。また，他の高齢者に

対しては，相手の表情で伝わり方を判断しながら，声の速さや大きさを変えた話し方をしてい

た。このような行動観察の結果から，Ｃ児は，特定の場面や状況だけではなく様々な状況で活

用可能な技能として他者との適切な関わり方を身に付けていると評価することができる。 

 

【評価規準「知識・技能③」】 

高高齢齢者者へへのの接接しし方方ななどど自自分分のの行行動動のの変変容容はは，，高高齢齢者者ととそそのの暮暮ららししににつついいてて探探究究的的にに学学んんだだ

ここととにによよるる成成果果ででああるるとと気気付付いいてていいるる。。  

 
＜Ｃ児の作文シートより＞ 

 以前は人見知りで，近所のお年寄りとあいさつするだけで顔をそらしていました。けれど，

今は年代が違うお年寄りにも顔をそらさないであいさつができるようになりました。お年寄

りの趣味や好きなことがお茶の間の学習をして分かり，お年寄りと話すことが多くなりまし

た。 

 次に，（県外で離れて暮らす）祖父母とのかかわり方です。以前は，祖父母の家に行っても，

 

 
 

【評価の結果】 

Ａ児，Ｂ児，Ｃ児は，考えの拠り所にしている体験や具体性という点においての違いはある

ものの，いずれも「高齢者の立場に立って，気持ちを考えることが大切だ」と認識していると

考えられる。しかし，この姿を評価規準に照らして判断すると，「地域との思いの共有や協働」

という視点で「地域の茶の間」の在り方を考えているとは言えないと判断できる。 

一方，Ｄ児は，前述の３人とは異なり，資料１のモデルケースで得た情報を整理することで，

高齢者だけではなく，地域の理解や協力があって初めて持続可能な「地域の茶の間」が成り立

つことを理解し，地域の人にとって必要な場とならなければならないと考えている。これは，

「一人暮らしの高齢者に留まらず，地域の人の立場に立って考えることも大切だ」と認識して

いる姿であり，「地域との協働」という点において，考えが広がってきている姿である。 

そして，最後に発言したＥ児は，これら二つの考え方を統合的に捉えることで，「『地域の茶

の間』は，一人暮らしの高齢者のためだけではなく，年齢の枠を超えて地域のみんなにとって

大切だと思える場であり，地域との協働でつくることが大切だ」との認識に至ったと判断でき

る。この姿は，まさに，対話を通して事実的知識をつないで構造化し，持続可能な「地域の茶

の間」の在り方についての概念的知識を創り出した姿である。 

このことから，Ｅ児は，概念的知識として「高齢者のくらしを支える人々の取組や思いを基

に，『地域の茶の間』は，地域の人と思いを共有し，協働でつくることで持続可能なものとな

ること」を形成したと評価できる。 

授業者はこの話合いの後，一連のやり取りにおける相互作用を，Ｅ児以外の児童の概念的知

識の形成に機能させるため，「一時的ではなく，ずっと高齢者のさみしい思いをなくせるお茶

の間」をつくるためには？」というテーマで自分の考えを作文シートに書く場面を設定した。 

＜Ｂ児の作文シートより＞ 

 私は，今まで，高齢者がどういうふうに和めるか

を考えることが大切だと思っていました。今日の

話合いで「地域の茶の間」を地域の人と私たちで協

力してつくることも大切だと気付きました。「地域

の茶の間」を地域の人と一緒にやるには，まず，地

域の人に必要とされないといけないと思います。  

そのために，地域の人が必要とする「茶の間」に

ついて取材をして，自分たちができることを考え

たいです。 

作文の記述と関係図から，当初は「（高齢者の立場に立って）どういうふうに和めるだろう

かを考えることが大切だ」と考えていたＢ児も，話合いを通して得た他の児童の考えや意見を

聞いて，高齢者だけではなく地域の人との協働の必要性を理解し，「高齢者のくらしを支える

人々の取組や思いを基に，『地域の茶の間』は，地域の人と思いを共有し，協働でつくること

で持続可能なものとなる」といった概念的知識を形成していると評価できる。 
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（２）具体的事例❷，具体的事例❸ 

①評価の場面 

小単元３において，児童は，参加した地域の誰にとっても必要な場にするには，活動をどの

ように工夫・改善すればよいかを考えた。その結果，高齢者の特技や地域の合唱サークルとの

コラボレーションの場を設けるなど，「地域の茶の間」を複数回開催した。その後，児童は最

終的に持続可能な「地域の茶の間」をつくるためには，「活動を支援し続けてくれたコミュニ

ティーハウスに主催を引き継ぎ，自分たちは協賛としてその活動に協力し続けるのがよい」と

考えた。 

こうして，小単元４の活動として，コミュニティーハウスの方々に自分たちの思いや願いを

語り，協働して持続可能な「地域の茶の間」を継続することを提案した。 

本評価場面は，単元の終末において，これまでの活動を通しての自分の変化を振り返り，作

文にまとめた場面である。 

 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「知識・技能②」】 

日日常常的的にに気気持持ちちののよよいい挨挨拶拶ををししたたりり，，分分かかりりややすすいい話話しし方方ををししたたりりししてて，，高高齢齢者者にに適適切切にに関関

わわっってていいるる。。  

 

活動場面において教師は，初対面の高齢者とも自分から話しかけて会話をしたり，昔の遊び

をしたりするＣ児の姿について，小単元１での姿と比較しながら行動観察をしている。当初，

Ｃ児はどの高齢者に対しても同じ挨拶をするなど形式的でぎこちない接し方だったが，「地域

の茶の間」を重ねていくにつれて，これまでの関わりに基づいて「こんにちは。先日は野菜の

間引き方について教えていただきありがとうございました。おかげで，教材園の野菜がみるみ

る育つようになりました。」と相手に応じて挨拶の内容を工夫していた。また，他の高齢者に

対しては，相手の表情で伝わり方を判断しながら，声の速さや大きさを変えた話し方をしてい

た。このような行動観察の結果から，Ｃ児は，特定の場面や状況だけではなく様々な状況で活

用可能な技能として他者との適切な関わり方を身に付けていると評価することができる。 

 

【評価規準「知識・技能③」】 

高高齢齢者者へへのの接接しし方方ななどど自自分分のの行行動動のの変変容容はは，，高高齢齢者者ととそそのの暮暮ららししににつついいてて探探究究的的にに学学んんだだ

ここととにによよるる成成果果ででああるるとと気気付付いいてていいるる。。  

 
＜Ｃ児の作文シートより＞ 

 以前は人見知りで，近所のお年寄りとあいさつするだけで顔をそらしていました。けれど，

今は年代が違うお年寄りにも顔をそらさないであいさつができるようになりました。お年寄

りの趣味や好きなことがお茶の間の学習をして分かり，お年寄りと話すことが多くなりまし

た。 

 次に，（県外で離れて暮らす）祖父母とのかかわり方です。以前は，祖父母の家に行っても，
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総合的な学習の時間  事例３ 

キーワード 指導と評価の計画，「思考・判断・表現」の評価，児童の学習の姿と見取り 

 

単元名  内容のまとまり 

 川の美しさを取り戻そう（第４学年） 
 

「環境」（全 70時間） 

 

本単元は，全体計画に定めた探究課題「地域の自

然や環境と，その保全に関わる人々の思いや願い」

を踏まえて構想した単元である。地域の身近な川の

環境と保全に向けて，自分たちの力でできることに

取り組み，自分と地域の環境や人々との関わりにつ

いて考え，行動できるようにすることをねらったも

のである。 

 

１ 単元の目標  

 住吉川の環境について調べたり，その保全に向けた活動に協働して取り組んだりすることを通し

て，環境保全に関する具体的な取組について考え，環境を守る活動を続ける人々や組織の意図や願い

を理解するとともに，住吉川とのつながりを意識しながら行動したり生活したりできるようにする。 

 
２ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

規

準 

①住吉川の環境には，独自

の特徴があることを理解

するとともに，その環境

を後世に残していこうと

活動を続けている人や組

織の存在，思いに気付い

ている。 

②住吉川にすむ生物の状況

を捉えるために，生物種

や生息環境に応じた方法

でフィールドワークを実

施している。 

③住吉川の環境と自分たち

の生活には関連があるこ

との理解は，川とそこに

生息する生き物との関係

を探究的に学習してきた

ことの成果であると気付

いている。 

①住吉川の上流と中・下流の様子

の比較から，河川の状況と生物

との関わりについて課題を設定

するとともに，解決に必要な調

査方法を明確にしながらフィー

ルドワークの計画を立ててい

る。 

②住吉川の現状をよりよく理解す

るために必要な情報を，調査す

る対象に応じた方法を選びなが

ら収集している。 

 

③住吉川の環境を守る活動を進め

るために，事象を比較したり関

連付けたりして理由や根拠を明

らかにし，具体的な活動を決定

している。 

④川の環境保全に向けた自分の考

えを，表現方法の特徴や表現の

目的に合わせて分かりやすくま

とめている。 

①住吉川とそこに住む生物

の関係を明らかにすると

いう目的に向け，自分自

身で設定した課題の価値

を理解している。 

 

 

②自分と異なる意見や考え

を生かしながら，協働的

に探究活動に取り組んで

いる。 

 

③自分と川や地域の人々等

とのつながりに気付き，

地域の活動に参加すると

ともに，地域のためにで

きることを考え行動して

いる。 

 

 

 

 
 

自分の両親と話をすることが多かったです。でも，お年寄りのさみしさなどが分かってから自

然と話せるようになりました。 
 

【評価の結果】 

単元の最後に，単元を通した自分の変化を振り返り，作文にまとめる場面を設けた。この作

文シートの記述からは，Ｃ児が，それまでは十分にできていなかった地域の高齢者や祖父母と

より自然で豊かにかかわれるようになったことを自己の成長として実感していることが見て

取れる。また，「地域の茶の間の学習をして」と記述していることから，探究的な学びを続け

てきたからこそ，学んだことが自分の生活と深く関わっていることに気付き，そのことが自己

の成長につながっていると感じている。自己の成長の背景には，本単元で高齢者とその暮らし

について学んだことがあることを自覚していると評価することができる。 
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総合的な学習の時間  事例３ 

キーワード 指導と評価の計画，「思考・判断・表現」の評価，児童の学習の姿と見取り 

 

単元名  内容のまとまり 

 川の美しさを取り戻そう（第４学年） 
 

「環境」（全 70時間） 

 

本単元は，全体計画に定めた探究課題「地域の自

然や環境と，その保全に関わる人々の思いや願い」

を踏まえて構想した単元である。地域の身近な川の

環境と保全に向けて，自分たちの力でできることに

取り組み，自分と地域の環境や人々との関わりにつ

いて考え，行動できるようにすることをねらったも

のである。 

 

１ 単元の目標  

 住吉川の環境について調べたり，その保全に向けた活動に協働して取り組んだりすることを通し

て，環境保全に関する具体的な取組について考え，環境を守る活動を続ける人々や組織の意図や願い

を理解するとともに，住吉川とのつながりを意識しながら行動したり生活したりできるようにする。 

 
２ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

規

準 

①住吉川の環境には，独自

の特徴があることを理解

するとともに，その環境

を後世に残していこうと

活動を続けている人や組

織の存在，思いに気付い

ている。 

②住吉川にすむ生物の状況

を捉えるために，生物種

や生息環境に応じた方法

でフィールドワークを実

施している。 

③住吉川の環境と自分たち

の生活には関連があるこ

との理解は，川とそこに

生息する生き物との関係

を探究的に学習してきた

ことの成果であると気付

いている。 

①住吉川の上流と中・下流の様子

の比較から，河川の状況と生物

との関わりについて課題を設定

するとともに，解決に必要な調

査方法を明確にしながらフィー

ルドワークの計画を立ててい

る。 

②住吉川の現状をよりよく理解す

るために必要な情報を，調査す

る対象に応じた方法を選びなが

ら収集している。 

 

③住吉川の環境を守る活動を進め

るために，事象を比較したり関

連付けたりして理由や根拠を明

らかにし，具体的な活動を決定

している。 

④川の環境保全に向けた自分の考

えを，表現方法の特徴や表現の

目的に合わせて分かりやすくま

とめている。 

①住吉川とそこに住む生物

の関係を明らかにすると

いう目的に向け，自分自

身で設定した課題の価値

を理解している。 

 

 

②自分と異なる意見や考え

を生かしながら，協働的

に探究活動に取り組んで

いる。 

 

③自分と川や地域の人々等

とのつながりに気付き，

地域の活動に参加すると

ともに，地域のためにで

きることを考え行動して

いる。 
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小単元２は，川の環境保全に取り組んでいる人や組織と関わりながら，自らも川の自然を守る活動

を行う。ここでは，川の調査や周辺住民へのインタビューなどのフィールドワークを繰り返すことで 

適切に関わる児童の姿を見取る適切な評価場面であると考え，「知識・技能②」の評価規準を設定し

た。また，対象に応じて適切に情報収集をしたり，川を守る活動を進めるために根拠を明らかにして

具体的な活動を決定したりする児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「思考・判断・表現

②③」の評価規準を設定した。さらに，多様な考え方に触れながら具体的な活動を協働的に進めてい

く態度を評価する機会と捉え，「主体的に学習に取り組む態度②」の評価規準を設定した。 

 小単元３は，自分たちの活動を地域にも広げるとともに，これからの自分たちの行動について考え

ようとしていく学習場面である。この場面は，住吉川の環境保全に関する概念的な知識を獲得すると

ともに，活動を振り返ることを通して探究的に学んできたことのよさを理解する児童の姿を見取る

適切な評価機会であると考え，「知識・技能①③」の評価規準を設定した。また，目的に合わせて自

分の考えを分かりやすく表現する児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「思考・判断・表

現④」の評価規準，さらに，地域との関わりを意識しながら川への関わりを続けていこうとする態度

を評価する機会と捉え，「主体的に学習に取り組む態度③」の評価規準を設定した。 

 

４ 観点別学習状況の評価の進め方 

 

（１）具体的事例❶ 

  ①評価の場面 

本評価場面は，地域の住吉川を探検する体験活動を通して，子供たちが川の問題状況を把握

し，そこでの気付きを出し合い共有する中で，自分たちが解決を目指す課題をつくり出すこと

をねらった場面である。 

  

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

  【評価規準「思考・判断・表現①」】 

住住吉吉川川のの上上流流とと中中・・下下流流のの様様子子のの比比較較かからら，，河河川川のの状状況況とと生生物物ととのの関関わわりりににつついいてて課課題題をを設設

定定すするるととととももにに，，解解決決にに必必要要なな調調査査方方法法をを明明確確ににししななががららフフィィーールルドドワワーーククのの計計画画をを立立てててて

いいるる。。  

 

 
 
 
 
 
 
Ａ児は，住吉川の探検を通して川が汚れている状況を捉えている。さらに，川の上流ではホタルが

見られたことから，生き物の存在をもとに川の状態の違いを捉えている。川やホタルの様子について

興味をもち始めた段階ではあるが，「河川の状況と生物との関わりについて課題をつくりだした」段

【Ａ児の課題カードの記述】 

 住吉川のそばを歩いていると，油がういていたり，まわりにゴミが落ちていたりしていて，

よごれていることが分かりました。別の日に，家の人や友達，先生といっしょに川の上流に行

ってみました。すると，たくさんのホタルが飛んでいました。そこにはホタルのほかにもいろ

いろな生き物がいました。川の上の方にだけホタルがいたので，ホタルはどんなところに住ん

でいるのだろうと思いました。 

 

 
 

３ 指導と評価の計画（70 時間） 

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 住吉川の様子

をさぐろう。

(15) 

・川の中流，下流，上流のそれぞれを探検し，それ

ぞれの特徴をまとめる。 

・ホタルがいる上流の様子と，油や泡，ゴミなどが

ある中・下流の様子を比較する。       

   

 

① 

 

 

・行動観察 

・記録シート 

・比較から生じたギャップから問題状況を捉え，

「川の美しさを取り戻そう」という単元を通し

た課題を設定する。  

      具体的事例❶「思考・判断・表現①」 

 ① 

 

 ・発言内容 

・課題カード 

２ 住吉川の美し

さを取り戻すた

めの活動を考え

て実行しよう。

(35) 

・川の美しさを取り戻すための活動を進めるため

に，川の調査や周辺住民へのインタビューから

必要な情報を集める。 

具体的事例❷「思考・判断・表現②」

・川の環境を守る取組を進めている「ホタルを増

やす会」の人の話を聞く。 

② 

 

② 

 

 

 

 

・行動観察 

・調査シート  

・調査したことや聞いたこと等を整理して，川の

美しさを取り戻すための具体的な活動を考え

る。   具体的事例❸「思考・判断・表現③」 

 ③ 

 

 ・発言内容 

・表現物 

 

・川の美しさを取り戻すために考えた活動を実行

する。 

  ② ・行動観察 

・取組カード 

３ 地域とともに

活動を行い，こ

れからの自分た

ちの行動につい

て考えよう。

(20) 

・様々な人や組織が住吉川の環境保全に関わって

いることを振り返る。  

① 

 

  ・発言内容 

・振り返りカード 

・地域の人に川への関心を高めてもらうための活

動を企画する。 

  ③ ・発言内容 

・ワークシート 

・家庭でできる川を汚さない方法を伝える，川掃除

会を開催する，「ホタルを増やす会」の活動に参

加するなど，実行に向けた準備を進める。 

具体的事例❹「思考・判断・表現④」 

 ④ 

 

 

 ・発言内容 

・ワークシート 

・今後の自分たちと地域との関わりや環境との関

わりについて，これまでの活動を振り返ってま

とめる。 

③   ・発言内容 

・作文カード 

本単元は，中心的な学習活動を，地域を流れる住吉川の環境保全に向けた具体的な活動とした上で，

以下に示す三つの小単元で構成するとともに，評価場面については，小単元ごとの学習活動や学習場

面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，次のような意図をもって設定した。 

小単元１は，単元の導入において，課題を設定する場面であることから，「思考・判断・表現①」

の評価規準を設定した。また，川を実際に探検することを通して感じた問いの価値に迫ることが期待

できることから，「主体的に学習に取り組む態度①」の評価規準を設定した。 

- 64 -

第３編
事例３



 

 
 

小単元２は，川の環境保全に取り組んでいる人や組織と関わりながら，自らも川の自然を守る活動

を行う。ここでは，川の調査や周辺住民へのインタビューなどのフィールドワークを繰り返すことで 

適切に関わる児童の姿を見取る適切な評価場面であると考え，「知識・技能②」の評価規準を設定し

た。また，対象に応じて適切に情報収集をしたり，川を守る活動を進めるために根拠を明らかにして

具体的な活動を決定したりする児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「思考・判断・表現

②③」の評価規準を設定した。さらに，多様な考え方に触れながら具体的な活動を協働的に進めてい

く態度を評価する機会と捉え，「主体的に学習に取り組む態度②」の評価規準を設定した。 

 小単元３は，自分たちの活動を地域にも広げるとともに，これからの自分たちの行動について考え

ようとしていく学習場面である。この場面は，住吉川の環境保全に関する概念的な知識を獲得すると

ともに，活動を振り返ることを通して探究的に学んできたことのよさを理解する児童の姿を見取る

適切な評価機会であると考え，「知識・技能①③」の評価規準を設定した。また，目的に合わせて自

分の考えを分かりやすく表現する児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「思考・判断・表

現④」の評価規準，さらに，地域との関わりを意識しながら川への関わりを続けていこうとする態度

を評価する機会と捉え，「主体的に学習に取り組む態度③」の評価規準を設定した。 

 

４ 観点別学習状況の評価の進め方 

 

（１）具体的事例❶ 

  ①評価の場面 

本評価場面は，地域の住吉川を探検する体験活動を通して，子供たちが川の問題状況を把握

し，そこでの気付きを出し合い共有する中で，自分たちが解決を目指す課題をつくり出すこと

をねらった場面である。 

  

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

  【評価規準「思考・判断・表現①」】 

住住吉吉川川のの上上流流とと中中・・下下流流のの様様子子のの比比較較かからら，，河河川川のの状状況況とと生生物物ととのの関関わわりりににつついいてて課課題題をを設設

定定すするるととととももにに，，解解決決にに必必要要なな調調査査方方法法をを明明確確ににししななががららフフィィーールルドドワワーーククのの計計画画をを立立てててて

いいるる。。  

 

 
 
 
 
 
 
Ａ児は，住吉川の探検を通して川が汚れている状況を捉えている。さらに，川の上流ではホタルが

見られたことから，生き物の存在をもとに川の状態の違いを捉えている。川やホタルの様子について

興味をもち始めた段階ではあるが，「河川の状況と生物との関わりについて課題をつくりだした」段

【Ａ児の課題カードの記述】 

 住吉川のそばを歩いていると，油がういていたり，まわりにゴミが落ちていたりしていて，

よごれていることが分かりました。別の日に，家の人や友達，先生といっしょに川の上流に行

ってみました。すると，たくさんのホタルが飛んでいました。そこにはホタルのほかにもいろ

いろな生き物がいました。川の上の方にだけホタルがいたので，ホタルはどんなところに住ん

でいるのだろうと思いました。 

- 65 -

第３編
事例３



 

 
 

【写真１】自分たちの力でできること 
 
次に，教師は川の「何を」詳しく調べたらよいのかを明らかにする場を設けることにした。子供た

ちからは，「汚れの原因を調べたい。」「油や泡，ゴミがあるのはわかるけど，水そのものはどのくら

い汚れているのかを調べたい。」「近くに住んでいる人たちは川をどう思っているのか聞いてみたい。」

「川をきれいにする活動がいつから始まって，どんなことをしているのか取材したい。」という発言

があった。そこで「水や川の周辺の汚れとその程度」「周辺住民の関心」「今までの取組」を調べるこ

とを確認し，そのための方法を話し合うことにした。 

Ａ児：汚れている原因を調べるためには，川の様子を見に行かなきゃいけないと思う。特に，油や

泡が浮いている原因は分からないから，近くの人に聞いてみたらいいと思います。 

Ｂ児：Ａさんに付け足しで，ゴミや油は見てすぐわかるけど，水が汚れているかどうかは見ただけ

じゃ分からない。どうやって調べたらいいのかな。 

Ｃ児：水の汚れを調べる方法を調べてみたらいいと思うよ。 

Ｂ児：なるほど。理科の先生に聞いてみよう。 

Ｄ児：さっき，Ａさんが「近くの人に聞いてみたらいい」って言ったけど，油や泡が浮いている原

因とあわせて，川が汚れていることをどう思うかも一緒に聞いてみたらどうだろう。 

Ｅ児：川の探検にいったときに，川をきれいにしている活動をしている人たちが作った看板があっ

たでしょ。「ホタルを増やす会」もあるから，そのことを知っていますかって近くの人たち

に聞いてみるのもいいかも。それから，「ホタルを増やす会」の人たちが，今までにどんな

ことをしてきたのかについて，会って直接聞いてみたらいいと思います。 
対話の内容から，子供たちは「川をきれいにす

るための活動を進めるために川の様子を再度調

べる」という目的に照らして，「調べる内容」と

「対象」に応じた「方法」を考えていることがう

かがえる。情報収集の方法を自ら選択すること

が，自覚的な情報収集につながることになる。 

教師は，情報収集の内容や方法，収集した結果

等を【資料１】のように表にまとめて共有し蓄積

することとした。 

 
【資料１】調べた内容・方法・結果・考察をまとめた一覧 

 

 
 

階には至っていない。Ａ児同様，多くの子供たちが，中流や下流では見られないホタルが上流でのみ

見られることに気付いている状況があったことから，ホタルの生態について調べることにした。 

Ａ児は，体験活動での気付きと，ホタルについて調べたことやホタルを増やす活動に取り組む大人

の存在等を知ったことを関連付け，「ホタルをもっと増やすことができるように，汚れている川を自

分たちの力できれいにしたい」という思いをもった。このような思いの実現に向け，振り返りには，

ホタルのえさとなるカワニナの生息状況を調べることで，河川と生物との関係を明らかにしようと

見通している。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が育成されていると考えることができる。 

 
（２）具体的事例❷ 

  ①評価の場面 

児童は，住吉川に関する必要な情報を，観察，実験，見学，調査，探索，追体験等を行い収

集する。その際，情報収集の手段を児童自ら選択したり，課題解決のために必要な情報を収集

し蓄積したりするなどの姿が期待される。 

 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

  【評価規準「思考・判断・表現②」】 

住住吉吉川川のの現現状状ををよよりりよよくく理理解解すするるたためめにに必必要要なな情情報報をを，，調調査査すするる対対象象にに応応じじたた適適切切なな方方法法

でで収収集集ししてていいるる。。  

 

住吉川の美しさを取りもどすために，汚れている川を自分たちの力できれいにしたい」という課題

意識をもった児童は，自分たちの力でできることを考えた（【写真１】）。板書からも分かるように，

この段階では，「水を抜いて川底をきれいにする」，「ごみを捨てた人にわけを聞く」など，現実的で

はない考えが多い。 

そこで教師は，上流と中下流の様子を写真で提示し，川の汚れと生き物の様子に視点をあてること

とした。Ａ児の「取り組む活動を決める前に，川のことをもっと調べないといけない」という発言か

ら，川の様子について詳しく調べた上で活動を考えていくことになった。 

 
 

【ホタルの生態について調べたＡ児の振り返り（課題カード）】 

 ぼくたちはホタルが住む場所や食べ物などについて調べました。ホタルの幼虫はカワニナを食

べます。このカワニナがきれいな川の底に住んでいることがわかりました。たんけんした川の近

くに，川をきれいにする活動をしている人たちがいることがわかる看板がありました。また，「ホ

タルを増やす会」があることもわかりました。ぼくも，ホタルをもっと増やすことができるよう

に，よごれている今の住吉川を自分たちの力できれいにするためにできることをやってみたい，

と思いました。そのためには，ホタルが住んでいる場所とそうでない場所の違いをもっとくわし

く調べなくてはなりません。ぼくは，えさになるカワニナが住んでいる場所の水温や川底の様子

について調べると，ホタルとの関係が分かると思うので，調べようと思います。 
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【写真１】自分たちの力でできること 
 
次に，教師は川の「何を」詳しく調べたらよいのかを明らかにする場を設けることにした。子供た

ちからは，「汚れの原因を調べたい。」「油や泡，ゴミがあるのはわかるけど，水そのものはどのくら

い汚れているのかを調べたい。」「近くに住んでいる人たちは川をどう思っているのか聞いてみたい。」

「川をきれいにする活動がいつから始まって，どんなことをしているのか取材したい。」という発言

があった。そこで「水や川の周辺の汚れとその程度」「周辺住民の関心」「今までの取組」を調べるこ

とを確認し，そのための方法を話し合うことにした。 

Ａ児：汚れている原因を調べるためには，川の様子を見に行かなきゃいけないと思う。特に，油や

泡が浮いている原因は分からないから，近くの人に聞いてみたらいいと思います。 

Ｂ児：Ａさんに付け足しで，ゴミや油は見てすぐわかるけど，水が汚れているかどうかは見ただけ

じゃ分からない。どうやって調べたらいいのかな。 

Ｃ児：水の汚れを調べる方法を調べてみたらいいと思うよ。 

Ｂ児：なるほど。理科の先生に聞いてみよう。 

Ｄ児：さっき，Ａさんが「近くの人に聞いてみたらいい」って言ったけど，油や泡が浮いている原

因とあわせて，川が汚れていることをどう思うかも一緒に聞いてみたらどうだろう。 

Ｅ児：川の探検にいったときに，川をきれいにしている活動をしている人たちが作った看板があっ

たでしょ。「ホタルを増やす会」もあるから，そのことを知っていますかって近くの人たち

に聞いてみるのもいいかも。それから，「ホタルを増やす会」の人たちが，今までにどんな

ことをしてきたのかについて，会って直接聞いてみたらいいと思います。 
対話の内容から，子供たちは「川をきれいにす

るための活動を進めるために川の様子を再度調

べる」という目的に照らして，「調べる内容」と

「対象」に応じた「方法」を考えていることがう

かがえる。情報収集の方法を自ら選択すること

が，自覚的な情報収集につながることになる。 

教師は，情報収集の内容や方法，収集した結果

等を【資料１】のように表にまとめて共有し蓄積

することとした。 

 
【資料１】調べた内容・方法・結果・考察をまとめた一覧 
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この記述から，Ｃ児は川について調べた内容と結果，自分の考察を関連付けて，「残り物を流さな

い」「ポスターなどをつくって配る」などの「できそうなこと」を考えていることが分かる。この後，

全体交流でこれら個別のアイディアを分類し検討する場を設けたところ，川の美しさを取り戻すた

めの具体的な活動に「自分たちがする」「みんなでする」という新たな視点が見付かった。 

 

 

写真２は，この全体交流時の板書である。Ｃ児は，「自分たちがすることと，地域の人向けにでき

ることがありそう」と発言し，続けて，「川のよごれの原因が生活はい水だということを考えると，

まず，自分たちができそうなことがあります。それは，川の周りに住んでいる人たちに呼びかけると

いうことです。なぜかというと，川の汚れやホタルがいることを知っているかインタビューしたとき，

【写真２】座標軸 

【表１】Ｃ児のワークシート 

 

 
 

このような一連の情報収集活動について，Ｂ児は次のように振り返っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ児は，一連の情報収集活動から川の現状を捉えるとともに，川が汚れる原因を見いだし考察して

いる。「汚れている川をきれいにするため」には，「自分たちの家から出る生活排水」を見直す必要が

あると考え，家庭における生活排水について詳しく調べることや，地域の人にも知らせるという活動

の方向性についても言及している。このような一連の学習過程を見通した振り返りの記述から，評価

規準に示す資質・能力が育成されていると考えることができる。 

 
（３）具体的事例❸ 

  ①評価の場面 

住吉川に関する多様な情報を整理したり分析したりして思考する活動へと高める整理・分

析場面においては，個別の情報を種類ごとに分けて整理したり，細分化して因果関係を導き出

したりして分析するといった学習活動が展開される。このような場面においては，問題状況に

おける事実や関係を把握したり，多様な情報にある特徴を見付けたり，事象を比較したり関連

付けたりして課題解決に向けて考えるなどの姿が期待される。 

  

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

  【評価規準「思考・判断・表現③」】 

住住吉吉川川のの環環境境をを守守るる活活動動をを進進めめるるたためめにに，，事事象象をを比比較較ししたたりり関関連連付付けけたたりりししてて理理由由やや根根拠拠

をを明明ららかかににしし，，具具体体的的なな活活動動をを決決定定ししてていいるる。。  
 
児童は，情報収集の結果を踏まえ，今後の活動について考えることにした。まずは，情報収集の際

に整理した表を用いてできそうな活動を考えていくことにした。Ｃ児のワークシートを紹介する（【表

１】）。 

 

 

 

【Ｂ児の調査シート】 

 自分たちで調べる内容とやり方を決めて，川の様子を調べました。川の水をパックテストで調

べたり，川の様子を何度も見学したり，「ホタルを増やす会」の I さんにお話を聞いたりしまし

た。パックテストで，川がよごれる原因が分かりました。おどろいたのは，自分たちの家から出

る生活はい水が川をよごす大きな原因になっているということです。ということは，家から出る

水をきれいにするというか，よごれた水を出さないようにすればいいんじゃないかと思いまし

た。また，川の中や周りにゴミが多いのは，ポイすてしているからと考えました。生活はい水に

ついて調べてみたいと思ったし，自分の家でできることもあると思うので，家庭の中のことをも

っと調べたいと思いました。I さんにインタビューしてみて，住吉川がよごれていることやホタ

ルがいることがあまり知られていなかったことにもおどろきました。だから，地いきの人たちに

もこのことを知らせたり，一緒に活動したりするほうがいいと思いました。 
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この記述から，Ｃ児は川について調べた内容と結果，自分の考察を関連付けて，「残り物を流さな

い」「ポスターなどをつくって配る」などの「できそうなこと」を考えていることが分かる。この後，

全体交流でこれら個別のアイディアを分類し検討する場を設けたところ，川の美しさを取り戻すた

めの具体的な活動に「自分たちがする」「みんなでする」という新たな視点が見付かった。 

 

 

写真２は，この全体交流時の板書である。Ｃ児は，「自分たちがすることと，地域の人向けにでき

ることがありそう」と発言し，続けて，「川のよごれの原因が生活はい水だということを考えると，

まず，自分たちができそうなことがあります。それは，川の周りに住んでいる人たちに呼びかけると

いうことです。なぜかというと，川の汚れやホタルがいることを知っているかインタビューしたとき，

【写真２】座標軸 

【表１】Ｃ児のワークシート 
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ょう」って書いているけど，さっきのクイズと同じような感じがする。 

教師：どちらも，呼びかけるには不十分ということかな？ 

Ｈ児：私たちがなぜ川をきれいにしようと考えているのか，どれだけ本気で活動しているかについ

て，もっと伝わるように書いたほうがいいと思います。 

Ｆ児：Ｈさんに賛成で，地域の人たちにもっと関心をもってもらえるようにするために，今の川の

様子や汚れの原因をチラシに書くといいと思います。例えば，川が汚れる原因は生活排水や

ゴミのポイ捨て，つまり自分たちも関係があるということを伝えたらいいと思います。 

Ｇ児：地域の人たちは，川の上流にホタルがいることを知らなかったでしょう。だから，汚れてい

たりにおいがあったりした中流や下流の様子と，ホタルが飛んでいてきれいだった上流の

様子の違いにおどろいた自分たちの感想をポスターに書いたらどうかな。ホタルの写真を

使うと，ぱっと見てわかると思うよ。 

Ｈ児：チラシで「きれいにしたい思い」「自分たちが衝撃を受けたこと」「地域の人たちの中にも川

をきれいにしようとしている人たちがいること」「ホタルを守ろうとしている人がいるこ

と」を伝えるとよい。今はまだ少ないけど。僕たちがそういう人たちのことや，川の汚れの

原因や今の様子，自分たちも本気で活動してきたことを地域の人たちにもっと知らせたほ

うがいい。そんなチラシになったら，活動に参加してくれる人も出てくると思う。 

Ｇ児：地域の人たちにもっと関心をもってもらえるように，ポスターやチラシの内容を考え直すと

いいね。 

【写真３】チラシ，ポスターの比較と内容の検討 

 
ポスターやチラシの特徴を考えながら，表現方法や目的，内容を意識した発言が続いた。Ｆ児，Ｇ

児，Ｈ児は，表現方法の違いを踏まえつつ，川への関心がそれほど高くない地域の人を対象にして呼

びかけていくことが重要であると考えている。また，川の汚れの原因が自分たちも含めた地域住民に

もあること，川の環境を守ろうとしている人が存在していることなどにも触れることが参加人数を

増やすために大切であると考えている。こうした姿からＦ児，Ｇ児，Ｈ児は評価規準に示す資質・能

力が育成されていると考えることができる。 

 

 
 

知らない人がとても多かったからです。みんなが毎日気をつけたら，川もこれ以上よごれないと思い

ます。」と，自分の考えを座標軸の「自分たちで」「すぐにできそう」で囲まれた部分に位置付けなが

ら発言した。このように，考えた理由や根拠を明らかにして説明している様子から，Ｃ児について評

価規準に示す資質・能力が育成されていると考えることができる。 

 

（４）具体的事例❹ 

  ①評価の場面 

地域の人に川への関心を高めてもらうためには，調査結果等をレポートや新聞，ポスターに

まとめたり，写真やグラフ，図などを使ってプレゼンテーションとして表現したりすることな

どが考えられる。この場面においては，各教科等で身に付けた力を発揮し，相手や目的に応じ

て分かりやすくまとめて表現する姿が期待される。 

 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

  【評価規準「思考・判断・表現④」】 

川の環境保全に向けた自分の考えを，表現方法の特徴や表現の目的に合わせて分かりやす

くまとめている。 

 

川の環境を保つために，多くの人に川をきれいにする活動に参加してもらいたいと考えた児童は，

地域の人にポスターやチラシで呼びかけることにした。ポスターやチラシは，自分たちの活動の目的

や活動内容を紹介するとともに，地域の人々に参加を呼びかけるものである。実際に作成したチラシ

やポスターの案について，教職員や保護者等から意見をもらう場を設けたところ，地域の人を不快に

させてしまったり，誤解を招いたりするおそれがある表現であることが指摘された。また，チラシや

ポスターの特徴を十分生かしたものになっていないという意見もあった。そこで，内容や構成を再検

討する必要が出てきた。 

以下は，その話合いの様子である。 

 

Ｆ児：ポスターとチラシでは，大きさが違うよね。 

Ｇ児：ポスターは大きいから書かれていることがぱっと見ただけでわかるようになっている。チラ

シはもらった人がじっくり見ることができるよ。 

Ｈ児：チラシだと書きたいことを文章でくわしく書いて伝えられる。ポスターは絵や色を工夫して

ぱっと伝えることができるね。 

（Ｆ児・Ｇ児・Ｈ児ともに，ポスターとチラシの特徴を捉えていることがうかがえる。この段

階では，表現内容の再構成まで至っていないため，教師はチラシやポスターに書かれている

内容を再検討するよう促すことにした。） 

教師：それぞれの特徴が見えてきたね。実際の作品はどうだろうか。 

Ｆ児：川の汚れについては書いてあるよ。 

Ｇ児：このポスターは「川のどこが汚れているでしょう？」ってクイズにしているけど，これだけ

では「川をきれいにしよう」とは思わないんじゃないかな。答えも解説も同じ場所に書かれ

ているし。 

Ｆ児：このチラシは，「このままだと川が汚くなっていくから，ごみを捨てないように心がけまし
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ょう」って書いているけど，さっきのクイズと同じような感じがする。 

教師：どちらも，呼びかけるには不十分ということかな？ 

Ｈ児：私たちがなぜ川をきれいにしようと考えているのか，どれだけ本気で活動しているかについ

て，もっと伝わるように書いたほうがいいと思います。 

Ｆ児：Ｈさんに賛成で，地域の人たちにもっと関心をもってもらえるようにするために，今の川の

様子や汚れの原因をチラシに書くといいと思います。例えば，川が汚れる原因は生活排水や

ゴミのポイ捨て，つまり自分たちも関係があるということを伝えたらいいと思います。 

Ｇ児：地域の人たちは，川の上流にホタルがいることを知らなかったでしょう。だから，汚れてい

たりにおいがあったりした中流や下流の様子と，ホタルが飛んでいてきれいだった上流の

様子の違いにおどろいた自分たちの感想をポスターに書いたらどうかな。ホタルの写真を

使うと，ぱっと見てわかると思うよ。 

Ｈ児：チラシで「きれいにしたい思い」「自分たちが衝撃を受けたこと」「地域の人たちの中にも川

をきれいにしようとしている人たちがいること」「ホタルを守ろうとしている人がいるこ

と」を伝えるとよい。今はまだ少ないけど。僕たちがそういう人たちのことや，川の汚れの

原因や今の様子，自分たちも本気で活動してきたことを地域の人たちにもっと知らせたほ

うがいい。そんなチラシになったら，活動に参加してくれる人も出てくると思う。 

Ｇ児：地域の人たちにもっと関心をもってもらえるように，ポスターやチラシの内容を考え直すと

いいね。 

【写真３】チラシ，ポスターの比較と内容の検討 

 
ポスターやチラシの特徴を考えながら，表現方法や目的，内容を意識した発言が続いた。Ｆ児，Ｇ

児，Ｈ児は，表現方法の違いを踏まえつつ，川への関心がそれほど高くない地域の人を対象にして呼

びかけていくことが重要であると考えている。また，川の汚れの原因が自分たちも含めた地域住民に

もあること，川の環境を守ろうとしている人が存在していることなどにも触れることが参加人数を

増やすために大切であると考えている。こうした姿からＦ児，Ｇ児，Ｈ児は評価規準に示す資質・能

力が育成されていると考えることができる。 
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３ 指導と評価の計画（全 35 時間） 

小単元名（時

数） 
ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 「おくんち」

のよさをさぐ

ろう。（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「おくんち」を見た経験やイメージをウェ

ビングマップに書き出し，関心をもつ。 

具体的事例❶「主体的に学習に取り組む態度①」 

  ①  

 

 

・インタビューの振

り返り 

 

・保存会から「おくんち」の概要を聞い

て，課題を設定し，学習計画を立てる。 

・保存会にインタビューしたり，実際に

体験したりして，よさをまとめる。 

・保存会の人との体験や「おくんち」当

日の取材で集めた情報をもとに，保存

会の人と交流する準備をする。 

 ① 

 

 ・学習計画表による

評価 

 

・活動を振り返ってまとめた「おくんち」

のよさを保存会の人に発表する。 

① 

 

  ・振り返りシートに

よる評価 

・保存会から「おくんち」の現状や悩み

を聞く。 

具体的事例❷「主体的に学習に取り組む態度②」 

  ② 

 

・行動観察，発言内

容，振り返りシー

トによる評価 

２ 「おくんち」

のよさを伝え

よう。（12） 

 

 

 

 

 

 

 

・広報誌「コスモス通信」を使って，「お

くんち」のよさを地域の人に伝える見

通しをもつ。 

・広報誌を発行している産業振興課の人

を招き，「子どもコスモス通信」を発行

させてもらうための条件について聞

き，記載する内容や構成を考えながら

作成した広報誌を地域に配布する。 

  

 

 

② 

 

  

 

 

・行動観察，発言分

析，制作物による

評価 

・「子どもコスモス通信」を読んだ地域の

人からの声や手紙をもとに，自分たち

の取組を振り返ったり，保存会の人か

らの評価を交流したりする。 

② 

 

  ・振り返りシート，

発言分析による

評価 

３ 地域へのか

かわり方を考

えよう。（８） 

・今後の地域との関わり方や自己の生き

方について，友達と交流したり，保存

会や地域の人と考えたりする。 

具体的事例❸「主体的に学習に取り組む態度③」 
・保存会や産業振興課の方に，これから

の関わり方についての考えを手紙に表

す。 

 

 

 

 

 ②  

 

 

 

 

・ウェビングマッ

プ，行動観察，発

言分析による評

価 

 

 

 
 

総合的な学習の時間  事例４ 

キーワード 指導と評価の計画，「主体的に学習に取り組む態度」の評価， 

児童の学習の姿と見取り，指導計画の改善 

 

単元名  内容のまとまり 

 地域のじまん『おくんち』を伝えよう（第４学年） 
 

「伝統文化」（全 35時間） 

 
本単元は，全体計画に定めた探究課題「地域

の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」を踏

まえて構想した単元である。 

地域の伝統行事「おくんち」のよさを探り，

保存会の人々と伝統行事を伝承していくこと

を学習の課題として設定し，実際に体験や調査

を通して地域に積極的に関わり，自己の生き方

を考えることに取り組んだものである。 

 

１ 単元の目標  

地域の伝統行事「おくんち」の継承に力を注ぐ保存会の人々と協働して「おくんち」のよさを伝え

る活動を通して，自分が住む地域で生まれ受け継がれてきた伝統文化のよさに気付き，地域の発展を

願って自分にできることを考え，町づくりに積極的に関わることができるようにする。 

 
２ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

 

価 

 

規 

 

準 

①地域の人々は「おくんち」

の開催に向けて互いに協働

し，地域の発展を願うとと

もに，自分たちで楽しみを

つくり出しながら生活して

いることを理解している。 

 

②地域の伝統行事のよさへの

理解は，地域の人，もの，

ことと関わりながら探究的

に学習してきたことの成果

であることに気付いてい

る。 

①「おくんち」との出会いか

ら問いを見いだし，「おく

んち」のよさを探る課題

を自らつくり，解決に向

けて見通しをもってい

る。 

 

②収集した多様な情報を分

類・整理し，「おくんち」

のよさを伝える相手，内

容，方法について考えて

いる。 

①地域の伝統行事「おくんち」に

関心をもち，自分の生活を見

直したり，他者の考えを認め

たりしながら，自らの意思で

課題を解決しようとしてい

る。 

 

②「おくんち」のよさを伝えるた

めに，保存会や友達の考えを

生かしながら，協働して課題

の解決に向けて取り組もうと

している。 

 

③自分も地域の一員であること

を自覚し，地域のためにでき

ることを考えて積極的に関わ

ろうとしている。 
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３ 指導と評価の計画（全 35 時間） 

小単元名（時

数） 
ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 「おくんち」

のよさをさぐ

ろう。（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「おくんち」を見た経験やイメージをウェ

ビングマップに書き出し，関心をもつ。 

具体的事例❶「主体的に学習に取り組む態度①」 

  ①  

 

 

・インタビューの振

り返り 

 

・保存会から「おくんち」の概要を聞い

て，課題を設定し，学習計画を立てる。 

・保存会にインタビューしたり，実際に

体験したりして，よさをまとめる。 

・保存会の人との体験や「おくんち」当

日の取材で集めた情報をもとに，保存

会の人と交流する準備をする。 

 ① 

 

 ・学習計画表による

評価 

 

・活動を振り返ってまとめた「おくんち」

のよさを保存会の人に発表する。 

① 

 

  ・振り返りシートに

よる評価 

・保存会から「おくんち」の現状や悩み

を聞く。 

具体的事例❷「主体的に学習に取り組む態度②」 

  ② 

 

・行動観察，発言内

容，振り返りシー

トによる評価 

２ 「おくんち」

のよさを伝え

よう。（12） 

 

 

 

 

 

 

 

・広報誌「コスモス通信」を使って，「お

くんち」のよさを地域の人に伝える見

通しをもつ。 

・広報誌を発行している産業振興課の人

を招き，「子どもコスモス通信」を発行

させてもらうための条件について聞

き，記載する内容や構成を考えながら

作成した広報誌を地域に配布する。 

  

 

 

② 

 

  

 

 

・行動観察，発言分

析，制作物による

評価 

・「子どもコスモス通信」を読んだ地域の

人からの声や手紙をもとに，自分たち

の取組を振り返ったり，保存会の人か

らの評価を交流したりする。 

② 

 

  ・振り返りシート，

発言分析による

評価 

３ 地域へのか

かわり方を考

えよう。（８） 

・今後の地域との関わり方や自己の生き

方について，友達と交流したり，保存

会や地域の人と考えたりする。 

具体的事例❸「主体的に学習に取り組む態度③」 
・保存会や産業振興課の方に，これから

の関わり方についての考えを手紙に表

す。 

 

 

 

 

 ②  

 

 

 

 

・ウェビングマッ

プ，行動観察，発

言分析による評

価 
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②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「主体的に学習に取り組む態度①」】 

地地域域のの伝伝統統行行事事「「おおくくんんちち」」にに関関心心ををももちち，，自自分分のの生生活活をを見見直直ししたたりり，，他他者者のの考考ええをを認認めめたた

りりししななががらら，，自自ららのの意意思思でで粘粘りり強強くく課課題題をを解解決決ししよよううととししてていいるる。。  

 
Ａ児は，次のような振り返りをしている。 

私は，「おくんち」に行ったことがないので，最初はぜんぜん分からなかったけど，保存会の人

の話を聞いてみると楽しそうだなあと感じました。なぜ，浦安の舞，扇の舞，鈴の舞といろいろあ

るのか，ふしぎに思うのでもっと聞いてみたくなりました。 

Ａ児は，祭りの雰囲気から楽しそうだという感想のほかに，いくつもの舞があるといった祭りの特

徴に気付き，なぜいくつもあるのか聞いてみたいと興味をもっている。ただ，この段階では，祭りの

歴史や携わる人々の思いなどの背景までを捉えた関心とは言えない。 

 そこで，「おくんち」の映像を視聴したり，「おくんち」を体験したり，保存会の方にインタビュー

をしたりしながら，調べればすぐに解決できる疑問を一つ一つ解消し，「おくんち」のよさを実感し，

課題へと練り上げていくことができるような時間を十分確保することを重視した。 

 その後，Ａ児は他の児童とともに保存会の人に次のようなインタビューをしている。 

Ａ児：どうして「おくんち」で浦安の舞を踊るのですか。 

保存会：神様への感謝と，平和な世の中がいつまでも続くようにという願いを込めて踊るのです。 

Ｂ児：「おくんち」に関わろうと思ったのは，なぜですか。 

保存会：昔から大切に受け継がれてきた「おくんち」を，みんなにもっと見てほしいと思ったか

らです。 

Ａ児：Ｂさんに付け加えます。昔って，いつからですか。それと，何年前から「おくんち」に

関わっているのですか。 

保存会：｢おくんち｣は江戸時代から続いています。保存会は今から 20 年以上前に立ち上げました。 

 

 Ａ児は，「おくんち」の特徴や携わる人々に興味をもつだけでなく，何故そうするのか，いつから

そうなのかと，その理由や歴史にも注目している。このように，伝統行事の意味や背景に目を向けて

いることから，地域の伝統行事としての「おくんち」に関心をもち始めていると捉えることができる。 

 保存会の方へのインタビュー後，Ａ児は次のような振り返りをしている。 

保ぞん会の人や地いきの人たちとかがかかわっていて，大切に守ってきた「おくんち」ってすご

いなと思いました。だから，江戸時代から続いているのだと思いました。私はずっと町に住んでい

たのに，「おくんち」のことを全然知りませんでした。「おくんち」について，もっともっとくわし

くさぐっていきたいです。毎年，たくさんの観光客がやってくる秘みつは，他にもあると思いま

す。どこから，何がめあてで来ているのか，観光客にもぜひインタビューしたいと思います。 

 

Ａ児は，Ｂ児が聞き出した保存会の方の思いや願いに着目し，「おくんち」のよさと結び付けて捉

えている。そして，そのことが江戸時代から継承されている理由ではないかと考えている。また，同

じ町に住む者として，「おくんち」について知らないことが多かったことを振り返り，「おくんち」の

 

 
 

本単元は，中心的な学習活動を，地域に伝わる伝統行事の継承に関する具体的な活動とした上で，

以下に示す三つの小単元で構成するとともに，評価場面については，小単元ごとの学習活動や学習場

面において，資質･能力を発揮する児童の姿を想定し，次のような意図をもって設定した。 

小単元１は，単元の導入において，地域の伝統行事と出会い，行事を理解するための課題を設定す

る場面であることから，「思考・判断・表現①」の評価規準を設定した。また，伝統行事への関心を

もとに自ら課題の解決に向かったり，伝統行事のよさを伝えるために協働して課題の解決に向かう

態度を評価する機会と捉え，「主体的に学習に取り組む態度①②」の評価規準を設定した。さらに，

地域の伝統行事に関する概念的な知識を獲得する児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，

「知識・技能①」の評価規準を設定した。 

小単元２は，広報誌を活用して伝統行事のよさを発信していく場面である。ここでは，広報誌に記

載する情報について整理・分析し，よりよく伝えようとする児童の姿を見取る適切な評価機会である

と考え，「思考・判断・表現②」の評価規準を設定した。また，広報誌の活動を振り返ることを通し

て探究的に学んできたことのよさを理解する児童の姿を見取る適切な評価機会であると考え，「知識・

技能②」の評価規準を設定した。 

小単元３は，単元全体を振り返り，地域との関わりを意識しながら伝統行事への関わりを続けてい

こうとする態度を評価する機会と捉え，「主体的に学習に取り組む態度③」の評価規準を設定した。 

 

４ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）具体的事例❶ 

①評価の場面 

「おくんち」は，毎年 10月の第三日曜日に校区にあ

る神社を舞台に開催される五穀豊穣を祝うお祭りで

ある（【資料１】）。 

最近では，市外からの観光客が増えてきている一

方で，「おくんち」について，「あまり興味がない」と

回答した児童が５割だった。「おくんち」から連想する

ことについてウェビングマップを描かせてみると，【資

料２】からも分かるように，行列や色々な屋台が出る

お祭りといった一面的な捉えしかないことが分かる。 

 そこで，「おくんち」の継承に力を注ぐ保存会の方と

出会い，祭りの映像を視聴したり「おくんち」で使用す

る道具を観察したりする活動を行った。児童は，保存会

の方から，「風流」「大名行列」「浦安の舞」などの祭り

の内容について説明を真剣に聞いたり，祭りで使用す

る道具を興味深そうに手に取ったりしていた。伝統行

事に興味を示していなかった児童が，「この道具はどう

やって使うのかな」「浦安の舞で着る衣装を着てみたい

な」などと興味を抱き始める場面である。 

【資料１】「おくんち」の様子 

【資料２】ウェビングマップ 
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②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「主体的に学習に取り組む態度①」】 

地地域域のの伝伝統統行行事事「「おおくくんんちち」」にに関関心心ををももちち，，自自分分のの生生活活をを見見直直ししたたりり，，他他者者のの考考ええをを認認めめたた

りりししななががらら，，自自ららのの意意思思でで粘粘りり強強くく課課題題をを解解決決ししよよううととししてていいるる。。  

 
Ａ児は，次のような振り返りをしている。 

私は，「おくんち」に行ったことがないので，最初はぜんぜん分からなかったけど，保存会の人

の話を聞いてみると楽しそうだなあと感じました。なぜ，浦安の舞，扇の舞，鈴の舞といろいろあ

るのか，ふしぎに思うのでもっと聞いてみたくなりました。 

Ａ児は，祭りの雰囲気から楽しそうだという感想のほかに，いくつもの舞があるといった祭りの特

徴に気付き，なぜいくつもあるのか聞いてみたいと興味をもっている。ただ，この段階では，祭りの

歴史や携わる人々の思いなどの背景までを捉えた関心とは言えない。 

 そこで，「おくんち」の映像を視聴したり，「おくんち」を体験したり，保存会の方にインタビュー

をしたりしながら，調べればすぐに解決できる疑問を一つ一つ解消し，「おくんち」のよさを実感し，

課題へと練り上げていくことができるような時間を十分確保することを重視した。 

 その後，Ａ児は他の児童とともに保存会の人に次のようなインタビューをしている。 

Ａ児：どうして「おくんち」で浦安の舞を踊るのですか。 

保存会：神様への感謝と，平和な世の中がいつまでも続くようにという願いを込めて踊るのです。 

Ｂ児：「おくんち」に関わろうと思ったのは，なぜですか。 

保存会：昔から大切に受け継がれてきた「おくんち」を，みんなにもっと見てほしいと思ったか

らです。 

Ａ児：Ｂさんに付け加えます。昔って，いつからですか。それと，何年前から「おくんち」に

関わっているのですか。 

保存会：｢おくんち｣は江戸時代から続いています。保存会は今から 20 年以上前に立ち上げました。 

 

 Ａ児は，「おくんち」の特徴や携わる人々に興味をもつだけでなく，何故そうするのか，いつから

そうなのかと，その理由や歴史にも注目している。このように，伝統行事の意味や背景に目を向けて

いることから，地域の伝統行事としての「おくんち」に関心をもち始めていると捉えることができる。 

 保存会の方へのインタビュー後，Ａ児は次のような振り返りをしている。 

保ぞん会の人や地いきの人たちとかがかかわっていて，大切に守ってきた「おくんち」ってすご

いなと思いました。だから，江戸時代から続いているのだと思いました。私はずっと町に住んでい

たのに，「おくんち」のことを全然知りませんでした。「おくんち」について，もっともっとくわし

くさぐっていきたいです。毎年，たくさんの観光客がやってくる秘みつは，他にもあると思いま

す。どこから，何がめあてで来ているのか，観光客にもぜひインタビューしたいと思います。 

 

Ａ児は，Ｂ児が聞き出した保存会の方の思いや願いに着目し，「おくんち」のよさと結び付けて捉

えている。そして，そのことが江戸時代から継承されている理由ではないかと考えている。また，同

じ町に住む者として，「おくんち」について知らないことが多かったことを振り返り，「おくんち」の
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 多くの観光客が訪れる理由を課題にして追究してきたＣ児は，収集した情報を総合して考えた結

果，「おくんち」の一番のよさは御輿の言い伝えであると考えている。 

Ｄ児は，Ｃ児が発言した「昔から」という言葉を「長く続いている」と意味付け，これが「おくん

ち」のよさであると結論付けた。しかし，行列の木馬は，昔の本物の馬から変化したと付け加えた。 

祭りの特徴について追究してきたＥ児は，参加する人も観光客にとっても楽しい行列がよさであ

ると発言した。そして，Ｄ児と同様に，祭りの日数も変化し，減っていることを発言している。 

Ｃ児はこれらの発言から，「おくんち」の日数や形態は変化してきているが，楽しい祭りにしたい

という思いや無病息災への願いは受け継がれていることに気付き，保存会の方に意見を求めた。つま

り，Ｃ児は「おくんちのよさをさぐろう」という課題に対し，友達や保存会の考えを関連付け，似て

いるところや違うところを比較しながら，「よさ」について「伝統を受け継ぐこと」という概念を形

成していると捉えることができる。 

Ｃ児は，保存会や他の児童と交流した後，次のような振り返りをしている。 

保存会の人の話を聞いて，私は恥ずかしくなりました。私も「おくんち」のことを知らなかった

からです。そして，地域の人でも「おくんち」を知らない人が増えてきたと聞いておどろきました。

私は，この町で生まれた「おくんち」のよさを伝えなければと思いました。私は町で配られている

広報誌に，今日，話し合った「おくんち」のよさを書いて伝えたらどうかと考えました。 

 

このように，「おくんち」のよさを伝えるために，保存会や友達の考えを生かしながら，協働して

課題の解決に向けた探究に取り組もうとしている様子から，Ｃ児について評価規準に示す資質・能力

が育成されていると考えることができる。 

 

（２）具体的事例❸ 

①評価の場面 

これまでの学習を振り返る時間を設けることで，「自分も地域の一員であることを自覚し，

地域に参画していこうとしている」という態度に向かうと考えた。しかし，Ｆ児は，これまで

の活動について，次のように振り返っている。 

私は，保存会の方と協力して「コスモス通信」を発行してきました。コスモス通信をどんな

ふうに書いたらいいのか，どこにどうやって配ったらよいのかがよく分かりました。これま

で，地域の人にしか伝えてないから，次は，隣町のおばあちゃんの家に行ったとき，その町の

人たちに「おくんち」のことを知ってもらいたいです。 

Ｆ児は，「おくんち」のよさを地域の人に伝えることができたことに自信をもち，今度は隣

町でも伝えたいと考えている。しかし，これまでの学習活動を踏まえ教師は，他地域で広報の

活動をすることが地域の一員としての自覚と離れてしまうことにつながることから，Ｆ児に

行ってきた活動の意味を考えさせる必要があると考えた。そこで，保存会から，広報誌を読ん

だ地域の感想を紹介してもらい，これまでの取組に対して評価をもらう場面を新たに挿入し

た。この指導計画の変更に伴い，子どもの学びを的確に捉え指導に生かすことができるように，

評価規準も「自分も地域の一員であることを自覚し，地域のためにできることを考えて積極的

に関わろうとしている」のように修正･更新した。そして，保存会から，子どもたちがこれま

 

 
 

よさや素晴らしさをもっと探っていきたい，特に，観光客の目的や居住地について，インタビューし

て明らかにしたいと自ら課題を明確にしている。このように，地域の伝統行事に関心をもち，自分の

生活を見直したり，他者の考えを認めたりしながら，自らの意思で粘り強く課題を解決しようとして

いる様子から，Ａ児について評価規準に示す資質・能力が育成されていると考えることができる。 

 

（２）具体的事例❷ 

①評価の場面 

「おくんちのよさをさぐろう」という課題をもった児童は，「江戸時代から長く続いている

理由はなんだろうか」，「多くの観光客はどこから何を目あてに訪れているのだろうか」など，

課題の解決に必要な情報を収集するために，保存会の方と一緒に「おくんち」の体験をしたり，

繰り返しインタビューしたりした。分かったことや考えたことは付箋に書き出して，グループ

内で何度も整理し直し，「特徴」「由来」「保存会」などのキーワードでまとめ，課題に対する

答えを自分たちなりに見いだした。Ｃ児から「自分たちは「おくんち」のよさをこう考えるけ

ど，保存会の方はどう思っているだろう。ぜひ，考えを聞いてみたい。」という声があがり，

保存会の方と「おくんち」のよさについて語り合う会を設けることになった。 

 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「主体的に学習に取り組む態度②」】 

「「おおくくんんちち」」ののよよささをを伝伝ええるるたためめにに，，保保存存会会やや友友達達のの考考ええをを生生かかししななががらら，，協協働働ししてて課課題題のの解解

決決にに向向けけてて取取りり組組ももううととししてていいるる。。  

 

Ｃ児は，「おくんち」のよさについて，保存会や他の児童と次のように語り合っている。 

Ｃ児：行列の最後の神輿の下をくぐると，昔から１年間病気をしないという言い伝えがありま

す。これをめあてに多くの観光客が集まります。これが｢おくんち」の一番のよさだと思

います。 

Ｄ児：私も昔から長く続いていることがよさだと思います。今は，準備が大変なので木馬になり

ましたが，30 年前まで毛並みを整えたりっぱな本物の馬が３頭，行列に参加していたそ

うです。 

Ｅ児：行列のことなんですけど，河童の行列に大名行列，小さい子どもの行列など，行列に出る

人も見る人も楽しいことがよさだと思います。昔は３日間続けて祭りが行われていまし

た。 

Ｃ児：気付いたことがあります。昔からずっと続いている行列だけど，変わっていることと変わ

っていないことがあります。変わっていることは祭りの日数や行列の様子で，変わってい

ないものは祭りへの思いや願いだと思います。保存会の方は，どう思われますか。 

保存会：よく考えましたね。目に見えるものは変わっても，思いや願いという見えないものは変

わらないのです。これが伝統を守るということだと思っています。私はこの町で生まれ

た祭りを守っていきたいと思っています。でも，悩みがあります。それは，地域の人の

中で，「おくんち」を知らない人が増えてきたことです。 
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 多くの観光客が訪れる理由を課題にして追究してきたＣ児は，収集した情報を総合して考えた結

果，「おくんち」の一番のよさは御輿の言い伝えであると考えている。 

Ｄ児は，Ｃ児が発言した「昔から」という言葉を「長く続いている」と意味付け，これが「おくん

ち」のよさであると結論付けた。しかし，行列の木馬は，昔の本物の馬から変化したと付け加えた。 

祭りの特徴について追究してきたＥ児は，参加する人も観光客にとっても楽しい行列がよさであ

ると発言した。そして，Ｄ児と同様に，祭りの日数も変化し，減っていることを発言している。 

Ｃ児はこれらの発言から，「おくんち」の日数や形態は変化してきているが，楽しい祭りにしたい

という思いや無病息災への願いは受け継がれていることに気付き，保存会の方に意見を求めた。つま

り，Ｃ児は「おくんちのよさをさぐろう」という課題に対し，友達や保存会の考えを関連付け，似て

いるところや違うところを比較しながら，「よさ」について「伝統を受け継ぐこと」という概念を形

成していると捉えることができる。 

Ｃ児は，保存会や他の児童と交流した後，次のような振り返りをしている。 

保存会の人の話を聞いて，私は恥ずかしくなりました。私も「おくんち」のことを知らなかった

からです。そして，地域の人でも「おくんち」を知らない人が増えてきたと聞いておどろきました。

私は，この町で生まれた「おくんち」のよさを伝えなければと思いました。私は町で配られている

広報誌に，今日，話し合った「おくんち」のよさを書いて伝えたらどうかと考えました。 

 

このように，「おくんち」のよさを伝えるために，保存会や友達の考えを生かしながら，協働して

課題の解決に向けた探究に取り組もうとしている様子から，Ｃ児について評価規準に示す資質・能力

が育成されていると考えることができる。 

 

（２）具体的事例❸ 

①評価の場面 

これまでの学習を振り返る時間を設けることで，「自分も地域の一員であることを自覚し，

地域に参画していこうとしている」という態度に向かうと考えた。しかし，Ｆ児は，これまで

の活動について，次のように振り返っている。 

私は，保存会の方と協力して「コスモス通信」を発行してきました。コスモス通信をどんな

ふうに書いたらいいのか，どこにどうやって配ったらよいのかがよく分かりました。これま

で，地域の人にしか伝えてないから，次は，隣町のおばあちゃんの家に行ったとき，その町の

人たちに「おくんち」のことを知ってもらいたいです。 

Ｆ児は，「おくんち」のよさを地域の人に伝えることができたことに自信をもち，今度は隣

町でも伝えたいと考えている。しかし，これまでの学習活動を踏まえ教師は，他地域で広報の

活動をすることが地域の一員としての自覚と離れてしまうことにつながることから，Ｆ児に

行ってきた活動の意味を考えさせる必要があると考えた。そこで，保存会から，広報誌を読ん

だ地域の感想を紹介してもらい，これまでの取組に対して評価をもらう場面を新たに挿入し

た。この指導計画の変更に伴い，子どもの学びを的確に捉え指導に生かすことができるように，

評価規準も「自分も地域の一員であることを自覚し，地域のためにできることを考えて積極的

に関わろうとしている」のように修正･更新した。そして，保存会から，子どもたちがこれま
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学習を終えて，Ｆ児は，お世話になった保存会の方へ次のような手紙を書いている。 

私は，町に住む一人として，地域の行事，例えば「おくんち」や「よかっ祭」などにたくさん参

加して，活気のある祭りにしていきたいです。そして，笑顔いっぱいで，やさしい心をもっている

人が町に増えて，他の県からも遊びに来る人が今よりもっともっと増えていってほしいです。将来

は保存会に入って，多くの人を喜ばせていきたいです。 

 

このように，地域の未来を展望し，自分も地域の一員であるという自覚をもち，地域のためにこれ

からも積極的に関わって生活しようとしている様子から，Ｆ児について評価規準に示す資質・能力が

育成されていると考えることができる。 

【資料３】単元終末のＦ児のウェビングマップ 

 

 
 

で取り組んできたことの価値と，地域の人が協働して楽しみをつくり受け継いでいる，という

町づくりに向けた工夫と思いを話していただいた。 

 

②学習活動における児童の姿と評価の結果 

【評価規準「主体的に学習に取り組む態度③」】 

自自分分もも地地域域のの一一員員ででああるるここととをを自自覚覚しし，，地地域域ののたためめににででききるるここととをを考考ええてて積積極極的的にに関関わわろろ

ううととししてていいるる。。  

 

以下は，保存会から評価をもらった場面の記録である。 

教師：みんなの取組に対して，保存会の人はどんな思いをもっているのだろう。 

Ｆ児：「地域行事の担い手になってほしい」という言葉から，私たちに期待しているんじゃない

かなと思いました。今日は，保存会の方が来てくださっているから聞いてみたいです。 

保存会：私たちは，「おくんち」などの行事を通して，よりよい町づくりをしています。今回のみ

なさんの取組は，私たちが行っている町づくりの一部を担ったことと同じくらい価値が

あることです。みなさんが，地域行事の担い手になってくれることを期待しています。 

Ａ児：ほめてもらって，うれしいです。これからも何か，町づくりのためにしていきたいと思い

ました。 

 

初めは他の地域への広報を考えていたＦ児だったが，自分たちの取組が地域の町づくりと関わっ

ていたことに気付き，それを嬉しく思ったことから，地域のためにもっとできることはないかと再び

自分の地域に目を向けるようになったことが分かる。 

保存会の方から評価をもらった後，Ｆ児は，次のように振り返っている。 

私は，行事がいつまでも残っていく町になるために，町に住む一人として保存会の人たちと「お

くんち」を広げていきたいと思いました。そう思ったわけは，保存会の方の話を聞いて，今，私た

ちが「おくんち」について知ったことを伝え，大人になったときそれを参考にしてもっともっと大

きくしていきたいと思ったからです。 

 

これまでは，「おくんち」を伝える対象だった地域との関係が，自分も地域の一員であることを自

覚するとともに，「行事がいつまでも残っていく町になるために」というように地域に積極的に関わ

ろうとする姿に変容し，伝統行事を自分の生活や将来の自分のくらしとつなげて捉えようとしてい

ることが分かる。 

【資料３】は，単元終末にＦ児が描いたウェビングマップである。単元当初【資料２】と比較する

と，「おくんち」の由来や歴史，行列の種類や登場人物，保存会の方の願いなどの記述が見られ，知

識が増えている。また，「保存会」という言葉に，「平和な世界」「たくさんの人」「ふれあい」「大き

な動き」をつなげ，地域で生まれた伝統文化の宗教性，協働性，娯楽性といった概念を形成している。

さらに，「素晴らしい」「ほこり」や「５年生」「６年生」という言葉から，自分の生活や将来の自分

のくらしを関連付けている。 
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学習を終えて，Ｆ児は，お世話になった保存会の方へ次のような手紙を書いている。 

私は，町に住む一人として，地域の行事，例えば「おくんち」や「よかっ祭」などにたくさん参

加して，活気のある祭りにしていきたいです。そして，笑顔いっぱいで，やさしい心をもっている

人が町に増えて，他の県からも遊びに来る人が今よりもっともっと増えていってほしいです。将来

は保存会に入って，多くの人を喜ばせていきたいです。 

 

このように，地域の未来を展望し，自分も地域の一員であるという自覚をもち，地域のためにこれ

からも積極的に関わって生活しようとしている様子から，Ｆ児について評価規準に示す資質・能力が

育成されていると考えることができる。 

【資料３】単元終末のＦ児のウェビングマップ 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について

 

平成 31 年 ２ 月 ４ 日 国立教育政策研究所長裁定

      平成 31 年 ４ 月 12 日 一 部 改 正

 

 

１ 趣 旨 

  学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において「児童

生徒の学習評価の在り方について」（平成 31 年１月 21 日）の報告がまとめられ，新しい

学習指導要領に対応した，各教科等の評価の観点及び評価の観点に関する考え方が示され

たところである。 

  これを踏まえ，各小学校，中学校及び高等学校における児童生徒の学習の効果的，効率

的な評価に資するため，教科等ごとに，評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研

究を行う。 

 

 

２ 調査研究事項 

（１）評価規準及び当該規準を用いた評価方法に関する参考資料の作成 

（２）学校における学習評価に関する取組についての情報収集 

（３）上記（１）及び（２）に関連する事項 

 

 

３ 実施方法 

  調査研究に当たっては，教科等ごとに教育委員会関係者，教師及び学識経験者等を協力

者として委嘱し，２の事項について調査研究を行う。 

 

 

４ 庶 務 

  この調査研究にかかる庶務は，教育課程研究センターにおいて処理する。 

 

 

５ 実施期間 

平成 31 年４月 19 日～令和２年３月 31 日 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
相澤 昭宏 横浜市立本町小学校長 

 

 
河野麻沙美 上越教育大学大学院准教授 

 

 
後藤 竜太 大分県教育庁指導主事 

 

 
金  洋輔 新潟大学専門員 

 

 
三田 大樹 東京都西東京市立けやき小学校副校長 

 

 
四ヶ所清隆 福岡県久留米市教育委員会教職員課長 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
渋谷 一典 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
相澤 昭宏 横浜市立本町小学校長 

 

 
河野麻沙美 上越教育大学大学院准教授 

 

 
後藤 竜太 大分県教育庁指導主事 

 

 
金  洋輔 新潟大学専門員 

 

 
三田 大樹 東京都西東京市立けやき小学校副校長 

 

 
四ヶ所清隆 福岡県久留米市教育委員会教職員課長 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
渋谷 一典 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

 

 

学学習習指指導導要要領領等等関関係係資資料料ににつついいてて  

 学習指導要領等の関係資料は以下のとおりです。いずれも，文部科学省や国立教育政策研究所のウェブサイ

トから閲覧が可能です。スマートフォンなどで閲覧する際は，以下の二次元コードを読み取って，資料に直接ア

クセスする事が可能です。本書と合わせて是非ご覧ください。 

  ①①            ②②      ③③  

  ④④            ⑤⑤      ⑥⑥  

  ⑦⑦            ⑧⑧      ⑨⑨  

①① 学習指導要領、学習指導要領解説 等

②② 中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28 年12 月21 日）

③③ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方につ

いて」（平成31 年1 月21 日）

④④ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について（平成31 年3 月29 日30 文科初第1845 号初等中等教育局長通知）

※各教科等の評価の観点等及びその趣旨や指導要録（参考様式）は，同通知に掲載。 

⑤⑤ 学習評価の在り方ハンドブック(小・中学校編) (令和元年6 月)

⑥⑥ 学習評価の在り方ハンドブック(高等学校編) (令和元年6 月)

⑦⑦ 平成29 年改訂の小・中学校学習指導要領に関する Q&A

⑧⑧ 平成30 年改訂の高等学校学習指導要領に関する Q&A

⑨⑨ 平成29・30 年改訂の学習指導要領下における学習評価に関する Q&A
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